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俺の彼女は飼主マリア様、妹はご主人様





マナベスグル
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　Ｂｏｕ


口絵・本文デザイン　草野剛
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　　校舎裏




「校舎裏で女の子を抱だきしめた？　ふざけるなよっ」


　今の自分の状じよう況きようを見たら、颯そう太たはきっとそう言うに違ちがいない、と伊い波なみ蒼あお斗とは苦笑いした。


　校舎裏で女の子を抱きしめた。


　体育の授業でソフトボールをしていた。蒼斗はやりたくもないピッチャーをやらされ、やる気のないストレートを投げたのだが、そのへなちょこ球を颯太が情なさけ容よう赦しやなく、持ち前のバカ力を駆く使ししてバットを振ふり抜ぬき、打った。


　蒼斗の投げたボールは、無機質な音をたてて、ぐんぐん飛んでいき校舎裏へ消えていった。野球部員も裸足はだしで逃にげだすだろう、見事な飛ひ距きよ離りだ。


「まったく、颯太も授業ごときで、あそこまで本気を出さなくてもいいのに」


　文句を言いながら辿たどりついた校舎裏は、日が出ている時間でも薄うす暗ぐらく、じめじめとしている。蒼斗がボールを拾い「不良が隠かくれて煙草たばこを吸うにはうってつけの場所だなあ」と独ひとりごちて、来た道を引き返そうとした時、「うう」という女性のうめき声が聞こえた。


　声の元を辿ると、そこには異常に存在感の薄うすい美少女が、いた。


　存在感の薄い美少女、とはかなり矛む盾じゆんした表現かもしれないが、本当だから仕方がない。


　後うしろ髪がみをポニーテールにして、サイドは長く伸のばしている。肌はだは陶とう磁じ器きを思わせるような白さがあった。苦しそうに校舎の壁かべに手をついて、もう片方の手で胸を押さえている。


「どう見ても、緊きん急きゆう事態だよね。だいじょうぶですか？」


　蒼斗が声を投げかけ近づいて行くと、少女は蒼斗の方に顔を向け、何かを訴うつたえるように猫ねこを連想させる瞳ひとみを揺ゆらした。


　その直後、彼女は眠ねむるように目を閉じて、ゆっくりと、糸が切れた人形のように地面にくずおれそうになった。


「おっとっ」少女が完全に倒たおれる寸前、蒼斗は彼女を抱きしめた。１６８センチの自分よりも僅わずかに身長が低いだけなのに、体重は健康状態を心配したくなるほど、軽い。


　少女に目を落とす。少女の額には脂あぶら汗あせが滲にじんでいる。よほど苦しかったのだろう。


　疑問に感じたのは、少女の服装だった。体操服を着ているのだ。今、体育を行っているのは、自分たちのクラスだけのはずだ。つまり、この少女はクラスメイトということになる。桜さくら坂ざか学園に入学して一年近く経たつが、こんな少女、見たことがなかった。


「僕はどうすればいいんだ？」


　腕うでの中で眠る少女を見ながら、蒼斗は困こん惑わくすることしかできなかった。





　　仕事




「少女の命を守る少年」とは、なかなか魅み力りよく的なフレーズだな、と園その城しろ颯太は考えた。何か恋こいの予感がするではないか、と。


　だが残念ながら、颯太は恋がやってこないことを知っていた。


　なぜなら少女を守るのは、ただの仕事だからだ。


　護衛とは面めん倒どうな仕事だな、と颯太はげんなりする。


「仕事というのは地道な作業の繰り返しだ。そうだろ？」


　ビルとビルの間の狭せまいスペースに体をはめ込みながら、自分を励はげますように呟つぶやく。護衛対象が入って行ったビルを見上げた。けばけばしい色のネオンが印象的なビルだ。


「もうすぐ護衛対象が出てくるはずだ」


　黒いコートについたフードをかぶる。仕事をする時はできるかぎり正体を隠さなければいけない、というのがルールだった。


　ビルのエントランスから人が出てくる。白はく髪はつのオールバックに高価そうなスーツを着ている初老の男性が一人、警備会社の制服を着ている屈くつ強きような体たい軀くの男が一人。その二人に挟はさまれるように小こ柄がらな少女がいた。護衛対象だ。


　西洋人形のように明るい色の髪かみはふわふわと揺れ、着ている白い服はやたらとふりふりしている。陰いん鬱うつな雑居ビルにおいて、少女だけが聖女さながらの輝かがやきを帯びていた。


　颯太が「警備の人間を雇やとっているなら、俺はいらないんじゃないのか？」と漏もらした時だった。突とつ然ぜんあたりが色めきたった。


　ナイフを構えて突進する男が現れたのだ。惚ほれ惚ぼれするほどの殺意が見て取れる。


　その殺意の大きさとは反比例するように、ナイフを持った男は警備会社の人間にあっけなく取り押さえられた。初老の男性と護衛対象の少女は、おたおたと、慌あわてている。


「あれは囮おとりだ」


　颯太はそう呟いて駆かけだしていた。まともなヒットマンがあれほどあっけなく、しかも単純に敗北するはずがない。一人目は囮だ。ヒットマンを捕つかまえた安あん堵ど感という隙すきを狙ねらう作戦だろう。どこかに、もう一人別のヒットマンがいるはずだ。


　視線を素す早ばやく這はわせると、ビルとビルの間からまた男が飛び出してきた。当然のようにナイフを握にぎり、護衛対象の少女に突進する。


「悪いがその計画は失敗だ。そうだろ？」


　颯太は、そう言って、少女に突進する男の前に立ちふさがり、足を振り上げた。
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　　颯太・琴音・蒼斗




「ふざけた事を言うなっ！　俺に対する当てつけのつもりか？」


　園その城しろ颯そう太たは激げき怒どした。必ず目の前の少年を成せい敗ばいしてやる、と決意した。


「別に当てつけのつもりじゃないんだけど」


　颯太の幼なじみの伊い波なみ蒼あお斗とが取り繕つくろうように返事をする。


「そうやよ、そんなに興奮すると体に悪いんよ？」


　颯太の幼なじみの冬ふゆ原はら琴こと音ねが颯太を気き遣づかうように言う。肩かたまであるブラウンの髪が揺れ、快活そうな顔が楽しげに、笑う。


「琴音は悔くやしくないのか？　俺たちは蒼斗に出し抜ぬかれたんだぞっ。一人だけ、青春を満まん喫きつするために抜け駆けしたんだ」


「それはさすがに言い過ぎちゃう？」


「言い過ぎちゃう、と言っている場合じゃないだろうが。蒼斗が言った言葉の意味を理解出来ているのか？」


「そら、耳がある生物はみんな理解できてる思うけど？」


　琴音が、けろっと答える。颯太は「だったらなんでお前はそんなに平気な顔をしてるんだよ」と息巻いた。「ねたましくないのか？」


「いや、うちは別にねたましくないよ」


「そんなバカな。他人の惚のろ気け話を聞かされたんだぞ？」


「颯太は、なんや見苦しいなあ」


「その通りだね。颯太は常に見苦しく、そして不健全だ。どんな話も桃もも色いろに結びつけようとする。極きわめて破は廉れん恥ちな男だね。それに見た目も野良犬のように危険な臭においを放っている」


　伊波蒼斗が、こちらの容姿を指し摘てきした。可愛かわいらしい、と形容されるべき容姿をもった少年だ。栗くり色いろの髪がまぶしい。こちらは見る者すべてを不快にさせる乱れ髪だ。ちなみに目つきも悪い。自じ虐ぎやくじゃない。事実だ。


「破廉恥だと？　どの口がそんな事を叩たたくんだ。このエロス人びとめっ」


「エロス人びとってそんなみょうちくりんな言葉あんの？」


「俺が知るもんか。言葉なんて作った者がちなんだよ。そうだろ？」


「颯太みたいな人間が日本語の崩ほう壊かいを助長させるんだよ。『これヤバイぐらいに美お味いしくない？』とか『全然、いけるよ』とかね」


「言葉なんていうのはな、時代の流れによって移り変わって行くもんなんだよ。お前は手紙を書く時『平素はご無ぶ沙さ汰たに打ち過ぎ申し訳なく候そうろう』とか書くのか？」


「僕はまず手紙を書かないよ。メールは打つけど」


「屁へ理り屈くつを言うな屁理屈を」


「はは、屁理屈は颯太の専売特とつ許きよやもんね。お株かぶを奪うばわれるのが悔しいんよね」


「俺はそんなに狭きよう量りような人間じゃないんだよ……いや、そうじゃなくてな、昼休みに入っていきなり『校舎裏で女の子を抱だきしめた』なんて聞かされれば、誰だれだって『ふざけるな』となるだろうが」


「颯太はそんなに校舎裏で美少女を抱きしめたいん？　好きな人でもおるん？」


「無論、いない」颯太は毅き然ぜんとした態度で言い切った。「琴音、お前はどうだ？」


「あはは。無論、おらへんよ」


「俺はな好きな人間がいるだとか、いないだとか、そういう話をしてるんじゃないんだ。蒼斗の発言は、俺たちに対する重大な裏切りじゃないか。そうだろ？」


「どやろかあ？」


「まったく……」


　颯太が怒ど声せいを発したのは、昼休みに入った直後のことだった。





　颯太は昼休みに入ってすぐに、とりあえず嘆なげいてみた。


　琴音と蒼斗は面めん倒どう臭くさそうな表情をつくり、けれども颯太を無視することもなく、事務的に「どうしたの？」と尋たずねてきた。


「俺たちがこの学校に入学してもうすぐ一年が経つよな？」


「そうだね。あと二ヶ月もすれは僕たちは二年生になる」


「それがどないしたの？」


「なんなんだろうな。俺たちのこの交友区域の狭せまさは」


　颯太が嘆いたのは、つまりはそういうことだった。桜さくら坂ざか学園に入学して、はや一年が経過しようとしているのに、颯太の親しい人間と言えば琴音と蒼斗ぐらいのものだった。


　突とつ発ぱつ的に、あまりに友人が少なくないかい？　と考えたのだ。


「俺たちは一年前の入学式で八年ぶりに再会した。そうだろ？」


「そうだろ？　と聞かれれば、そうだねって返事をするしかないね」


「そうやね」


「入学式までは順調だったんだよ。もう会えないと思っていた幼おさななじみ二人と奇き跡せきの再会を果たしたんだ。しかも、ばらばらになっていた三人が申し合わせたかのように同じ高校に入学する、という形でだ」


「確かに、あれには僕も驚おどろいたね。まさか颯太が高校に進学するとは思ってもみなかった」


「うちも驚いた。ほんまに颯太が桜坂学園に入学するとは思ってへんかったし」


　颯太と蒼斗、そして琴音は幼なじみだが、よくいる幼なじみのような関係とは、少し違ちがっていた。彼らの付き合いが本格化したのは、ここ一年間での事だ。


　蒼斗は小学校中学年の頃ころに颯太と仲良くなったが、すぐに家庭の事情で余よ所そに引ひっ越こし、琴音も両親が中ちゆう堅けんサーカス団の団員だった為ため、長期間、一つの土地に止とどまる事がなかったので、颯太とは二ヶ月ほどで別れた。お互たがいばらばらになったはずなのに、この桜坂学園で運命的な再会を果たした、というわけだ。


「あの時は、卒業までの三年間は充じゆう実じつした、バラ色の学園生活になると確信していた」


「僕も確信していたよ。颯太と連つるむってことは、バラ色の学園生活を放ほう棄きすることと同じだってね」


　蒼斗が片かた眉まゆを上げて悪あく辣らつな言葉を吐はく。


「颯太はうちらと一いつ緒しよにおって楽しくないの？」


「別に楽しくない、とは言っていない。しかし、そろそろマンネリ気味じゃないか。この一年間の思い出のどこを切り取っても、金きん太た郎ろう飴あめのようにお前達二人と一緒にだべっている灰色のスクリーンしか出てこない。これは、いかがなものか」


「うちは今のままでも楽しいねんけどね」


「いや。現状に満足して歩みを止めちゃ駄だ目めだ。俺たちもそろそろ交友区域の拡大工事に着手すべきじゃないか？　このまま三年間ずっと三人きりというのも笑えない」


「僕は、颯太が一人で勝手に人生の泥どろ沼ぬまにはまり込んでいる姿を見るだけで笑えるけどね。颯太を見ているだけで、僕は自分に自信がもてる」


　颯太は顔をしかめて蒼斗を、見る。蒼斗の言っている『人生の泥沼』とは自分の学園生活以外のことなのだと、すぐに察することができた。


「やけに新しい友達にこだわるんね？」


「僕が颯太の本音を代弁してあげるよ。颯太は私生活が腐くさっているから、せめて学園生活ぐらいは充実したものにしたいんだ。正解だろ？」


「さすがは幼なじみ、よく分かってる。でもそれじゃあ七十点だな。俺の思考はもっと高度な次元で展開されている」


「一応、聞いてあげるよ」


「難しい説明は省いて言うとな、バタフライ効果なんだよ」


「バタフライ効果ってなんよ？」


「簡単に言えば『蝶ちようが羽ばたけばトルネードが起きる』って意味だよ。まったく関係がないと思うような現象でも、別の大きな現象を引き起こすきっかけになるって理論だよ。この場合、俺の私生活で何の関係もない学園生活に変化をつければ、俺の腐れた私生活にも何か変化が起きるかもしれない、と思ってな」


「ああ、だから新しい友達をつくろうって話になるわけだね」


「でも、どうやって新しいお友達つくるん？」


「琴音は俺たち以外のクラスメイトともよく話してるじゃないか。一人や二人、ユニークなお友達をみつくろえるだろう？」


「無理無理。あれは友達いうより、顔見知りって感じやしね。うちも友達いうたら、颯太と蒼斗ぐらいしかおらへんえ」


「それに、僕たちが三人で行動しているのは、僕たちが普ふ通つうの生徒とは少し違う立場だからだろ？　今いま更さら、普通の学園生活をしたいってだだをこねても後の祭りだよ」


「まったく蒼斗は身も蓋ふたもない」


　颯太はふて腐れるように言い、露ろ骨こつに、しょげた。琴音が「元気だしいや」と慰なぐさめてくる。慰めている割には声は上じよう機き嫌げんだった。


「あっ」と口を開いたのは蒼斗だった。


「どうしたよ？」


　颯太が蒼斗の顔を見ると、何やら邪じや悪あくな笑みを浮うかべている。


「なに気味の悪い笑顔を貼はり付けてるんだ？」


　颯太が探さぐるように尋ねると蒼斗は「いや、これを聞いたら颯太は怒おこるのか喜ぶのかどっちかなって」と含ふくみのある、内容の見えない返事をよこしてくる。


「どういうことや？」


　琴音も興味ありげに、会話に加わる。蒼斗は颯太と琴音を交こう互ごに見やると、「それがね」ともったいぶるように言葉を句切った。


「校舎裏で女の子を抱きしめたんだ」





　蒼斗がそう言ったのは、数分前の話だ。蒼斗のとんでも発言を聞いてから、颯太は怒いかり心しん頭とうに発し続けている。


「あはは。やっぱり怒ったね」


「怒るに決まってるだろうが。この一年間、ほとんど三人一緒に行動していたのに、なんでお前だけ、校舎裏で女の子を抱きしめてるんだ？　いつのまに、そんな桃色イベントをこなしていたんだよ？」


「……落ち着いてよ。なんて言えばいいのかな。颯太が妄もう想そうしているような事は一切起きなかったんだ」


　蒼斗は笑顔を消して、突とつ如じよとして神しん妙みような顔つきになった。


「どういうことだ？」


「白状するとね、それほど浮うわついた話じゃないんだよ。校舎裏で抱きしめた女の子っていうのは、ここ最近、僕が心配してた女の子のことなんだ」


「心配？　お前がか？」


　蒼斗は「うん」と顎あごを動かすと、ゆっくりと腕うでを上げて教室の隅すみを指さす。その先を颯太と琴音が目で追う。教室の隅には机と椅い子すがあるばかりで、どこにも女子の姿はない。


「誰もいないじゃないか」


「いやいるよ。もっとしっかり見るんだ。意識を集中させて心の目で見るように」


　不思議なことを言う蒼斗の言う通り、もう一度、教室の隅を注視すると、不思議な現象が起こった。


　目を細めて机を見ていると、ゆっくりと人の輪りん郭かくが浮かび上がってきた。ちょうど砂さ漠ばくで蜃しん気き楼ろうが出現するように、少女の姿が現れる。


　驚くほど存在感の薄うすい少女だった。猫ねこ目めがちの瞳ひとみには生気がなく、ぼんやり窓の外を見つめている。サイドを長く伸のばしてバックはポニーテールにしている。目立つべき髪かみ型がたなのに全く目立っていない。元々紺こん色いろだと思われる髪はその存在感の薄さから水色に見えるという、神秘的な現象が発生していた。


「「馬ば鹿かな」」颯太と琴音の声が唱和する。


「彼女の名前は双ふた葉ば楓かえでさん。僕たちのクラスメイトさ」


「クラスメイトっ？　そんなわけあるか。俺は一年近くこのクラスに籍せきを置いているが、あんな蜃気楼少女、一度も見たことないぞ」


「う、うちも……」


「蒼斗の言うとおり、あの蜃気楼少女が俺たちのクラスメイトだとして、蒼斗はどうやって彼女の存在に気づけたんだ？　それに彼女が心配とはどういう意味だ？」


「珍めずらしく動どう揺ようしているね」


「当然だろう」


「僕も双葉さんの存在に気づけたのは偶ぐう然ぜんだったんだけどね。ほらこの前、体育の時間に颯太が校舎裏までソフトボールを飛ばした事があったでしょ？」


「ああ、俺が歴史的飛ひ距きよ離りを叩たたきだした記念日だな。あの後、野球部からの勧かん誘ゆうを門戸を開けて待っていたんだが、どういう訳かどいつもこいつも素す通どおりして行った」


「うちら女子は陸上やったから見てへんけど、蒼斗、えらい文句言ってたなあ」


「うん、あの時、僕が校舎裏に飛んでったボールを取りに行ったんだ。校舎裏についてみると、何か苦しそうな息づかいが聞こえてきて……見てみると胸を押さえてうずくまる双葉さんがいたんだ」


「それでお前はどうしたんだ？　どうせ『だいじょうぶですか？　今霊れい柩きゆう車しやを呼びます』とかふざけたことを言ったんだろう」


「僕も常識は持ってるよ。当然、だいじょうぶですか？　て近づいて行ったんだけど、双葉さんその場で気絶しちゃって……」


「それで、お前はどうしたんだ？」


「とりあえず、気を失った双葉さんを抱だきかかえて、保健室に連れて行ったんだ。保健室の先生はたぶん貧血だろうって言ってたけど、貧血ってふつう、胸を押さえて苦しんだりしないよね？　それがちょっと気がかりで……」


「お前は優やさしいのか、優しくないのか分からない奴やつだな」


「僕は優しいよ。口の悪い人間は人の気持ちが分かる人間なんだ」


「双葉さん。なんか事情でもあるんかなあ」


「さあね。何度か話しかけようとも思ったんだけど、双葉さん、どうにも人を寄せ付けない雰ふん囲い気きがあって……」


　三人は一様に、黙だまった。少し重い空気が漂ただよう。しばらく黙っていると、この場の空気を打ち消すように「女の臭においがするの！」という幼気な声が頭上から落ちてきた。


　三人が声の方に目をやると、ふわふわとした桃もも色いろの長ちよう髪はつをツインテールにして、アーモンド形の綺き麗れいな瞳を輝かがやかせた、小こ柄がらな美少女がこちらを見て仁に王おう立だちしていた。


　蒼斗の妹の伊波緋ひ香か里りだった。


「緋香里ちゃんっ。なんで高等部におるん？」


　琴音はやや警けい戒かいするような声を出す。


　無理もないな、と颯太は思った。


　緋香里は兄の伊波蒼斗のことを愛していた。その愛し方たるや、見事を通りこして異常と言ってしまってもいいぐらいだった。兄に向ける独どく占せん欲よくはとどまることを知らず、兄に対して恋こい心ごころを抱いだく乙女おとめに対する妨ぼう害がい工作は達人の領域に達しており、その立ち回りは見る者すべてを戦せん慄りつさせるほど、機き敏びんで、情け容よう赦しやなく、徹てつ底ていされていた。


「お兄ちゃんは私のなの」という言葉は、彼女の人生の格言のようでもある。


　当然、颯太と琴音と蒼斗が再会してからは、嫉しつ妬との矛ほこ先さきは琴音に向いた。琴音が少しでも蒼斗と会話しようとすると、どこからともなくやってきて、監かん視しの目を光らせるのだ。


　今では、琴音が蒼斗になびく事はないと理解したのか、琴音に対する態度が軟なん化かしている。しかし、一度、ノイローゼ寸前まで追い込まれた経験のある琴音は、今でも緋香里を苦手としていた。


「緋香里ちゃんは、蒼斗のことを好きだというが、結局のところ蒼斗とどうなりたいんだ？」と質問を投げかけたことがあった。


　すると緋香里は、ぎゅっと目を閉じて腕組みをした。その後、ゆっくりと目を開け、


「一線……うんとね、最低でも二線は越こえたいのっ」


　それを聞いて颯太は、この女の子は何を言っているんだ？　とうろたえた。


「いやもう少し具体的に言ってくれると助かる」


「つまり桃色合体希望なのっ」


　恥はずかしげもなく、とんでもないことを言う緋香里に対して、お喋しやべりな颯太ですら沈ちん黙もくし、戦慄した。


　颯太が記き憶おくを辿たどっていると「琴音、今なんの話をしていたの？」という緋香里の言葉が聞こえてきた。


「え、うん、じつはやな、蒼斗が心配しとる……むむっ」


　正直に事情を説明しようとする琴音の口を慌あわててふさぐ。


「お前はバカか？　蜃気楼少女をこの世から抹まつ殺さつしたいのか。緋香里ちゃんに他ほかの女の話題はＮＧだろうがっ」
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「む、なにか怪あやしいの」


「なんでもないよ。うさ」


　蒼斗は緋香里に言葉を飛ばした。『うさ』というのは蒼斗が緋香里に使用するニックネームだ。緋香里はこのニックネームをいたく気に入っており、蒼斗以外が自分に対して、このニックネームを使うのをひどく嫌きらっている。


　このニックネームには何か深い意味でもあるのだろうか、と邪じや推すいしてしまう。


「入学式の日に介かい抱ほうしたクラスメイトのことを話題にしてただけさ。うさこそなんで僕らの教室にいるんだい？　中等部の校舎は数キロ単位で離はなれていたはずだけど？」


　蒼斗は華か麗れいに返答した。上う手まい返しかただ、と感心する。


　緋香里は虚きよをつかれたように、目を泳がせると「は、春に入学するこの高校の校舎見学をしてたの」とたどたどしく返答した。


　噓を言うな噓を、と颯太は心の中でつっこんだ。緋香里の持っている鞄かばんから、綺麗にラッピングされた箱が覗のぞいている。


　今日は二月十四日だということに気づく。つまりバレンタインデーだ。あの箱は、蒼斗に宛あてられたバレンタインチョコに違ちがいない。おそらく、緋香里が蒼斗に思いを寄せる女子生徒から没ぼつ収しゆうしてきたのだろう、と見当をつける。


　げにおそろしきは女。


　琴音も颯太と同じ結論に至ったのか、机の下にある彼女の両足はプルプルと生まれたての子こ鹿じかのように震ふるえていた。


　意外だ、と思ったのは緋香里の態度だった。いつもなら、根気よく木に穴をあけるキツツキ並に「なんの話だったの？　ねえ、ねえ」と質問をしてくるはずなのに、今回は「そうなの」と淡たん泊ぱくに言うと、「私、中学に戻もどるの」と続けて教室を出て行った。


　そのなんとも言えない肩かたすかし感が、嫌いやに不気味で、その後ろ姿から僅わずかに見える口は、不敵に笑っているようにも見えた。


「おい、蒼斗。今日の緋香里ちゃんは妙みようじゃないか？　引き際ぎわが華麗すぎる」


「うちもそう思う」


　二人の意見に、蒼斗は「うさは、いつでも変だよ」と言って、真しん剣けんに取り合わない。


「それより早く昼ご飯食べないと昼休みが終わっちゃうよ？」


　颯太は「それもそうだな」と諦あきらめたように肩を上げ、琴音に手を出した。


　琴音は鞄から弁当箱を二つ取り出し、そのうちの一つを颯太に手て渡わたす。


「いつも悪いなあ」


「別にええよ。お弁当なんて一つ作るも二つ作るも大して手間かわらんし」


「琴音も献けん身しん的だよねえ。颯太なんかに毎日お弁当を作ってあげるんだから。まるで颯太の奥さんみたいだ」


「そ、そんなんちゃうよ」


　琴音はどもりながら言い、胸むな元もとに手をいれた。手には小さなナイフが握にぎられている。


「ナイフを出すなナイフを」颯太は即そく座ざに叱しつ責せきする。「お前のその習性はなんなんだ？　なんで困ったことがあったらすぐにナイフを取り出そうとするんだよ」


　元々、サーカスの曲芸師だった琴音は、いや、それが原因なのかは謎なぞなのだけど、体のあちこちにナイフやロープを仕込んでいる。そして、ことあるごとにナイフを取り出すという、困った奇き癖へきがあった。その癖くせは、自分たちが周囲から孤こ立りつするのに一役買っていた。


「しゃあないやん。癖やねんもん」


「バイオレンスな癖だな。それに蒼斗、琴音を困らせるような事を言うな。もし琴音が心変わりして弁当を作ってくれなくなったらどうしてくれる？　俺の一日の摂せつ取しゆカロリーの大半はこの弁当なんだ」


「いやいや、二人は立派な夫ふう婦ふに見えるよ。犬に食われて死ねばいい」


「うちは颯太の奥さんちゃうよ？」


「その通りだ。琴音は俺の奥さんじゃない」


「うん、うちは颯太の飼主マリアですよ？」


「なんでマリアの当て字が飼主なんだ？　聖母だろうが、聖母」


「颯太、お手」と琴音は颯太に手を出した。颯太が「俺は誰だれかに飼われるのを潔いさぎよしとしない」と応おう酬しゆうすると、琴音は「懐なつかぬ犬には餌えさやらぬ、や」と返す。


　蒼斗はため息を一つ落とすと「あのね、男女のケンカは犬も食わないんだよ」と投げやりに言った。その後、「あ、しまった」と何かを思い出すかのように口を開けた。


「どうしたんだ？」


「今日お弁当、時間がなくて妹の分しか作らなかったんだ。ちょっと購こう買ばい行ってくるから二人は先食べてていいよ」


　蒼斗は言葉を残し、教室から出て行く。


　蒼斗の許可もあるので、颯太と琴音は遠えん慮りよ無く弁当箱の蓋ふたを開け、食べ始める。弁当をつつきながら颯太が双葉楓の席に目をやった。相変わらず存在感が、薄うすい。


「颯太、どうしたんや？」


「お前はあの蜃しん気き楼ろう少女に興味はないのか？」


「そら、ない言うたら噓になるけど……なんか寂さびしそうやし」


「なら話は早いな」


　颯太は弁当を食べながら、にんまりと笑った。





　　五十嵐・マコッちゃん




　生活指導室で生き真ま面じ目めそうな男性教師が頭を抱かかえていた。どんよりとした顔で「はあ」とため息を落とす。


　その隣となりでほんわかした雰囲気のうら若い女性教師が、ニコニコと男の様子を見ていた。一年Ｄ組の担任、五十嵐いがらし清せい四し郎ろうとその副担任の神し々し廻ば真まこと、通つう称しようマコッちゃんだ。


「どうしたものか……」


「どうしたんですか。奥さんに見限られて男手一つで息むす子この薫かおるくんを育てなくてはいけなくなった二十八歳の五十嵐先生？」


「黙ってもらえないか？」


「だってこの世の終わりを目もく撃げきしているような顔してるんですもん。ちょっと気になっちゃって。薫くんに何かあったんですか？」


　五十嵐は横手に首を振ふった。息子の薫は何一つ問題ない。それどころか、忙いそがしい自分に代わって家を切り盛りしてくれている。問題があるのは自分のクラスの生徒の方だ。なぜか自分のクラスには色の濃こい生徒が集まっている。常に口から言葉を発し続ける生徒を中心とした奇き妙みような三人組に、異常に存在感が薄くて出欠を取るのに一苦労する女子生徒。そして、今、自分の頭を悩なやませている生徒は。


「本ほん庄じよう理り科か雄お……」


「誰ですそれ？」


「うちのクラスの生徒だよ。あんたも副担任なら生徒の名めい簿ぼをきちんと覚えとくように」


　マコッちゃんは「はーい」と手を上げた。無む駄だに大きなバストが揺ゆれる。五十嵐は咄とつ嗟さに目を逸そらした。私は子供か？


「ああ、五十嵐先生、今私の胸を見ましたね。薫くんに言いつけてやろう」


「見てない。少し黙だまってくれ」平静を装い言う。本当は見ていた。


　マコッちゃんは「ブー」と口を尖とがらしたが、五十嵐の指示通り黙った。しかし、すぐに「本庄理科雄なんて生徒、うちのクラスにいましたっけ？」と来た。


「本庄理科雄は教室にはこないから、神々廻先生は殆ほとんど見たことがないかも知れないな」


「登校拒きよ否ひとか何かですか？」


「いや、むしろその逆だ。あの生徒は理科準備室に引きこもって、殆ど下校しない」


「理科雄だけにですか？　なんでその生徒は退学にならないんですか」


「本庄理科雄は特待生なんだ。全国模試でも常に上位の成績を収めてる。学校側としては進学率を上げるために彼を抱え込みたいんだろうな。多少、奇行が目立っても、な」


　その厄やつ介かいな生徒のおもりに、自分は不運にも当選してしまったのだ。頭では分かっているが、心が納なつ得とくしない。考えれば考えるほど胃がきりきりと締しめ付けられる。


「それで、なんでその生徒について悩んでるんですか。放っておけばいいのに。五十嵐先生の奥さんが五十嵐先生にしたみたいに」


「……あんたは何い時つも一言多い」


「えへへ」マコッちゃんは気き恥はずかしそうに頭を搔かいた。


　もう、このバカの言葉は出来うる限り無視することにする。


「今日、兄弟校から借りていたある物を、その兄弟校に返へん却きやくする日なんだよ」


「ああ、あの大きなやつですか。でもあれと本庄くんがどう関かかわってくるんです？」


「本庄理科雄は、あれに異常なほど執しゆう着ちやくして私物化してるんだよ。何を言っても引き渡わたしを拒否するばかりだ。最近じゃあ、理科準備室に入ってくる人間に危害を加える始末……」


「つまり五十嵐先生にですね」


　五十嵐は首を縦に振った。今朝、本庄理科雄にアレの返却を求めると、なぜか大量の医い療りようメスが飛んできた。意味がわからない。


「兄弟校の人はいつ引き取りに来るんですか？」


「放課後……六時頃ごろかな」


「引き渡しの日を引き延ばしたりできないんですか？」


「絶対に無理だな」


　五十嵐は言い切る。そんな事はなんどもやっているのだ。泣き落としはきかない。それになまじ、引き渡しの日時を延ばしたところで、根本的な解決には結びつかず、胃に穴が開くようなエンドレスデイズを踊おどり狂くるう事になる。


　五十嵐が暗い顔で唸うなっていると、マコッちゃんは楽しそうな顔を五十嵐に向けた。


「嫌いやに愉ゆ快かいそうだな？」


「はい、私、五十嵐先生の困ってる顔大好きですからっ」


「私はあんたが女性でなければ、五回は殺している」


「そんな事言っていいんですかあ？」


「どういう意味だ？」


「私に本庄くんから、あれを取り戻す秘策があります」


　マコッちゃんのその言葉は、おもちゃを自じ慢まんする子供のそれに近かった。





　　理科雄




　暗く、すえた臭においのする理科室の奥には、理科の実験に使う道具や薬品を収納する、理科準備室がある。


　その理科準備室で一人の少年が、愛しの相手を抱だきしめながら恍こう惚こつとした表情を浮うかべていた。


　科学部部長、本庄理科雄だ。部長と言っても科学部は彼以外幽ゆう霊れい部員なので、ただの繰くり上げ当選に近いのだが。


「ジェニファー。君はいつも綺き麗れいだね」


　彼の胸の中にはジェニファーがいる。目を閉じて眠ねむっており、長く艶つややかなまつ毛が彼女の魅み力りよくを際立たせていた。


「今日は朝から騒さわがしかったね。まさか君を誘ゆう拐かいしようとする奴やつが現れるなんてね」


　まさか、とは言ったが彼女の美び貌ぼうを考えれば、多少強ごう引いんな手段を使っても彼女を手に入れたいと思うのは当然のように思われた。今朝も眼鏡をかけたインテリな面の教師がジェニファーを誘拐しようとした。当然、しかるべき報復を与あたえて、お引き取り願ったのだが、また何時、ジェニファーを誘拐しにくるかも知れない。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。君は僕が守るから。もうすぐ、二人きりで暮らせるお金も貯まるしね」


　そう言って眠り続けるジェニファーを強く抱きしめる。起きる気配はない。


　理科雄は『薬局』というサイトを運営していた。非合法な薬物を売るサイトだ。売り上げも上々だった。いくつかのマンションで栽さい培ばいしている触しよく法ほう植物を元に作った薬品は、どれも人気が高い。特に二月十四日のバレンタインデー付近では、馬の興奮剤ざいに使われる安あん息そく香こう酸ナトリウムをベースに作った催さい淫いん薬やくが飛ぶように売れた。男専用に作ったのだが、なぜか女性にも効果が現れるという不思議な薬になった。


　催淫薬の主な購買層は十代から二十代の女性が多かった。よほど意中の男と既き成せい事実を作りたいのだろう。まあ、他人の事などどうでもいいのだけど。


　この商売で得た金で、折り合いの悪かった両親から早々に独立した。


「後は、君にふさわしい住居を作って二人で暮らすだけだね。巡めぐり合わせてくれた神に感謝しなくちゃね」


　理科雄は呟つぶやきながら、優やさしくジェニファーをなでた。


　不気味な笑い声が、理科準備室に木こ霊だまする。





　　颯太・琴音




「ほんまに双葉さんに話しかけるん？」


「ああ、あの蜃気楼少女も青春とはまったく無む縁えんそうだしな。どちらかといえばこちら側の人間だ。そうだろ？」


「そうかなあ」


「そうなんだよ。俺の行動のおかげで蒼斗と蜃気楼少女の仲が進展すれば、きっと蒼斗は感かん涙るいにむせび、俺に感謝するに違ちがいない」


「どやろかあ？」


　颯太が座席から立ち上がり、楓の元へ向かおうとするが、おもむろに、琴音が颯太の顔を見て「それ」と言った。颯太の顔を指さしている。何か珍めずらしい物を見つけた風でもある。


「どうしたんだ？　今いま更さら、俺の顔に見み惚とれたのか？」


「それはないから安心してええよ」


「だろうな。じゃあ、どうしたよ？」


「颯太の頰ほおに蚊かがとまっとる」


「蚊？　こんな真冬にか？」


　颯太の疑ぎ惑わくに満ちた言葉に琴音は「本当や」と答えると、胸むな元もとから曲芸用のスローイングナイフを取り出して、ナイフの側面を颯太に向けた。よく磨みがかれたナイフに颯太の顔が映る。無愛想な顔だった。


「お前は現げん役えき女子高生だろ。こういう場合は可愛かわいらしいコンパクトミラーとか出すだろ普ふ通つう。ナイフを出すなナイフを」


　颯太は文句を言いながらもナイフに映る自分の顔を見た。「本当だ」


　颯太の頰には、ごま粒つぶ大ほどの蚊が止まっていた。


「この吸血エイリアンめっ」


　颯太は手を振り上げて、そのまま頰にとまっている蚊を潰つぶそうとする。手に力を込めて一気に叩たたこうとするが、蚊を潰す寸前でぴたりと動きを止めた。


「あれ、つぶさへんの？」


「うん、まあいいさ。血くらい恵めぐんでやるよ」


「珍しく優しいんね」


「珍しくじゃなく俺は常に優しいんだよ。それに知ってるか？　血を吸っている途と中ちゆうの蚊を潰すと余計に痒かゆさが増すんだよ。この蚊だってバタフライ効果を起こすかもしれないだろ。蚊だからモスキート効果だな」


　颯太が、どうでもいいうんちくを垂れていると、蚊は十分に血を吸って満足したのか、颯太の頰から離はなれ、どこかへと飛んでいった。目で追ってみるがすぐに見えなくなる。


　琴音が「惜おしいことしたなあ」と要領の得ないことを言ってきた。


「どういう意味だ？」


「颯太が蚊を潰すつもりやったら、うちが代わりに潰してあげよう思ったんよ」


　琴音はそう言ってナイフを投げる動作をする。あまり気の利いた冗じよう談だんには聞こえない。


「蚊を殺すつもりなのか、俺を殺すつもりなのか。だいたい、俺はお前の曲芸を見たことないんだ。本当に『元サーカスの曲芸師』なのか？　腕うではどれほどのものなんだ？」


「そうやね。スローイングナイフやったら、二十メートル以内の的を百発百中で命中させられるよ」


「噓うそを言ってる様子はないな。でもそれって他人に誇ほこれることなのか？」


　蚊に刺さされた頰をぽりぽり搔きながら感心する。琴音は可お笑かしそうに息を吐はいた。


「結局、かゆいんやん」


「恩を仇あだで返された気分だ」


　颯太はぶつくさ文句を言いながら歩き出す。琴音もそれに続いた。


「ついてくる気か？」


「颯太一人を好きにさせとったら、ろくな事にならへんからね。うちが颯太の手た綱づなをきっちり握にぎっとかんと」


「保護者きどりか？」


「ううん。飼主マリアきどりですよ？」


　なるほど飼主マリアきどりか、と意味も無く納なつ得とくして、颯太は琴音と共に双葉楓の座席に向かった。窓際の席だ。双葉楓の席に近づけば近づくほど、彼女の存在は明確になるどころか、さらに不ふ明めい瞭りようになってくるという案配だった。


　双葉楓の背後に立つ。この近きん距きよ離りに来てもなお、彼女の存在はあやふやだった。


　颯太が「やあ！」と友好的な声を出して双葉楓の肩かたに、ぽんと手を置いた。すると楓はぼんっと肩を上下させた。


　反射的にこちらに振ふり向いたようで、目が、合う。猫ねこ目めがちの綺麗な瞳ひとみが見開かれていた。自分の本来の姿はこうなのだ、と今しがたの失態をごまかすように、氷のような声で「……何？」と言ってくる。


「初めましてだな。俺は園城颯太と言うんだ。後ろに控ひかえているのが冬原琴音だ。サーカスっ娘ことでもなんでも好きに呼んでいい」


「颯太、いてまうよ？」


「ナイフを出すな。ナイフを」


　楓は、なんだかよく分からないやり取りをする二人に一いち瞥べつをくれると、またもや「……何？」と冷然と言った。


「君は一人で寂さびしくないのか？」


「……寂しくない」


「それは噓だな」


「……噓じゃない」


「いや、人間誰だれしも一人では生きていけないんだ。人生の価値というのは人との繫つながりの質で決まるんだよ。いい人と繫がれば、それだけ良質な人生を歩めるんだ。この俺を見てみろ。私生活で怪あやしい連中と繫がったばっかりに、人生をフルスイングで棒に振りそうになっているこの俺を。君はこのままだと俺みたいになってしまうぞ？」


「颯太、自分で言ってて悲しくなれへんの？」


「無論、なる」


「……結局、何？」





「お前に友達を紹しよう介かいしたいんだよ」


　友達、という言葉に楓の瞳が水面みなもに浮かぶこの葉のように、わずかに揺ゆれる。


「お前の事を心配している奴がいるんだ」


「……心配？　私を？」


「ああ、伊波蒼斗というやたら口の悪い美少年なんだが知らないか？」


　楓は何かを思い出すように上を向くとすぐに「知らない」と言ったが、颯太が「この前、校舎裏で会ったはずだ」と説明すると「……ああ」と思い出したように口を開ける。


「蒼斗がな、お前の事を心配してるんだよ。君が時々すごく寂しそうな目をするってな」


「……関係ない」


「いや、それが関係あるんだ。蜃しん気き楼ろう少女はバタフライ効果というものを知ってるか？」


「……知らない」


「簡単に言えばな、蝶ちようがどこかで羽ばたくとするだろ？　するとな、そこから遠く離れた所でトルネードが起きるんだよ。ようは、何でもないような事象でも、その事象をきっかけにして、大きな事象が発生するんだ。だから蜃気楼少女が蒼斗と仲良くなるだろ？　すると、もしかしたら俺も今の訳の分からん暗黒環かん境きようから脱だつ出しゆつできるかもしれないんだ」


「……意味不明」


「もう謝罪することしかできへんなあ」


「おいおい。そこは謝罪するんじゃなくて『園城颯太は五年に一度しか発情しない象よりも発情しない男だから、女性目線で言えば誰よりも信用できる』とフォローすべきだろ」


「そんなこと言うたら、うちまで信用うしなうやない」


　琴音はそう言って柔にゆう和わな笑みをつくり「颯太の言うとる事は意味不明やけど、蒼斗が双葉さんの事、心配しとる言うんはほんまやよ。一度ぐらい会ってみてもええんとちゃう」と琴音に話しかける。


「……胸のない関西弁の人間は信用できない」


　胸のサイズを指し摘てきされた刹せつ那な、琴音の柔和な笑みが、不ふ動どう明みよう王おうのそれへと変へん貌ぼうした。


「あんたかて大した胸してないやない！」


　起き伏ふくの乏とぼしい胸元からナイフを取り出そうとする琴音を、颯太が後ろから羽は交がいじめにする。


「ナイフを出すな。ナイフを」


「ちょっと放してえや颯太。この子言ってはならんことをっ」


「落ち着けよっ。女の魅み力りよくが胸の大きさで決定するわけじゃないだろ」


「それやったら颯太は胸の大きいのと小さいのどっちがええんよ？」


「…………」


「なんで急に黙だまるんよっ。いつものお喋しやべりはどこいったん！」


「だから落ち着けって。蓼たで食う虫も好き好きって言うだろ？」


「ぜんぜん慰なぐさめになってないやん！」


　今にも楓を殺害しかねない琴音を必死になだめていると、楓は他ひ人と事ごとのように冷ややかな目線をこちらに向け「うるさい」と淡たん泊ぱくに言った。むやみにエキサイトする自分たちとの温度差といったら、もう絶望的と言ってもよかった。


　颯太は猛たける幼おさななじみを必死に鎮しずめる。十分に琴音を落ち着けてから、楓に向き直った。


「どうにも妙みようだな。蜃気楼少女はどうしてそう頑かたくななんだ？　胸のない人間が信用できないというのは、いかにも論理的じゃない。論理は大切だぞ。理路整然とした論理を考えることのできる人間に信用が生まれるんだ」


　颯太が長々と語っていると、冷静さを取り戻した琴音が「今の言葉、今度鏡の前で言うてみ」とちゃちゃを入れてくる。


　颯太が楓に顔を近づけると、楓はやや背をそらせた。琴音が「もう、ええやない。ほっとこうよ」と催さい促そくするように言うが、颯太は粘ねばり強く食い下がる。


　どのタイミングか分からなかったが、楓の顔が激変した。楓の喉のどが鳴ったかと思うと、感情が見えなかった顔に焦あせりが見え始める。顔色も急速に悪くなっていく。華きや奢しやな腕を持ち上げて「それ」と言ってくる。


　さきほど琴音が指さした場所と同じ場所を指さした。颯太の頰だ。蚊に刺された箇か所しよにじんわりと血が滲にじんでいた。


「これか？　これはさっき吸血エイリアンに咬かまれたんだ。奴やつめ血を提供してやったのに恩を仇で返してきた」


　楓は、颯太の話の半分も聞いていないようだった。蒼そう白はくな顔で焦しよう点てんの合っていない目だけが浮ういている。さすがに異常だと感じたのか琴音が「双葉さんだいじょうぶ？」と女性らしい気き遣づかいを見せる。


「だ、だいじょうぶ」


「気分が悪いんやったら保健室に行った方がええんやない？」


「……それが正しい」


「おいおい、俺の話はまだ終わってないぞ。放課後に校舎裏に来てくれ。蒼斗が待ってる」


「ちょっとっ颯太！　悪のりしすぎやで」


「……わかった」と口を開いたのは颯太ではなく楓だった。颯太と琴音は思わず「え？」と聞き返してしまう。


「放課後校舎裏。行くから私から離れて」


「あ、ああ」


　楓は颯太と顔を合わせることなく、颯太の脇わきを通り過ぎると、よたよたと歩いて行き蜃気楼が消えていくように、周りの風景に溶とけ込み見えなくなった。


「一体全体、どうしたんだ？　あの劇的な体調の変化は？」


「うちが知るわけないやない。よっぽど颯太と同じ空気を吸いたくなかったんやろうな」


「まあいい。とりあえず双葉楓に約束を取り付けることに成功した」


「ほとんど脅きよう迫はくやったけどなあ」


「青春という名のトルネードを起こさせるには、多少強ごう引いんな手段を使うのも仕方がない」


　琴音は肩をすくめて、もうどうでもいいや、といった様子で微笑ほほえんだ。





　　蒼斗・颯太・琴音




「双葉楓が校舎裏で待っている」と聞かされたのは、五十嵐先生の手短なＨホームＲルームが終しゆう了りようして、今日の晩ご飯は何を作ろうか、と考えを巡めぐらせながら立ち上がった時だった。


「じゃ、校舎裏へ行こうか」


　颯太は、昼休みに双葉楓と接せつ触しよくして、放課後校舎裏で待ち合わせる約束をしたのだ、と語った。


「よく双葉さんと会話ができたね。どういう脅おどし文句を使ったの？」


「失礼な。この俺の流りゆう麗れいな話術によって、双葉楓は快こころよく承しよう諾だくしてくれたよ」


「蒼斗、噓やからね。実際はほぼ脅しに近い文句で無理矢理約束させたんよ」


「こういうのはな結果が大事なんだよ。結果が」


「双葉さん、ほんまに校舎裏来るん？　めちゃくちゃ体調悪そうやったけど」


「そうなの？　双葉さんだいじょうぶかな？」


「だいじょうぶだよ。俺があの後保健室に行ったら随ずい分ぶん顔色も良くなっていた。俺の顔を見るなり『……約束は守るから消えて』と照れ隠しを見せていたよ」


「照れてた双葉さんはどんな表情やったんよ？」


「そうだな。表現は難しいが、一番近いたとえを上げるなら、地面に落ちている犬の糞ふんを拾い食いしている男を目もく撃げきしたような、嫌けん悪おに満ちた顔だった」


「それ、全然照れてないよね。暗に死ねって言われてるんだ。僕もそう思う」


「お前はどれだけ俺に死んで欲しいんだ……まあ、いい。校舎裏へ行こうか？」


「僕が校舎裏に行くのは決定事じ項こうなんだ？」


「行かないのか？」


「行くよ。もちろんね」


「いざ行かん。校舎裏へ」


　颯太は扉とびらを開け放ち、堂々と言った。





　　五十嵐・マコッちゃん




　ＨＲを終えた五十嵐は教室の隅すみで控えていたマコッちゃんに目をやった。きょろきょろと教室を見み渡わたしている。


「何をしてるんだ、神し々し廻ば先生」


　五十嵐がマコッちゃんに近づいていく。マコッちゃんは手を望遠鏡を覗のぞくように目に当てていた。「いませんねえ」と要領を得ない事を言う。


「誰を捜さがしてるんだ？」


「ほら、うちのクラスに噓うそみたいに存在感の希き薄はくな女の子がいたでしょう？」


「ああ、双葉さんの事だな？」


「そうですそうです。その通りです。五十嵐という体育会系っぽい名字のくせに、インテリっぽい五十嵐先生」


　マコッちゃんの言葉に逐ちく一いち反応していては、胃がいくつあっても足りないと思い、聞かなかった事にした。


「双葉さんなら保健室だよ。さっき養護の先生から連れん絡らくが入ってきた」


「双葉さん、だいじょうぶなんですか？」


「ああ、少し気分を悪くしただけらしい」


「双葉さんよく体調崩くずしてますよねえ。どこか体が悪いんですかあ？」


「さあ、詳くわしくは。最近では、そういった生徒の事情に直接介かい入にゆうしちゃいけない風潮があるからなあ。よほど命に関かかわる病気でもない限りは自己申告義務はないんだよ。それより、双葉さんに何の用なんだ？」


　マコッちゃんは、その言葉を待ってました、というようにポケットから鍵かぎの束を取り出した。理科室と理科準備室の鍵だ。


「さっき科学部顧こ問もんの先生から借りてきたんですよ」


「それと、双葉さんがどう結びつくんだ？」


「ほら先生六時までに理科準備室にあるアレを本庄くんから取り戻さなくちゃいけないんですよね？」


　マコッちゃんの質問に五十嵐は「ああ」と返事をした。と同時に胃がきりきり痛む。そうだった。忘れていたわけではないが、あまりに憂ゆう鬱うつすぎて意識の外に追い出していた。


「双葉さんって面白いぐらい存在感ないじゃないですか？　だから双葉さんに手伝って貰もらえば簡単に本庄くんからアレを取り戻すことができると思うんです。私たちが本庄くんの注意を引きつけてる間に、双葉さんにアレを回収してもらうんですよ」


　マコッちゃんは一息に自分の考えを述べた。「ね、良い作戦でしょ？」


「駄だ目めだな」


「えぇ、どうしてえ？」


「もしかしたら双葉さんに危険が及およぶかもしれない」


「だいじょうぶですよ。危険なのは私たちだけなんですから」


　五十嵐は逡しゆん巡じゆんするように黙り、少しして「やっぱり駄目だ」と繰り返した。少しでも生徒に危険が及ぶような事はさけるべきだ。可能性が低いからといって甘く見ていては、いつかつけが回ってくる。妻から決別宣言を受けた時もそうだった。多少、家庭をないがしろにしたからといって離り婚こんはあり得ないだろうと高をくくっていた。結果、妻は去って行った。清すが々すがしいほどあっさりとして、本当に離婚したのか分からなかったほどだ。


「ぶうぶう」


「とにかく、その作戦は却きやつ下かだ。一いつ旦たん生活指導室に戻るぞ」五十嵐はマコッちゃんに背を向けて歩きだす。時刻は四時半。あと一時間半以内に本庄理科雄からアレを取り戻さなくてはいけない。


「五十嵐先生は先に生活指導室に戻っていて下さい」


「なんでだ？」


「ちょっとお花を摘つみに」マコッちゃんは頰ほおを赤く染めて恥はじらってみせる。


「花を摘む？」


　マコッちゃんは「もう五十嵐先生ったらっ」とくねくねすると、五十嵐の耳元で「お手洗いですよ」とささやいた。今度は五十嵐が頰を染める。


「そ、それは気が利かなくて悪かった」


「べつにいいですよお。五十嵐先生の狼ろう狽ばいぶりも見られましたから」


　マコッちゃんはカラカラ笑うと、教室を出て左折した。


　五十嵐は、おや、と思った。職員用のトイレはそっちにあったっけ？





　　颯太・琴音・蒼斗




　颯太たちは校舎裏へ向かう道すがら、とりとめもない話をしていた。


「本当に双葉さんが校舎裏に来てたら何を話せばいいのかな？」


「そうだな。まずは俺たちが蜃しん気き楼ろう少女の仲間であることを証明してやれば、少しは警けい戒かいをといてくれるんじゃないのか」


「うちらが双葉さんの仲間っていう証明？」


「蜃気楼少女はどう考えても、何か人に話せない特別な事情を持っていそうだろ？」


「まあ、そう言われれば、そうかも知れんけど……」


「他人とな、手っ取り早く仲良くなるには、自己開示と秘密の共有が効果的なんだよ。簡単に言うとな、こっちの秘密を蜃気楼少女に教えて、蜃気楼少女の秘密も教えて貰うんだ。幸い、俺たちにはそれぞれ秘密というか普通じゃない顔を持っているだろ？」


「僕にはそんな顔なんてないよ」


「噓をつくな、噓を。お前は自分が超ちよう能のう力りよくを使えることを俺と琴音以外には秘密にしてあるだろうが」


　颯太は間かん髪はつ入れずに指し摘てきする。蒼斗はいわゆる『超能力』なるものが使えた。そういう不思議な力が使えるのが原因なのか、あるいはその浮き世離れした可愛かわいらしい容姿が原因なのか、その両方が合がつ併ぺいした結果なのか、ともかく、蒼斗は男子女子にかかわらず、孤こ立りつしている。


「僕は別に、自分の力を秘密になんてしてないよ。誰だれも聞いてこないだけで」


「何の脈みやく絡らくもなく『あなた超能力者ですか？』なんて聞く常識外れな人間がいるなら見てみたいもんだな」


「たぶん家に帰って、鏡を見ればその常識外れな人間を見ることができるよ」と蒼斗が颯太を見やる。それに続けて「僕のことより、琴音の方が現実的に不思議じゃないか。なにさ『サーカスの曲芸師』って」と話をはぐらかすように言った。


　蒼斗は自分の持つ不思議な力を話題にすることを好まない。小さい頃ころからその力のせいで、それなりに苦労したのだろう。そう言えば、と、自分が蒼斗と仲良くなったのは、小さい頃、蒼斗の力を何の抵てい抗こうもなしに信じたのがきっかけだった、と颯太は回想した。


「う、うちは別に変ちゃうよ。両親がサーカス団の曲芸部員やってもん。うちよりも颯太のほうがよっぽど不思議な顔を持ってるやろ」


「それもそうだね。去年入学式で颯太と再会した時は、調律屋チユーナーなんていう不思議な仕事をしてるなんて思ってもいなかった」


「調律屋ってあれやろ？　何でも屋さんみたいな仕事やろ？」


「……仕事ねえ。秘書カポタストの奴やつ、最近俺に仕事を回さないんだよ。裏の業界も不景気なんだ。円高が悪いんだ。これはきっとアメリカの陰いん謀ぼうに違ちがいない」


　颯太はアメリカの何たるかも知らないくせに、そう毒づいた。


「裏の業界ってアレやろ。暴力団とか違い法ほう気味な薬物を扱あつかう会社とか、臓器提供斡あつ旋せん会社とか、そういう、ろくでもない業界のことやろ？」


「ああ、そうだよ。俺たち調律屋は元締めオーナーって呼ばれてる人間の指令を秘書っていう女経由で指示されて、裏の業界のパワーバランスを調節する仕事をするんだ。すごいだろ？」と胸を張ってはみたが、颯太自身も調律屋という仕事の全容を把は握あくしているわけではない。


　カサコソと虫の足音らしきものが聞こえる正体不明の箱を駅のロッカーに投入したり、裏カジノの会員になり、内部情報を警察にリークしたりすることが、果たして裏の業界のバランスを保つことに繫つながるのだろうか。


　業界のバランスを保つどころか、何か邪じや悪あくな犯罪の片棒を担がされているだけではないのだろうか。


　颯太は、どうにも引き返せない人生の泥どろ沼ぬまに足を突っ込んでいるんじゃないのか、という不安を覚えながら、その現実に目を瞑つぶっていた。このまま一生目を開けないつもりだ。


　なぜ、そんな怪あやしい仕事をしているのか。


　金のためだ。より正確にいうなら生活のためだ。生まれた家庭環かん境きように馴な染じめずに、齢よわい十歳にして、実家からの自主追放という憂うき目を見た。つまり、家出をしまくった。


　金も食料も寝ね床どこも無い状態で、都会のサバイバルをする羽目になり、そのサバイバル生活は過か酷こくを極きわめた。その劣れつ悪あくな環境で過ごすうちに、体力ばかりがいたずらについた。


　中学まではまだ『自主追放』だったのだが、とうとう実家側もお手上げだと思ったのか、高校入学と同時に『自主追放』がたんなる『実家追放』へと変化した。


　調律屋チユーナーにスカウトされたのもこの頃だ。


「最後に仕事したんはいつ？」


「そうだな。一週間ぐらい前に『博ばく徒と』の護衛をしたのが最後かな」


「博徒ってなんよ？」


「博ばく打ちが異常に強い人間のことだよ。そいつの愛あい称しようが『博徒』っていうんだ」


「あんたらの業界ってそういう愛称、好きやんなあ。それで『博徒』ってどんなおじさんなん？」


「それがな『博徒』とは男じゃなくて女の子だったんだ。清せい楚そな感じだった」


「ふーん、それは意外やなあ」


「どこかにいるサーカス娘むすめとは対極に位置している。そうだろ？」


「颯太。いてまうよ？」


「ナイフを出すなナイフを」


「あはは、二人ともやっぱり仲良いよね。不快だなあ」


「まったく……ナイフを振ふり回す女子高生なんて聞いた事がないぞ。日本刀を振り回すアメリカ人なら見たことあるが」


「日本刀を振り回すアメリカ人ってなによ？」


「アメリカで忍にん者じやの格好をした男が、路上で日本刀を振り回したんだよ。誰を傷つけるわけでもなく」


「それでその男はどうなったん？」


「結局、消防車が駆かけつけて、強力な放水で無力化されたんだ」


「アホな男もおったもんやなあ」琴音はなぜかこちらを指さしながら言った。


「バカで愚おろかな男ほど価値のない人間もないよね」蒼斗もこちらを指さして言った。


「揃そろいも揃って薄はく情じよう者ものめ」


　そう毒づきながら、階段にさしかかり、踊おどり場まで下りたところで颯太は足を止めた。琴音と蒼斗が数歩進み、振り返る。琴音が「どうしたん」と聞いてきた。


「携けい帯たいに着信が入った」


　ポケットから携帯を取り出す。ディスプレイを確認すると非通知だった。


「仕事？」


　蒼斗の質問に颯太はかぶりを振った。調律屋チユーナーの仕事じゃない。仕事であれば非通知ではなく秘書カポタストからの電話かメールが入るはずだ。携帯は粘ねばり強づよく振しん動どうし続けている。


「悪戯いたずら電話とかやないの？」


「そうかもな。よし、ここは俺が説教してやろう。マザーテレサも裸足はだしで逃にげ出すような、心に響ひびくものをだ」


　颯太はそう意気込むと、携帯の通話ボタンを押した。携帯を耳にあてがう。


「もしもし」


『もしもし』受話口から男性の声が聞こえてくる。思っていたより年とし嵩かさの男の声だ。


「悪戯電話とは感心しないぞ。悪戯が可愛く思えるのは幼よう稚ち園えん児じまでの人間と、生まれて間もない動物だけだ。それ以外の奴が悪戯をすると、可愛くないどころか『軽犯罪法』に触しよく法ほうする恐おそれがある。まあ、俺は優やさしいから訴うつたえたりしないが、どこかのサーカス娘とかなら、間ま違ちがいなく裁さい判ばん沙ざ汰ただな。まずは俺にお礼を言ってみよう。『ありがとうございます』とな。そのあと話し合いのテーブルにつこうじゃないか」


『調律屋の園城颯太さまですか？』


　男の言葉を聞いて、颯太は口をポカンと開けた。


「おいちょっとストップだ。お前、なんで俺が調律屋だって知ってるんだ？」


『依い頼らいがあります』


　颯太は淡たん々たんとした口調の電話相手に「会話を成立させる気があるのか？　他人の言葉に耳を傾かたむけることも大切だぞ」と説くと隣となりにいる蒼斗が「人の振り見て我が振り直せ、だね」と極めて正論なことを言ってくる。


「とにかく調律屋に依頼を出す時は一いつ旦たん元締めオーナーに依頼を預けなくてはいけないんだ。俺に直接依頼するのはルール違い反はんだぞ」


『今からそちらに向かいますので屋上でお待ち下さい』


「ちょっと待て！」


　颯太の叫さけびも虚むなしく、一方的にかかってきた電話は一方的に切られた。


「どうしたん？」


「いや、俺にも分からん。でもなぜか俺が調律屋であることを知っていた。仕事をするときは正体を隠かくしているのにどこから情報が漏もれたんだ？」


「正体がばれたら何か困る事でもあるの？」


「まあ、基本法律ガン無視の仕事ばっかりだから、正体ばれるのはきついわな」


　と、適当に返事をしてみる。颯太自身も調律屋チユーナーだとばれる事が、自分にどのような不利益がもたらされるのか、分かっていなかった。調律屋になった時にサインした契けい約やく書しよには何か書いてあっただろうか。当方、かなりいい加減に人生を歩んできたので上手く思い出せない。


　記き憶おくされているのかすら判然としない記憶探しに夢中になっていると、蒼斗が「秘書カポタストに聞いてみたらいいんじゃないかな」と助言してくる。親友の提案にしたがって、颯太は携帯を操作する。アドレス帳から秘書のアドレスを呼びだす。それと同時に秘書の姿が頭をよぎった。


　数回しか会ったことがない、理知的とも事務的ともとれる感情の起き伏ふくの乏とぼしい女性だ。仕事に忠実で、黙もく々もくと仕事をこなす姿は何かの儀ぎ礼れいをしているようでもある。あまり好きなタイプじゃない。向こうもこちらを嫌きらっている。


　メールには『調律屋って正体ばれたらどうなるの？　(^o^)』と可愛らしい文面を添そえてみた。自分には似合わないと、笑う。


　メールを送信して数秒で返事がくる。このあたりの仕事の速さが秘書が秘書と呼ばれる所以ゆえんだろう。返信されたメールには『減給か、最悪の場合解かい雇こです』と人のぬくもりを蟻ありほどにも感じさせない、飾かざり気けのない文面が綴つづられている。


「減給か解雇らしいぞ」


「どうするの？　路頭に迷って死ぬの？」


「お前は本当に俺の死を望んでいるようだな？」


「僕なりの愛だよ」


「嫌に粘ねん着ちやく質しつな愛だな」


　颯太は一考する。どうやら正体がばれた調律屋はトカゲのしっぽにされるらしい。正直調律屋などといういかがわしい職業など、こちらから自主追放したくなる誘ゆう惑わくに駆られるが、いかんせん授業料と生活費をまかなえるだけの職業は他に見当たらず、つまりは、減給も解雇もまっぴらごめんという結論に不本意ながら到とう達たつする。


「しょうがない。蒼斗、俺はちょっと用事ができた。すまんが双葉楓の所には琴音と二人で行ってくれ」


「あ、それやったら、うちも教室戻もどるわ。蒼斗と二人で双葉さんに会いに行くのは、なんやおかしな感じやし」


「別にいいけど、颯太はやっぱりいいかげんだなあ」


「まあ、きっと二人っきりで会ったほうが良いってことじゃないか？」


「しょうがないね。颯太も仕事干されないように頑がん張ばってね」


「それでは琴音。あとは若い二人に任せて我々は舞ぶ台たい袖そでに引っ込もう」


　颯太はお見合いの仲人なこうどよろしく言った。


「そうやね。あとは若い二人にまかせて」


「そんなんじゃないよ。二人とも邪じや推すいしすぎだ。し……」


「んじゃ。後は頑張れ」


　蒼斗の不ふ吉きつな言葉を遮さえぎり、颯太は手を上げた。来た道を引き返す途と中ちゆう、少し表情を硬かたくして屋上に来いと指示してきた男の事を考える。


「どうにも良い予感がしないな。そうだろ？」





　　咲・柳田




　センチュリーの黒くろ塗ぬりのリムジンが、桜坂学園に通じる国道を走っていた。


　その車内では、羽毛のようにふわふわとした髪かみを腰こしまで伸のばした少女が物もの憂うげに、窓の外を流れる風景を眺ながめている。その少女の隣には白はく髪はつをオールバックにして、口元にはひげを蓄たくわえた初老の男性が座っていた。剣けん見み崎ざき咲さきとその世話役の柳やなぎ田た國くに男おだ。


「お嬢じようさま。園城颯太が調律屋チユーナーであるのは間違いないようです。一人で勝手に自白してくれました」柳田は携帯電話を閉じながら報告する。


「そうですか」咲は鈴すずの鳴るような凜りんとした声をだした。


「颯太さまは屋上でお嬢さまの事をお待ちしております」


　颯太が待っている、と聞いた途と端たん、咲は顔を上気させた。窓に映る自分の姿をしきりに確認する。


　咲は、何の因果か園城颯太に恋こいしていた。原因は至極単純で、彼に命を救われたからだ。


　咲は裏の業界で『博徒』という名で勇名を馳はせていた。賭と博ばくの代行を行う仕事だ。自分の不思議な力に気づいて始めた仕事だった。


　咲は賭け事やゲームの類たぐいに負けたことがない。頭が良いだとか腕うでが立つだとかそういう理り屈くつではなく、異常に『勝負運』が強いのだ。じゃんけんから麻雀マージヤン、ポーカーに至るまで雨あま樋どいを伝ってくる雨のように勝利が降ってくるのだ。


　颯太と初めて会ったのは、一週間ほど前の事だった。博打の代打ちをした帰りの事だ。


　一週間ほど前、咲の元に仕事が入った。依頼内容は麻雀の代打ちだった。事情を聞こうとしたが、相手は頑かたくなに説明を拒こばんだ。ただ「麻雀で勝ってくれればいい」とつっぱねてくるだけだった。


　仕事現場の雑居ビルに到とう着ちやくしてすぐに嫌な予感がした。下品な光を放つネオンが、自分の存在を誇こ示じするようにピカピカと輝かがやいていた。


　柳田に「何やらけばけばしい看板ですね」と不満を漏らした。「野や蛮ばんな臭においがします」と不安も言う。


「だいじょうぶですよ。護衛もつけていますし、お嬢さまの安全は保障されています」


　柳田はそう言って咲の隣にいた、警備会社から派は遣けんされてきた男に視線を流した。背はそれほど高くないが、その分、胸板が厚く、制服の下にはそれなりに鍛きたえられた体が控ひかえているのだろう、と想像できた。


　男はたのもしげに「任せて下さい」と分厚い胸を叩たたいた。


　柳田は咲の耳元で「それに、調律屋チユーナーも雇やとっています」と男には聞こえない声でささやいた。


「チューナー？」


「ええ、簡単に言えば裏の業界のバランサーですね。バランサーと言っても何でも屋に近いですが。その調律屋が交代制でお嬢さまを護衛しています」


「こちらの与あずかり知らないところで、守られているというのはどうにも落ち着きませんね」


「しかし、腕は確かです」


「お待ちしておりました」


　と言ってきたのは黒ずくめの男だった。ビルのエントランスで咲を待っていた男だ。人を威い嚇かくするためとしか思えないスキンヘッドにしている。


　スキンヘッドに案内されるまま雑居ビルのエレベーターに乗り、ビルの六階にある一室に入った。


　案内された部屋の中央には、自動麻雀卓たくが備えられて、四つの面のうち三面にはすでに人が座っていた。その周りにはやはり、我々は人を威嚇するんだ、という意気込みが嫌というほど伝わってくる風ふう貌ぼうの男達が佇たたずんでいる。


「あれが今日の私の勝負相手ですか？」


「ええ。気をつけて下さい。あの三人は裏で繫つながっています。つまり実質上の三対一です」


「そうですか」


「何か策があるんですか？」


「ありませんよ」


　咲は軽快に言うと、やはり軽快に足を進めて上品に自分の席に着席した。


　結果から言ってしまえば、その勝負は圧勝だった。


　最初こそ余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべていた対戦相手は、ゲームが進めば進むほど、顔色を悪くしていき、最終的には咲が「あの、だいじょうぶですか？」と声をかけなくてはいけなくなるほど、顔を白くしていた。


「一体どうなっているんだ？」


　対戦相手の一人が震ふるえる声で、言った。


　どうなっているとはどういう意味なんでしょう、と咲は想像した。そこには自分たちが負けるはずがない、というニュアンスが込められているようにも思われた。もしかしたら八百やお長ちよう的に私が敗北する筋書きだったのかもしれない。だが、八百長だろうがなんだろうが、自分がゲームで負けることはない。やや申し訳ない気分にもなった。


「それじゃあ、私はこれで失礼します」


　対戦相手に丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、咲は背を向けて部屋を後にした。


「お嬢さま。本日も圧勝でしたな」


「実は麻雀のルールなんて知らないんですけどね」


　ビルのエントランスを出た瞬しゆん間かん、柳田の表情が強ばった。柳田の視線を追う。そこにはナイフを腰だめにかまえて突とつ撃げきしてくる男がいた。


　どのような親切な目で見ても、咲の命を狙ねらうヒットマンだった。


「任せて下さい！」


　隣となりで咲を護衛していた警備会社の男が、俺のこの筋肉は、この日この時この場所のために存在していたんだ、とでもいうような張り切りを見せて、ヒットマンに立ち向かった。筋肉の壁かべ、とでもいうべき警備会社の男にヒットマンは、あっけなく取り押さえられた。「くそっ」だとか「放はなせっ」だとか、どこか演技の入った口調で叫さけんでいる。


「お嬢さまっ、ご無事ですか？」


「ええ」


　と答える咲の目の端はしに、なにやら、きらりと光るものが目に入った。今のヒットマンとは、また別のヒットマンが、ならば俺が行こう、と、ビルとビルの間の暗がりから突撃を仕し掛かけてきたのだ。手にはきっちりナイフが握にぎられている。


　その時、目の前が真っ暗になった、と言うと、恐きよう怖ふに卒そつ倒とうしたのではないかと疑われるかもしれないが、そうではなくて目の前が実際に真っ暗になったのだ。


「悪いがその計画は失敗だ。そうだろ？」


　不思議な声が聞こえた後、ボキッという鈍にぶい音がなり、男のうめき声が聞こえた。


「おい、だいじょうぶか？」


「は、はい」


　声が落ちてきた場所を見上げてみる。黒いコートを着た男がいた。顔はフードに隠かくれて見えないが、狼おおかみのように鋭するどい眼光がネオンの光に反射して光っている。


　目の前が真っ暗になったのは、この人のコートが視界いっぱいに広がったんだ、と気づいた時には黒いコートの男はどこかへ姿を消していた。





「あそこに残されていたのは、この生徒手帳だけ……」


　咲は宝石でも扱あつかうように桜坂学園の生徒手帳を抱だきしめた。


　あの時、コートの男が去った後にこの生徒手帳が落ちていた。開いてみると園城颯太という男子生徒の手帳だったのだが、その園城颯太の目はフードの隙すき間まから見えたあの鋭い瞳だったのだ。自分の命を助けてくれたのはこの少年だと確信した。


　それからというもの、園城颯太の顔が頭から離れない日々が続いた。寝ても覚めても颯太の事を考えてしまう症しよう状じようにみまわれた。


　柳田に尋たずねてみると、颯太は調律屋チユーナーである可能性が高いという。それを聞いて咲はますます、颯太に同族愛にも似た感情を抱いだいていった。白状すると自分と同じ業界に身を置く彼に恋をしていた。


「園城颯太、十六歳、桜坂学園一年Ｄ組、現在は風ふう楽らく荘そうという倒とう壊かい寸前のアパートで一人暮らしをしているようですね」柳田がこの一週間で調べた颯太のプロフィールを口にする。


「颯太くん一人暮らしなんですか？」


「はい。事情までは存じませんが、実家の園城家からは完全に孤こ立りつしているようです。園城家と言えば明治時代に美術商でにわかに成功した家ですね。かなり封ほう建けん的な家いえ柄がらだと聞いた事があります」


「颯太くん良家の人なんですか？」


「ええ、家柄的にも颯太さまは、お嬢さまとお付き合いするのに申し分ない人間かと」


　柳田の言葉を聞いて咲は表情をゆるめた。自分と同じ良家で同じ裏の業界の人間。何か運命のようなものを感じる。


「颯太くん、私の気持ちを受け取ってくれるでしょうか？」


「無論です。お嬢さまの気持ちを拒きよ絶ぜつする男などいませんよ。私が保証しましょう」


「そうでしょうか。そうだといいなあ」


　恋する乙女おとめを乗せたリムジンはまもなく桜坂学園に到着する。
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　　緋香里




「ようやくついたのっ」


　桜さくら坂ざか学園に到とう着ちやくした緋ひ香か里りは、胸に手を当てて言った。その手の中には兄を籠ろう絡らくするための『催さい淫いん薬やく入りのチョコ』が握られている。


「やだ、あの子小っちゃくて可愛かわいい。うさぎさんみたい」


「本当だ。誰だれかに告白しにきたのかな？」


　下校中の女子生徒が緋香里を見ながら黄色い声を上げた。女子高生の頭上を見る。数字が見えた。


　女子高生たちの頭上を見ながら「噓うそは言ってないの」と独りごちる。


　緋香里は生まれた時から少し不思議な力が使えた。人の感情の起き伏ふくが、まるで体温計の体温表示のように数字で見えるのだ。


　緋香里はこの力を『心しん温おん計けい』と何のひねりもない名前で呼んでいた。この力を使えば、人の噓を見み抜ぬけたり、兄の蒼あお斗とに思いを寄せている害虫、もとい乙女が手に取るように分かるのだ。兄を独どく占せんするのに、これほど便利な力はない。


　蒼斗も自分と同じように不思議な力を持っていた。その力を使って、自分を守ってくれていた記き憶おくがよみがえる。





　小さい頃ころ、蒼斗と一いつ緒しよに二人でお使いに行った事があった。初めてのお使いで、やや、興奮していた。少し大人になった気でいたのだ。


「お兄ちゃん。早くいくの！」


「はは、何をそんなにはしゃいでるの？　僕らは母さんにお使いという名の使いっ走りをさせられているだけなのに」


　浮かれて心温を上げる緋香里と違ちがって、蒼斗は全く心温を上げていなかった。緋香里が足早に住宅街の路地を抜ぬけようとした時、蒼斗は「あ」と短く言って、緋香里の襟えり首くびを摑つかんで彼女の動きを止めた。


「お兄ちゃん、なにするの？」


　緋香里が不ふ機き嫌げんそうな顔で尋ねると「見てれば分かるよ」と言った。その直後、路地を抜けた先にある狭せまい道路を、宅配便のトラックが猛もうスピードで走り抜けて行った。


「お兄ちゃん。あれって……」


　あのまま浮かれ気分で走っていれば、トラックに撥はねられ、浮かれついでに天に昇のぼる事になっていた、と幼心にも理解できた。


「お兄ちゃん。助けてくれたの？」


　蒼斗は緋香里の質問には答えずに「落ち着きなよ。落ち着いていれば大たい概がいの問題は解決する」と言うのが口くち癖ぐせだった。


　別の日にはこんな事もあった。蒼斗が中学一年で緋香里が小学六年生の頃、緋香里が修学旅行で東北バスツアーに行くことになった。出発の日、母と蒼斗が見送りに来てくれたのだが、旅行バスを見た蒼斗は意味ありげに眉まゆをあげた。


　とことこと教師達の元へ近づいたかと思うと「この旅行は中止にした方がいいですよ」と透すき通る声を出した。「まず間ま違ちがいなく、何かが起きます」


　蒼斗の言葉を聞いた人間は、当然、色めきたった。「せっかくの日になんて不ふ吉きつな事をいうんだ」と毒づく父兄もいれば、「何を馬ば鹿かげた事を言ってるんだ」と蒼斗の事を鼻で笑う教師もいた。


　平然としていたのは蒼斗だけだった。


　はなから何も期待していなかったのか「そうですか。それは残念」とけろりと言ってのけると「うさ、家に帰るよ」と強引に緋香里の腕うでを引いた。


　緋香里は兄の不思議な力を知っていたので素す直なおに旅行を欠席した。


　そして、蒼斗の予言にも似た忠告は現実のものになった。旅行バスは東北に向かう途と中ちゆうの高速道路で玉たま突つき事故を起こしたのだ。死者こそ出なかったが、決して軽くはない怪け我がを負った生徒も少なからずいた。


　そのニュースを見ながら「だから言ったんだよ」と蒼斗は無感情に言い、緋香里を見下ろして「僕は人の心配はするけど、人に期待はしないようにしてるんだ」と言った。





「お兄ちゃんの事を理解できるのは私だけなのっ」


　そして私のことを理解できるのもお兄ちゃんだけだ、と心の中で言い足した。


「別に深い理り屈くつなんていらない。今日私はお兄ちゃんと桃もも色いろ結合を果たすという事実があればそれでいいの！」


　可か憐れんな少女の口から『桃色結合』などという卑ひ猥わいな単語が飛び出た事実に驚きよう愕がくしたのか、そばを通りかかった女子生徒が一いつ瞬しゆん足をとめ、いや気のせいか、と自分を納なつ得とくさせるように空笑いをしながら歩いていく。


「このチョコさえあればお兄ちゃんと桃色遊ゆう戯ぎを楽しめるっ」


　緋香里は自分の手の中にあるチョコを確認する。


　チョコそのものはいたって普ふ通つうのチョコだ。しかし、チョコに仕込んでいる薬はかなり特とく殊しゆなものだった。


　催淫薬だ。


　まさか催淫薬が本物だとは思わなかった。『薬局』という怪あやしいサイトで催淫薬を購こう入にゆうして、まず、自分に使った。


　すると、すぐに効果が表れた。体は異常なまでに火ほ照てるのに心は妙みように人ひと恋こいしいという、アンバランスな症しよう状じようが出てきた。


「危うく隣となりの部屋にいるお兄ちゃんを襲おそうとこだったの」


　このままでは蒼斗を襲ってしまうかも知れないと思った緋香里は、浴よく槽そうに二月の冷たい水を張り、そこに体を沈しずめることでどうにか理性を取り戻すことができた。


「女の私でこれなんだから、男のお兄ちゃんにこれを使えば……」


　緋香里は、むふふ、と怪しく笑い、体をくねらせた。


　蒼斗がこのチョコを食べれば、理想的な桃色怪かい獣じゆうに変へん貌ぼうするに違いない。そして、自分に襲いかかって来るだろう、もちろん桃色な意味で、だ。


「むふふ、待ちきれないの。待っててお兄ちゃん」


　緋香里は蒼斗の顔を思い浮かべながら、意気揚よう々ようと蒼斗が在ざい籍せきしている教室に向かった。





　　楓




「失礼します」


　楓かえでは養護教きよう諭ゆの女性にお辞じ儀ぎしながら挨あい拶さつをする。


「本当にだいじょうぶなの？　まだちょっと顔色が悪いけど」


「…………」


　楓は言葉には出さず顎あごを引いて、返事をした。保健室の扉とびらを閉める。


　廊ろう下かをしばらく行くと、行事予定や授業の変へん更こうなどが貼はられた掲けい示じ板ばんが見えてくる。なんとなく立ち止まり掲示板を眺ながめる。ガラスの蓋ふたで閉じられた掲示板に、新聞部が作ったと思われる記事が張ってあった。『今年に入って三件目！　血液泥どろ棒ぼうの正体とは!?』とお世辞にも気が利いているとは思えない見出しがあった。苦笑いが出る。


　血液という二文字を見て、昼休みに見た園その城しろ颯そう太たの頰ほおに滲にじんだ血を思い出した。


「……たかが虫さされを見ただけでなさけない」


　颯太の虫さされのせいで、彼と校舎裏で会う約束をする羽目になった。果たして、園城颯太とかいう意味の分からない男との約束を守る意味などあるんだろうか。


「……約束は約束か」


　楓が、とりあえず約束は約束だし校舎裏に行ってみようかどうしようか、と悩なやみながら歩いていると、前方からのんびりとした声が飛んできた。


「ああっ、いたあ。双ふた葉ばさんだあ」


　見てみると、廊下の途中にある階段から副担任の神し々し廻ば真まこと先生が下りてきた。通つう称しようマコッちゃんだ。むやみに人なつっこい顔を貼はり付つけてこちらに歩いてくる。一歩踏ふみ出すごとにおおきな胸が揺ゆれた。うらやましくはない。


　今日は一体どうなっているの？　と思った。普ふ段だん自分に声をかける人間はほとんどいない。わざと気配を消しているし、声をかけられてもできる限り無愛想な姿勢を示している。意図的に孤こ立りつしていた。


「双葉さん。体調がよくないの？　大だい丈じよう夫ぶ？」


　マコッちゃんは旧知の友人にでも、話しかけるような、無ぶ遠えん慮りよな声で聞いてくる。


「……問題ない」


「よかったあ」


「……よかった？」


「うん。双葉さん、よく保健室に行ってるでしょ？　影かげが薄うすいから中々気づけなかったんだけど、心配だったからあ」


　マコッちゃんはニコニコしながら「よかった、よかった」と再び言う。


『影が薄い』というマコッちゃんの台詞せりふに、楓は思わず苦笑いをした。悪意がないということが分かっているので不快ではないが、それにしても歯に衣着せなさすぎる。


　マコッちゃんは、申し訳なさそうな表情をすると「もし、体調がよかったらなんだけど」という言葉を出だしにして、言葉を続けた。


「少し手伝って欲しい事があるの」


「……私に？」


「うん、実はね。一緒に理科準備室に行って欲しいの」


　楓が、なぜ？　と疑問を投げる前にマコッちゃんは答えを寄よ越こした。要約すると、理科準備室に「ある物」を取りに行きたいが、その「ある物」を私物化している本ほん庄じよう理り科か雄おという生徒のせいで「ある物」を回収できないでいるらしい。


「双葉さんって、一流の怪かい盗とうみたいに気配を消すの上手いでしょ？　だから私が本庄くんの気を引きつけている間に、ソレを回収して欲しいの」


「……ふふ」


「どうしたの？」


「……いえ」


　今度は『一流の怪盗』と来たか、と笑う。どうしてこの副担任は、ほんわりしているのに、ダーツの的の中心を射い貫ぬくような単語ばかり言うのだろうか。そう考えていると、自然と口が「いいですよ」と動いていた。自分でも驚おどろく。自分の生徒に向かって「影が薄い」だとか「一流の怪盗」だとか発言する、副担任の器の大きさに感かん銘めいを受けたのかもしれない。


「本当に？　ありがとお！」


　さっそく理科準備室に向かおうとする楓とマコッちゃんに、男性の声が飛んできた。


「何をやってるのかな？　神々廻先生」


　自分たちの行く手をはばむように、担任の五十嵐いがらしが現れる。


「い、五十嵐先生。……あはは」


「まったく、様子がおかしいと思って見に来てみれば一体これはどういうつもりだ」


「いやあ、そのお。五十嵐先生のためと思って……」


「言い訳をするなっ」


「そんなに怒おこらないで下さいよお」


　五十嵐は腕を組むと「まったく」とぼやく。その後、楓の方に向き直った。「双葉さん。体調の方は大丈夫なのか？」


「……ええ」


「あんまり無理をしちゃ駄だ目めだぞ。神々廻先生、生活指導室に戻るぞ」


　マコッちゃんは「はーい」と返事をして、五十嵐と共に去って行く。少し歩いてから振り返り「双葉さん。バイバイ」と寄越した。


「……はあ」


　バイバイは別に結構だが、私はこの後どうすればいいのだ、と当とう惑わくした。


「……ついてない」





　　咲




　桜坂学園校門前にリムジンが停車した。運転手が下りてきて、後部座席の扉を開いた。開かれた扉から柳やなぎ田たが姿を見せる。


　柳田は赤いラッピングが施ほどこされた箱を載のせた、豪ごう華か絢けん爛らんな台車を押している。


「お嬢じようさま、桜坂学園に到とう着ちやくしましたよ」柳田は自分が押している箱に語りかける。


　すると箱の中から「そうですか。もうすぐ颯太くんに会えるんですね」という咲さきの鈴すずのなるような声が聞こえてくる。


　咲は本日、颯太に告白しようとしているのだが、普通の告白では味気ないと考えた。様々な思考の展開があり、二転三転して四十五度ほどねじれた結果『颯太に自分をプレゼントする』というアクロバティックな結論に達した。


　柳田も内心「それはいささか突とつ飛ぴすぎないか？」と思っていたが、主人の意志を一番に尊重する彼は、咲に協力することにした。


　咲を乗せた台車を押し、校庭を横切る。二月の太陽は急ぎ足なので、もうすぐ顔を隠かくすだろう。それまでには屋上にたどりつきたい。


　正面玄げん関かんに到着して、柳田は首を左右に振った。どうやって屋上に行けばいいのか分からない。


　注意深く見ると、正面玄関を抜ぬけた先に受付のような場所があった。窓口にはカーテンがかかって中の様子を覗うかがうことはできないが、人の気配がある。


「事務所ですね」


　柳田が事務所に近づくと、呼んだ？　とでもいうように都合良く扉が開く。事務員と思われる中年男性が顔を出した。


「ちょうどいいですね」


　柳田は上品な足取りで事務員らしき男に近づいた。





　　琴音




　颯太と別れた琴こと音ねは自分の教室に戻ってきていた。教室にはすでに誰だれもおらず、閑かん散さんとしている。


「放課後の教室はえらい寂さびしいもんやなあ」


　琴音はセンチメンタルな口調で言った。普段から、必要以上に騒さわがしい男と一いつ緒しよにいるので、一人になると味気なく感じてしまう。


「そやけど、この高校に入るまではずっとこんな感じやったなあ」


　両親がサーカスの曲芸部員だった事情もあり、幼少の頃ころから、転校に次ぐ転校を経験した。年に五回から六回は転校した。


　友人を作る間もなく転校をするので、同い年の友人は皆かい無むだった。颯太と出会ったのは、この土地でサーカスを興行するために転校してきた時だった。二ヶ月という短い期間ではあったが、ある事がきっかけで颯太とは急激に仲良くなった。


「この一年間は騒がしかったけど面白かったな。うちは今のままでもええねんけどなあ」


　琴音は窓の外を見ながら呟つぶやいた。


　颯太は自分たちの青春を灰色の青春と言うが、青春なんて人それぞれでいいんじゃないか、と思っていた。颯太と蒼斗と教室でだべっているだけで、それなりに満足していた。


「下手に動いて、今の関係が崩くずれるんは嫌いややしなあ」


　声にだしてみて、待てよ、と思った。こちらが自分の本音なのではないだろうか。下手な事をして、颯太が自分の元から離はなれて行ってしまうのが怖こわいのではないか。


　思ってたよりも自分は打算的な女なんだなあ、と呆あきれた。


「でも颯太とは、このままずっと一緒におりたいなあ」


　琴音がぼんやりと窓の外を見ていると、突とつ然ぜん、教室の扉が、バタンッ、と大きな音をたてて開く。


　琴音は驚いて肩かたを上下させた。教室で飼育している金魚も、俺も驚いた、とばかりにちゃぷんとはねる。


「なんや？」


　反射的に扉の方を見やる。扉の向こうには桃もも色いろの髪かみをなびかせた小こ柄がらな女の子がいた。アーモンド形の瞳ひとみが輝かがやいている。なぜか昼休みに教室にやってきていた伊い波なみ緋香里だ。


「緋香里ちゃんやないの。どうしたん？」


「あ、琴音。ちょうどよかったの」


　緋香里はまさにちょうどよかった、といった表情で琴音に近づいてくる。


「ちょうどよかったってどういうことや？」


「お兄ちゃん、どこにいるか知らない？」


　緋香里の質問に琴音は焦あせった。しまった、と言葉を出しそうになったほどだ。


　緋香里の蒼斗への懐なつきっぷりは半はん端ぱなものではなかった。緋香里と初めてあった時、敵てき愾がい心しんを一切隠さない目で「お兄ちゃんを盗とったら殺すの」と言われたことがあったが、あれは今となっても悪い思い出だ。


　琴音が蒼斗へ恋こい心ごころを抱いだくことはない、と理解してもらってからは噓うそのように態度を軟なん化かさせたが、それまでは少しでも蒼斗に近づこうものなら、子育て中の親おや熊ぐまにも匹ひつ敵てきする警けい戒かい心をみせつけてきた。あれは恐きよう怖ふを通り越して、生物学的なおもしろみがあった。


　今、蒼斗は校舎裏にいるはずだ。もしかしたら、既に双葉楓と一緒にいるかも知れない。


　この事実を知られては、楓と蒼斗の命の保証はできない。


「さ、さあ、うちも知らへんなあ」


「それ、噓なのっ」


「う、うそやないよ？」


「やっぱり噓なのっ。私に噓は通用しないの。私には心温が見えるんだから」


「そう言えばそうやったなあ」


　以前、蒼斗が「緋香里も僕と同じように不思議な力を持ってるんだ。人の感情の起き伏ふくが数字で見えるらしい。人の噓とかもばんばん見み抜ぬくんだ。僕の妹らしい陰いん険けんな力さ」と話していたのを思い起こした。


「私には噓は通じないのっ。お兄ちゃんはどこ。なんで隠すの？」


　緋香里が勢いよく詰め寄ってくる。小さい体なのに、なんとも抗あらがいがたい凄味がある。


「あ、蒼斗やったら、校舎裏におるよ」


　緋香里に気け圧おされた琴音はつい口を開いてしまう。心の中で蒼斗と楓に謝罪した。


「校舎裏？　なんでなの？」


「その、あの、なんや、ほら」


「なんでなのっ！」


　緋香里は風船が割れるような声を上げた。もうこれは、疑問という名を借りた命令だと、観念する。


「じ、実はやな。蒼斗は双葉さんいう女の子と校舎裏で待ち合わせしとるんよ」


　女の子、という言葉を聞いた瞬しゆん間かん、緋香里の顔色が激変した。瞳は、より鋭するどさを増し、小さな口は不快気に歪ゆがむ。


「あ、あの。緋香里ちゃん？」


　琴音がおずおずと話しかけると、緋香里は「殺やってやるの」とぼそりと呟いて、猛もうスピードで教室から出て行った。


「ひ、緋香里ちゃんっ、ちょっとタンマやっ！　やるってなんや！」


　琴音の問いかけも虚むなしく、緋香里はすぐに見えなくなった。


　教室に静けさが戻もどる。こういう時はどうすればいいんだろう、と考え、とりあえず額に手を当ててみるのが型にはまっているだろうと思い、額に手をやった。


　そのまま、その場にしゃがみこんで「やってもたー」と力なく言った。





　　楓




　私は一体何をしているのだろう、と楓は自分に呆れた。今、理科室の前にいる。マコッちゃんに依い頼らいされた本庄理科雄から理科準備室にある『ある物』の回収を一人で行おうとしているのだ。


　深い理由はない。ただの気まぐれだった。五十嵐達が困っていたので、手伝ってやろうと思ったのかもしれない。


「……回収＝盗ぬすみ」


　口に出して、一人で静かに噴ふき出した。自じ嘲ちようするように、笑う。


「盗むのは得意」


　理科準備室に行くには理科室を通過する必要がある。当たり前だが、理科室に入る為ためには理科室の鍵かぎを開ける必要がある。しかし楓はその鍵を持っていない。鍵はマコッちゃんが持ったままだ。


　だが問題ない。


　理科室の鍵を見ると、思わずため息を吐ついた。「スケルトンキー」と漏もらす。


　理科室の扉とびらはスケルトンキーと呼ばれるものだった。昔ながらのレトロな鍵を想像して下さいと質問すれば、十人中八人がこの鍵を想像するだろう。残り二人は鍵という概がい念ねんが消失しているのだ。


　もちろん防犯性は皆無に等しい。


　これにテンションはいらないな、と考え、ポケットから、先がわずかに膨ふくらんだ金属の棒をだした。ピックだ。


　それを鍵かぎ穴あなに入れて前後させると、カチャリ、と音をたてて解かい錠じようされる。


「……約束通り」楓は悪くない、と思いながら言った。


「約束破りじゃないか！」


「……ついてない」





　　颯太




　双葉楓を発見したのは全くの偶ぐう然ぜんだった。颯太は、不本意ではあったが何者かの指示通りに屋上へ向かっていた。屋上に行くにはスロープが併へい設せつされた階段を使うしかない。


　リズムよく足を動かし、三階に差し掛かかった時、なんの気なしに、廊ろう下かの奥に目線を向けた。その先には理科室や家庭科室などの特別教室が集まった区画に繫つながっている。ふいに、颯太の見る風景の一部がぐにゃりと歪んだ。


　なんとなく覚えのある感覚だった。ちょうど昼休みに味わった気がする。


「まさかっ」


　と颯太は眉まゆをひそめた。「ちょっと待てよお」とぶつぶつ言いながら、精神を集中させてみる。すると、案の定、蜃しん気き楼ろうがゆっくり現れるように双葉楓の姿が浮うき上がってきた。


　それを見た颯太は怒いかり心しん頭とうに発した。


「おいおいおい、俺との約束はどうした？」


　楓は迷うそぶりも見せずにまっすぐに理科室の前まで歩いていく。理科室の前に立ち、なにやらガチャガチャとやっている。


　何か怪あやしい挙動だぞ、と少女をストーキングするという変態的挙動を行っている颯太は思った。


　隠かくれていた壁かべから飛び出して威い勢せい良よく口を開いた。


「約束破りじゃないか！」


「……ついてない」


　楓がこちらを振り向く。颯太の顔を見ると、所在なさげに視線を這はわせた。


「おい、なぜ蜃気楼少女がここにいるんだ。君は今校舎裏にいるべきだろう？　それとも何か、ここが校舎裏だというのか？　蒼斗はな、口は悪いが、その内面はデートの待ち合わせ場所で何時間も待ち続ける健気な乙女おとめ以上に健気な奴やつなんだぞ」


「……うるさい」


「うるさくもなるさ。俺との約束は噓だったのか？　噓つきは泥どろ棒ぼうの始まりだぞ。そうだろ？」


「すでにそう」


「そうなのか？」


「事情がある」


「事情？」


　楓はコクリと頷うなずくと「……マコッちゃんにおどされた」と言い、消え入りそうな声で「たぶん」と繫げる。


「マコッちゃんめっ。ふんわりした顔からは想像できないサディスティックぶりだな」


「……理科準備室にある物を回収しなきゃいけない」


　颯太は腕うでを組み、一考した。頭の中で、どうすれば楓を校舎裏へ向かわせられるのか、計画を立てる。


「仕方が無いな。特別に、大変忙いそがしいこの俺が、その理科準備室にある物を回収するのを手伝ってやるよ」


「え……手伝うの？」


「ああ、一人でやるより二人でやった方が効率がいいだろう。その代わり用事がすんだら校舎裏に行くんだぞ」


　楓は少し悩なやむように沈ちん黙もくした。頭の中で何かを計算しているようにも見える。こちらを見上げると、顎あごを縦に振った。


「よし、じゃあ早さつ速そく行動にうつそう」


　そう言うが早いか、颯太は理科室の扉に手をかけてスライドさせる。理科室のすえた臭においが颯太の鼻び腔こうをついた。振り返る。楓が、何、と言った。


「さっきは冗じよう談だんで言ったが、本当に蝶ちようが羽ばたけばどこかでトルネードが起きるのかもな」


　昼休みに、自分が言った『バタフライ効果』の戯ざれ言ごとを思い出し、それを口にする。あながちバカにはできないな、と思った。とくに意図せず行った行こう為いが、様々なイベントを起こしやがて大きな事件へ発展していく。例えば先ほど見み逃のがしてやった蚊かが、何か自分に恩おん恵けいを与あたえてくれるとか。


「ありえなくはない。そうだろ？」


　楓は、バカなことを言うな、という顔をした。





　　理科雄




　本庄理科雄がジェニファーと愛を語らっていると、理科室の向こう側から怪しい声が聞こえてきた。


　しばらく聞き耳をたてていると、女性の声に男の声が加わった。距きよ離りがあるので上手く聞き取れない。すぐに、理科室の扉が開く音がする。


「ふん、やはり怪しいな。そう言えば今朝もジェニファーを拉ら致ちしにきた不ふ逞ていの輩やからがいたな。おそらく、今理科室に入ってきた人間も、そいつの仲間に違ちがいない」


　理科雄は白衣のポケットからメスを取り出した。学校法人の名前を使えば、一いつ般ぱんでは手に入れづらい物でも簡単に手に入る。


　理科雄が殺気だつと、足下にいるジェニファーが怯おびえだした気がした。理科雄は大おお仰ぎように手を上げると「ああジェニファー怖こわがらないでおくれ。大だい丈じよう夫ぶ、君に危害を与える人間は俺が排はい除じよしてあげるから」とそっとジェニファーに触ふれる。


　立ち上がり、理科準備室の扉のドアノブを握にぎる。


「死ねっ!!」


　扉を勢いよく開け放ち、理科室にいる人間の事情もわきまえずに、大量のメスを投げた。





　　緋香里




　緋香里は怒りを露あらわにして、黒い旋せん風ぷうのように廊下を駆かけていた。


「お兄ちゃんが私以外の女と二人きり？　そんなの絶対だめなのっ！」息が上がるのも構わずに吐き捨てる。


　いくら二月の空気で頭を冷やしても、緋香里の妄もう想そうはむやみに肥大し限界のない風船のように巨大化していく。


　バレンタインデーに男と女が校舎裏ですることなんて一つしかない。


「合体に決まってるのっ！」


　そのプロセスで告白やらキスやらロマンティックかつ感動的なシーンが色々とあるかも知れないが、男女間の最終到とう達たつ目標は合体だ。


「ふざけないでっ、お兄ちゃんと合体していいのは私だけなの」


　考えれば考えるほど不ふ吉きつな考えが頭をよぎる。お兄ちゃんと自分以外の女が合体？　考えるだけで地じ獄ごくだ。


　緋香里は己おのが妄想の中で、しばしば、蒼斗と桃もも色いろ遊ゆう戯ぎに興じた。いつかくる現実を前にして、狼狽うろたえることがないようにシミュレーショントレーニングをしていたのだ。それも、どのような状じよう況きようでも対応できるよう、校舎にある、ありとあらゆる場所を舞ぶ台たいとした。


「教室、屋上、保健室、校舎裏、体育館倉庫、お兄ちゃんとなら、どこでも桃色遊戯を行う場所として成立するの」


　どれだけ貴様は欲求不満なんだと、石つぶてを投げてくる者もいるかもしれない。ああ、欲求不満だ。何が悪い。


　緋香里が足に力を込こめて、生活指導室の前を通り過ぎ、スロープのついた階段を横切り、廊下の曲がり角を曲がったとき、彼女に強い衝しよう撃げきが襲おそった。


「きゃっ！」


「やーんっ！」


　人とぶつかった、という事実を認にん識しきするのに数秒かかった。走っていた勢いそのまま、衝しよう突とつした人物ともみくちゃになりながら、廊下を転がる。


　完全に停止してから、目を開けた。顔には何やら柔やわらかい感かん触しよくがある。顔を上げる。そこには妙みようにふんわりした顔の女性教師の姿があった。どこか知った顔だな、と思ったら蒼斗のクラスの副担任だ。たしかマコッちゃんとかいうニックネームだった気がする。顔に伝わってくる柔らかい感触は彼女の豊満な胸の感触だった。うらやましくはない。


「だいじょうぶ？」


「ご、ごめんなの。少し急いでて……」


「廊下を走ったらあぶないよ」


「……申し訳ないの」


「だいじょうぶか？」


　蒼斗のクラスの担任の五十嵐が駆けよってくるのが見えた。


「君、だいじょうぶか」と手を差し伸のべてくる。緋香里は「うん」と答えて五十嵐の手を摑つかみ立ち上がる。制服のプリーツスカートについたほこりをはたいた。


「五十嵐先生、私にも手を貸してくださいよお」


「一人で勝手に立てばいいだろ」


「そういうね、女性に対する態度が離り婚こんに繫がるんですよ。女性は常に男性に見守られていたいんですよ？　私は五十嵐先生の困ったところが見たいんですけどね」


　マコッちゃんは怒おこるでもなく、よいしょ、と立ち上がり「あれ？　なんだろう」と言って自分の足下に落ちている箱を拾った。


　それを視界に入れた緋香里は、目を大きくする。マコッちゃんの持っている箱は、今の今まで自分が持っていた催さい淫いん薬やく入りのチョコを入れた箱だったのだ。ぶつかった拍ひよう子しにラッピングが破れたのか、あちこちへこんでおり、箱としての用をなしていない。


　マコッちゃんが、はずれかけた蓋ふたをはずすと、中からビー玉を二回り大きくしたサイズのチョコが数個、顔をだす。催淫薬がたっぷり仕込んであるチョコだ。しかも催淫薬の吸収効率を上げるためにウイスキーボンボンにしてある。


「わああ。チョコだあ。これあなたの？」


「そうなの」


「一つ食べていい？」


「だっ駄だ目めなの！」


　緋香里は表情を変えて叫さけんだ。この場で桃色乱らん舞ぶを披ひ露ろうしたいのなら話は別だが、そんなこと、この場にいる誰一人望まないだろう。望まれても困る。


　マコッちゃんは表情を緩ゆるめて「冗談だよお」と言うのと同時に、チョコを一つ緋香里の口の中に入れた。


　思いがけない出来事を前にすると、人間は本能的行動をとってしまうらしい。緋香里は口の中に入ったチョコを飲み込んでしまう。喉のどが鳴る音に伴ともなって、しまった、という感情がわき出る。


　慌あわてて胃の辺りを押さえる。胃は、ようこそいらっしゃい、といった具合にチョコを出で迎むかえ、たちまち胃酸と体温で溶とかしてしまう。


　胃に焼けるような感覚が広がった。ウイスキーボンボンが胃の粘ねん膜まくを焼いているのが分かる。


「まずい。まずすぎるのっ」


「チョコがあ？」


「そんなわけないの！」


　そう叫んだ瞬しゆん間かん、緋香里の視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。先日、催淫薬の効果を試した時の初期症しよう状じようと同じだ。


「くっ……しまったの……」


　さっそく催淫薬の成分が血中に流れ出したのか、意識が酩めい酊ていしてくる。体も火照ってきた。このあたりにきて思考力が綺き麗れいな下降線を描えがくように落ちていく。


「君、本当に大丈夫か？」五十嵐が心配と怪け訝げんをないまぜにした声こわ色いろで尋たずねてくる。


「…………大丈夫、なの」


　緋香里は不ふ明めい瞭りような声で答えると、五十嵐とマコッちゃんに背を向けて歩き出した。二人は不可解そうに眉まゆをひそめたが、止めてくることはなかった。


　ぼやけた思考で緋香里は、お兄ちゃんはどこ？　校舎裏だったっけ？　と考えた。





　　咲・柳田




　柳田は見る者すべてを戦せん慄りつさせるような形ぎよう相そうで、咲を乗せた台車を押し、スロープを上っていた。


「まさか屋上に行く手段がこのスロープだけしかないとはっ」


　柳田は苦く悶もんの表情を浮うかべながら呟つぶやく。自分の浅はかさに嫌いや気けがさした。


　まさか桜坂学園の設備がこれほど充じゆう実じつしていないとは思ってもみなかった。


　自分の物差しを咲の通う君くん子し蘭らん女学院に合わせていたのが災わざわいした。咲の通う君子蘭女学院なら、エレベーターもエスカレーターもある。というかそれしかない。君子蘭女学院では階段の上り下りから扉とびらの開閉まで、そのほとんどが機械化している。


　この学校に到とう着ちやくしてすぐに出会った事務員に、咲を乗せた台車を屋上まで運ぶ方法を尋ねた。すると事務員は白い歯を見せて「今年の初めに新設されたスロープがありますよ」と柳田をスロープが併へい設せつされた階段まで案内した。


　案内されたスロープを目まの当たりにして、柳田は、これはスロープのふりをした坂ではないか、と憤ふん然ぜんとした。


　案内されたスロープは立派な坂としか表現のしようがないほど、急きゆう勾こう配ばいだった。


　役所に言われたから仕方なくつくりました、という気持ちが嫌いやというほどくみ取れて、階段に併設されているというよりは、元々あった階段の半分をコンクリートで固めてスロープに無理矢理した、といった感じだった。


　一応、他に手段はないのかと尋ねてみたが、返事は暗いものだった。


　このスロープしか咲を屋上につれて行く手段がない以上、柳田に選せん択たく肢しはない。柳田は自分の老骨に鞭むち打うって、咲の乗った台車を押し、スロープを上り始めたのだ。


　それが約十分前、つまり五時頃ごろの話だ。


　柳田は、必死に足を前に動かしている。一歩踏ふみ出すごとに、鉛なまりの塊かたまりが片かた膝ひざにのしかかるような圧力がかかる。


　果たして自分が進めているこの一歩は、スロープを上りきるための一歩なのか、あるいは三さん途ずの川を渡りきるための一歩なのか、その線引きはかなりあやふやだ。


「はあ、はあ……」


「柳田、だいじょうぶですか？」


「……だいじょうぶですよ。お嬢じようさま。かならず屋上までお届けします」


「ごめんなさい柳田。私が変な考えを起こしたばっかりに……」


　柳田は口をつぐんだ。たしかにそうですね、と本音を言いそうになったのだ。咲を非難するつもりなど毛頭ないので、今の考えは一生胸にしまうつもりだ。


　柳田は「お嬢さまの恋こいはこの柳田がかならず成じよう就じゆさせてみせます」と気持ちを新たに足に力をこめた。が、気持ちを一新しても、肉体が一新されなかったのは辛つらかった。





　　琴音




「どないしょう」


　琴音は閑かん散さんとした教室で一人、慌てていた。蒼斗と楓の元に、妹の皮を被かぶった刺し客かくを送り込んでしまったのだ。


　緋香里の蒼斗への執しゆう着ちやくは身をもって体験している。もし、緋香里が、蒼斗と楓が二人きりでいるところを目もく撃げきすれば、即そく、校舎裏に驟しゆう雨うのような血が降ることになる。


　琴音は、校舎裏にできた血だまりに転がる二つの遺体を、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで見下ろす緋香里を想像し、戦慄した。


　あまりに似合いすぎる。


　もしくは、と、「お兄ちゃんを殺して私も死ぬの」と言って蒼斗と楓を出で刃ば包ぼう丁ちようで殺傷して、自分の首に刃やいばを突き立てるシーンを想像し、やはり戦慄した。


「あかん、どう考えても誰だれかが死んじゃう」


　どうすれば、緋香里に発作的殺人を止めさせることができるのか、と逡しゆん巡じゆんする。この、限りなく喜劇に近い悲劇を回かい避ひするにはどうすればいいのだろう。


　劇、という言葉を思い起こした瞬間、琴音の表情が明るくなった。


「そうや、蒼斗らと緋香里ちゃんが出会わんかったらええんや」


　一人で納なつ得とくするように言った。「そうやろ？」と颯太の口くち癖ぐせを真ま似ねてみる。


　蒼斗、楓、緋香里の三人を同じ舞台に上げてしまうから、バッドエンドを迎むかえてしまうんだ。なら話は簡単だ。三人を別々の舞台に上げてしまえばいい。


　緋香里が教室を出て行ってからの時間を確認する。たぶん、三分ほど経過しているはずだ。走れば、もうすぐ校舎裏に辿たどりつけそうな時間ではある。


「いそいで、蒼斗に連れん絡らくせな」


　目的を定めた琴音は、慌てて携けい帯たいを取り出した。ボタンを操作して電話帳を、開く。蒼斗の番号を呼び出し、通話ボタンを押した。


　コール音が鳴る。「はよでてよ」と歯がゆそうに言っている間に、数回、コール音がなり、通話が繫つながった。


『もしもし』


「あ、もしもし蒼斗っ。あんたまだ無事なん」


『無事？　それはどういう意味さ？』


「ええか、今すぐそこから逃にげ。今そこには……」


　緋香里ちゃんが向かってるんよ、と続けようとしたときだった。受話口から蒼斗の致ち命めい的てきな台詞せりふが聞こえてきた。


『ん、うさ。なんで君がここにいるのさ？』


　蒼斗の言葉を聞いた瞬間、琴音は諦あきらめるように目を閉じた。静かに首を左右にふる。その数秒後、携帯の受話口から『うわああああっ』という蒼斗の悲鳴が流れてきて、通話が完全に切れる。


「あわわわわ」


　琴音は校舎裏で展開されている惨さん劇げきを想像し、恐きよう怖ふで顎あごを鳴らした。





　　蒼斗




　蒼斗は校舎裏で待ちぼうけを食っていた。


　颯太の言う通りに校舎裏に来たはいいが、肝かん心じんの楓の姿がなかった。携帯を取り出して時間を確認すると五時二十分と表示されている。放課後になって約五十分たった事になる。


「本当に双葉さん来るのかなあ。まったく颯太の言うことは当てにならない。おしゃべりな人間は信用できないっていうのは颯太の為の言葉だ」


　校舎裏を見み渡わたす。誰かが現れる気配はない。その代わり、校舎裏の隅すみに植えられた木を見つけた。細い幹は歪いびつに歪んでおり、気味が悪い。


「何の木だろう？　桜かな」


　おそらく桜の木だと思われる枝先には、数枚の枯かれ葉はが、俺たちは春が来るまで絶対に落ちない、といずれは落ち葉となる運命に抗あらがうように枝にしがみついている。


　ふっと校舎裏に風が吹ふき、そのうちの一枚が、あ、やっぱ無理、と自分の運命を受け入れたのか、落ちた。


「まるで颯太みたいだなあ」


　落ちる枯葉を見ながら感想を言う。木の枝に必死にしがみついて、けれども、結局枝から離はなれ落ちていく枯葉のそれは、人生という枝に必死にしがみついて、それでも、見事に凋ちよう落らくしていく颯太と類似するところがあった。


「颯太も僕の力があればまだマシな人生を送れたんだろうな」


　蒼斗は、自分の持っている不思議な力を、そう評価してみる。


　蒼斗も妹の緋香里同様、超ちよう能のう力りよくならぬ超微能力を持っていた。この力のことを妹と二人で、「超能力ほど役には立たないけど、暇ひまつぶしにはなる力」という意味を込め『おもちゃ』と呼んでいる。


　蒼斗は、漠ばく然ぜんとではあるが『危険予知』ができる。その危険というのは、例えば何かの事故であったり、事件であったり、とかなり広義な意味での危険だ。


　危険の意味も広義だが、危険の強弱差も相当あった。誰かが転てん倒とうするかもしれない、という小さな危険もあれば、誰かが殺害されるかもしれない、という大きな危険もある。


　危険は黒い影かげで見える。影が濃こければ濃いほど、危険度の度合いは強くなる。昔、緋香里が修学旅行に行くのを止めさせた事があったが、あの時、緋香里たちが乗るはずだった観光バスは『暗雲たちこめる』という言葉通り、漆しつ黒こくの影で覆おおわれていた。


「案の定、あのバスは高速道路で事故を起こしたんだったっけ」


　蒼斗が懐なつかしい思い出を回想していると、突とつ然ぜん、携帯が振しん動どうした。


「誰からだろう？」


　携帯を取りだしてディスプレイを見る。琴音からだった。通話ボタンを押し、携帯を耳にあてる。


「もしもし」


『あ、もしもし蒼斗っ。あんたまだ無事なん』


　琴音が早口でそんなことを聞いてくる。何か抜ぬき差しならない雰ふん囲い気きが伝わってきた。


「無事？　それはどういう意味さ？」


　蒼斗は眉をひそめ、尋たずねる。


　琴音が『ええか、今すぐそこから逃げ。今そこには……』と言ったあたりで、背後から「お兄ちゃんっ」という聞き覚えのある声が聞こえてきた。


　携帯を耳にあてがいながら、振り向く。そこには中等部にいるはずの緋香里がいた。


　ニコニコと無む邪じや気きな笑顔を浮かべて、手招きをしている。


「ん、うさ。なんで君がここにいるのさ？」


　なぜか琴音が沈ちん黙もくしたのが少し気になったが、とりあえず、妹に近づいていった。


　緋香里は、やはり柔にゆう和わな笑顔を浮かべたまま、手招きをしている。


「お兄ちゃん。こっちに来て欲しいの」


「どうして僕がここにいるのが分かったのさ？　また僕の後をつけてきたの？　いつも言ってるだろ？　そういうストーカーの真似事はやめなって。いつか本物になっちゃうよ」


　蒼斗は笑顔を絶やさず、辛しん辣らつな言葉を吐き、更さらに緋香里に近づいた。


　緋香里との距きよ離りが縮まるにしたがって、緋香里の姿がはっきりしてくる。あることに気づき、足を止めた。蒼斗の顔から笑顔が消える。


「どうしたの？　お兄ちゃん」


　緋香里がそう言って、一歩前にでた。蒼斗はその分一歩身を引く。


「どうして私から離れるの？」


「どうしたもこうしたも……」


　蒼斗は言いよどんだ。どう説明したらいいのかな、と悩なやむ。緋香里の背後に真っ黒な影が見えた。蒸気機関車の煙えん突とつから噴ふき出す黒煙のように、重く、濃い。


　その影を見て、これはかなりの危険だぞ、と蒼斗は身構えた。


　最初影は、日が沈しずんだ校舎裏の暗がりに巧こう妙みように隠かくれていたのだが、いざ近づいてみると、その暗さは暗くら闇やみのせいではなく『危険予知』で見える、危険の予兆を示す影であることが分かった。


「お兄ちゃんは私の事嫌きらいなの？」


　影を背負った緋香里は悲しそうにアーモンド形の目を下げる。よく見ると、緋香里の様子がおかしい事に気づく。


　顔が不自然に上気しており、瞳はやけに潤うるんでいる。悲しそうに歪ゆがむ唇くちびるは、妙みように湿しめっていた。


「いや……僕は決して、うさを嫌ったりしてないよ」


　蒼斗は一応、本心を言った。すぐに緋香里の顔がライトがついたように輝かがやく。ただその背中には危険を示し唆さする影が広がっている。


「じゃあ……私と……」


　緋香里は足に力をこめるように、地面を踏ふむ。


　これはきっと逃げることになるな、と蒼斗は予感し地面を踏む足に力を込めた。底知れない恐きよう怖ふ心しんを抱いだいたので、大きく息をすって、次に吐き出す台詞の準備をした。


　しばらく緋香里とにらみ合った後、


「うわああああああ」


　という叫さけび声を合図にして、蒼斗は脱だつ兎とのごとく駆かけだした。


「お兄ちゃん待つの！」


　走り出した拍ひよう子しに、携帯電話を落としてしまうが、そんな事を気にする余よ裕ゆうはなかった。詳くわしい内容は分からないが、自分にとんでもない危険がせまっているのは間ま違ちがいない。


　何がいったいどうなっているのだろう？　と混乱する頭で考えてみるが、やはり、意味が分からない、ということしか分からなかった。





　　颯太・楓




　颯太は、理科室に入った途と端たん、楓を押おし倒たおしていた。楓の口元を押さえて、理科室に並べられた、実験台の陰かげで楓に馬乗りしている。


　かなり強ごう引いんに押し倒したので、楓のスカートがはだけて、かなりきわどいラインまで、具体的に言うと太ふと股ももの付け根近くまで、陶とう磁じ器きを思わせる無機質で繊せん細さいな質感の肌はだが露ろ出しゆつしている。見る者が見れば、即そく座ざに１１０番されかねない体勢だった。


　颯太自身、下半身にやや落ち着きのないものを感じていたが、一応「五年に一度しか発情しない象よりも発情しない男」を自じ称しようしていたので、自己をきっちりと律した。


　それにこの体勢は、楓を守るための不ふ可か抗こう力りよくとしか言いようがない。


　善意の結果だ。決して桃もも色いろ欲求の暴走の結果じゃない、と心の中で自己弁護する。


　理科室に入ってすぐに、自分たちに向かってメスが飛んできた。颯太は本能的に楓を押し倒して、銀色に輝くメスを回かい避ひしていた。普ふ段だんから『調律屋チユーナー』といういかがわしい仕事をしていたのと、幼少の頃ころから行ってきた都会のサバイバルのおかげで、反射神経はかなり鍛きたえられていたのが幸いした。


「……強ごう姦かん？」


「残念ながら君の希望を叶かなえてあげることはできない。なぜなら俺は五年に一度しか発情しない象より……」


　楓は冷たい微笑を浮うかべると「……長い」と言った。その後、真ま面じ目めな顔で「あのメスは？」と床ゆかに突つき刺ささるメスを見る。


「俺が聞きたいな。理科室に入るとメスが飛んでくる、なんて話、聞いたことがない」


　実験台から頭を出して、様子を覗うかがう。理科準備室の扉とびらから、今しがたメスを投げてきたと思おぼしき人物が出てきた。白衣を着ている。顔には眼鏡があり、その奥には三白眼の鋭するどい目が炯けい々けいと光っている。


「なんだ、あのマッドサイエンティストは？」


「……本庄理科雄」


「本庄理科雄？　誰だれだそれ。お前の友人か何かか？」


「……クラスメイト」


「クラスメイト？　俺は一年近くあのクラスに籍せきを置いているが、あんなマッドサイエンティスト一度も見たことないぞ」


　颯太はそう口にして、なんか昼にも似たようなこと言ったな、と思った。


「私も」


「まったく。あの男といい、蜃しん気き楼ろう少女といい、マコッちゃんは変な生徒のコレクターなのか？」


「……失礼千万」
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　楓はそう吐はき捨て、こちらを指さした。お前も人の事は言えない、とでも言いたげだ。


「あのな、類るいは友を呼ぶんだよ。俺はお前を映すかがみ……」


　颯太が楓に言い返そうとすると、颯太の言葉を遮さえぎるように理科雄が叫んだ。


「隠れているのは分かっているぞ！　出て来い腐くされ外道め」


「おいおいおい、腐れ外道はどっちだよ。こっちは聖人君子も顔を青ざめるほど心が純白な人間だぞ」


「……類は友を呼ぶ」


　楓の言葉に颯太は「それはそれ、これはこれ」と応じて理科雄に目をやった。理科雄の手にはきっちりメスが握にぎられており、もう片方の手には何やら茶色い瓶びんが握られている。


「どうする？」


「……囮おとり作戦」


「陽動作戦か、また単純な作戦だな」


「……頑がん張ばって」


「俺がか？」


「……他にいない」


　颯太は大きく息を吐く。肩かたを上げて、しょうがない、と言った。


「確かに俺しかいないかな。このまま俺が拒きよ否ひし続けたら、誰も座りたがらない椅い子す取りゲームをする羽目になる。その代わり絶対に校舎裏に行くんだぞ？　仏の顔も三度までだ」


「……じゃあ、後一回は噓うそつける」


「三度目の正直だ」


「……ジャパニーズ冗じよう談だん」


「君の冗談は冗談に聞こえないな。自分のキャラクターを考えろ」


　颯太は話しながら、ブレザーの内ポケットに手を入れて黒い布の塊かたまりを取り出した。


「……それは？」


「防ぼう刃じんコートだよ」


　答えながら、音を立てないようにそれを着る。体からだに添そった細身のデザインでフードもついているので顔も隠せる。


　楓は、なんでそんな物をもっているのだ、という目をしたが、実際に言葉に出すことはなかった。


「よし、じゃあ行ってきます」


「……逝いってらっしゃい」


　いささか、「いってらっしゃい」の文字変へん換かんが気になりつつも、颯太は、とりあえず実験台の陰から飛び出した。


　床に刺さっているメスを一本抜き、理科雄に向かって投げようとしたが、その前に、群れをなして飛行する渡り鳥を彷ほう彿ふつとさせる大量のメスが飛んできたので、断念した。仕事をする時はいつもそうだが、格好良く決めようと思えば思うほど、なぜか正視に耐たえない無様な格好になることが多い。


「死ねっ！」


「うわっ！」


　颯太は無数に飛来するメスを必死の体ていでよける。すると今度は茶色い瓶が飛んできて、床に着ちやく弾だんしたかと思うと、乾かわいた音をあげて、はじけた。瓶の破片が颯太を襲おそう。


「おいっ。お前、これが防刃コートじゃなきゃ死んでるぞ」


「ふん、殺すつもりでやってるんだ。ジェニファーを誘ゆう拐かいしようとする奴やつは漏もれなく皆みな殺ごろしだ！」


　ジェニファー？　誘拐？　何のことだ、と思ったが疑問を感じている余裕はない。颯太は理科雄に背中を見せると理科室の外へ走り出す。


「まてっ！」


　理科雄が叫び、自分の後を追ってくるのが分かった。


「これは作戦成功ということでいいのか？」


　むしろ、自分を危険な状じよう況きように追い込んでいるだけではないのか？　という考えが頭をよぎるが、颯太はその考えを打ち消して「とりあえず、屋上に向かうか」と口を動かす。





　　楓




　颯太と理科雄が出て行ったことを確認した楓は、実験台の陰からひょこりと頭を出した。左右の気配を覗う。誰もいないことを確認すると、理科室の奥にある理科準備室へむかう。


　ドアノブをひねり扉を開けようとするが開かない。どうやら鍵かぎをかけられたようだ。


　あの状況でよく施せ錠じようしたものだ、と感心する。そして、その防犯意識の高さが、微笑ほほえましく忌いま々いましい。よほどアレを盗ぬすまれたくないのだろう。


「……ごめんなさい」


　楓はこの場にはいない理科雄に謝った。施錠しようが何をしようが盗まれるものは盗まれるのだ、と。鍵の種類を確かめる。


「……ディスクシリンダーか……五秒もいらない」


　楓はポケットから先ほど理科室の扉を開けるのに使ったピックという道具と、さらに、もう一つ道具を取り出した。こちらは金属で作られたテンションという道具で、形はＬ字型をしている。


　二つの道具を、鍵かぎ穴あなに入れる。何度か引ひっ搔かくような動作の後、テンションを回すとカチャリと音を立てて鍵が開く。


「余裕」


　鍵開け、つまりはピッキングが得意である自分に、若干、嫌いや気けが差すが、ともあれ、扉が開いたので、ドアノブを回して扉を開ける。


　理科準備室に入り、目的の物を探す。マコッちゃんに、おおよその造作を聞いていたので、それはすぐに見つかった。ソレは理科準備室の中央にある装そう飾しよく過多な台車の上に鎮ちん座ざしている。


「……分かりやすすぎる」


　ソレは静かに眠ねむっていた。きめの細かい肌と、長く伸のびたまつげが印象的だった。全体的に小こ柄がらで、はかない雰ふん囲い気きがあり、守ってあげたいという感情が湧わきそうになる。


　可愛かわいい、とても可愛い、


　イルカのホルマリン漬づけだ。


　理科雄が私物化しているのは、理科教材の『イルカの幼体のホルマリン漬け』だった。


「……これを愛せるなんて理解不能」


　イルカのホルマリン漬けの容器の上部に「ＪＥＮＮＩＦＥＲ」と書かれた金色のプレートがつけられている。


「……ジェニファーって言うの？」


　ふざけて質問してみるが、彼女は眠ったままだ。ジェニファーが載のっている台車をそのまま押して、理科準備室を出る。理科準備室の扉に向き直り、ポケットからピックとテンションを取り出して、今度は、扉の鍵を閉めようとする。


　鍵を閉めようとしている自分に気づき、思わず苦笑いをした。


「これだから泥どろ棒ぼうは……」


　現場の後始末をする自分に、ほとほと呆あきれるばかりだ。


　いつからこんな事になってしまったのだろう、と嫌いやな思い出を振ふり返る。


　中学生の頃に「好こう血けつ病びよう」を発はつ症しようした。人間の血が欲しくなる病気だ。コレクションするのではない、飲むのだ。


　心因性の病気らしい。昔から極きよく端たんに身体が弱かったが、まさか心の方まで弱いとは思ってもみなかった。こまったな、と思い、好血病を発症してから、しばらく家に引きこもった。厄やつ介かいな事態になったというのに妙みように冷静だったのを覚えている。


　両親には好血病を発症したことは秘密にしていたので、「娘むすめが引きこもりになった」と嘆なげいていた。「引きこもりではなく、吸きゆう血けつ鬼きもどきになったのだ」と言ったら、嘆くに嘆けなかったに違ちがいない。


　自分には人の血が必要だ。人の血を見ると発作が起きて、大変くるしい。さっきだって園その城しろ颯太の頰ほおにある虫さされの痕あとを見ただけで発作がでそうになった。発作が起きれば、理性を失い人を襲いそうになる。しかし、実際、人の首筋に咬かみついてしまうと、刑けい法ほう二百四条に触しよく法ほうして、即そく、少年院行きだ。そこで妙みよう案あんが浮うかんだ。ようは、法律を破っても、破ったとばれなければ良いのだ。


　楓はその日から、引きこもりを引退して、現げん役えきの泥棒になった。


　幸いなのか何なのか知らないが、楓には泥棒としての才能があった。元来、生まれ持った存在感の薄うすさと、練習してあっという間に習得したピッキングの技術があれば、献けん血けつセンターや献血車から血液パックを盗むなど、容易を極きわめた、と言えば噓になるが、献血された血液パックは三時間に一回、中央センターに運ばれることや、数時間に一回、血液を保管する冷蔵庫の温度確認の時にできる隙すきが狙ねらい目である、ということなどのスケジュールを前もって調べておけば、不可能ではない。


　あまりに才能がありすぎて、今では『血液泥棒』という不本意なニックネームまでつく始末だ。


「……奇き怪かいすぎ」


　自分が置かれている状況に、まるで現実感がない。


　ジェニファーを連れて廊ろう下かに出る。一階までジェニファーを運ぶ為には、スロープが設置された階段を使う必要があるが、ここからは、少し距きよ離りがある。


　時刻を確かめると、五時十五分だった。急いでジェニファーを生活指導室に運んで、校舎裏で待っているという、伊い波なみ蒼斗に会いに行かなくてはいけない。


「……よいしょ」


　楓は力を込めてジェニファーを載せた台車を押した。





　　咲・柳田




　柳田は満まん身しん創そう痍いだった。綺き麗れいに整えられていたオールバックは乱れに乱れ、充じゆう血けつした目は物ものの怪けの様相を呈ていしてる。目から涙なみだを流し、鼻から鼻水を流し、口からはよだれを垂らし、もはや正体不明となった液体にまみれながら、咲を屋上へ運ぶ為に尽じん力りよくしていた。


　尽力のかいあり、三階の躍おどり場を通過し四階まで到とう達たつした。あと二階上れば屋上につく。


「はあ、はあ、はあ、あともう少し」


「柳田、だいじょうぶですか？」


「む、無論です」


　白状すれば、成じよう仏ぶつ寸前であったが、そう答える。主人の期待を裏切るわけにはいかない。咲が生まれた時から、彼女の世話をしてきた柳田にとって、咲の願いを叶かなえることが自分の全すべてだった。


「それではいきましょうか」


　柳田が文字通り死ぬ気で登頂困難なスロープを上っていると、背後から激しい足音が聞こえてきた。確実にこちらに近づいてきている。


「おのれっ！　ちょこまかと逃にげおって！　待てっ」


「俺はな、家から出ていけば帰って来る男で。待てと言われれば逃げる男なんだよ」


　二つの性質の違う声が聞こえてくる。両方とも少年の声だ。


　鬼おにごっこでもしているのか、と推察する柳田のすぐ後ろまで足音が迫せまってきている。どうやらスロープの隣となりに設置してある階段を上ってきているようだ。


　と柳田が冷静でいられたのはここまでだった。二つの足音が騒さわがしく近づいてきて、二つの影が目の端はしに映った時、柳田の体が揺ゆれた。階段を上がってきた影に肩かたをぶつけられたのだ。


「おっとっと」


　なんとか態勢を整えて持ちこたえる。


　ぶつかった相手を見ようと階段を見上げる。確かめる間もなく視界が真っ白になった。一いつ瞬しゆん動どう揺ようするが、すぐにそれが白衣を着た少年の後ろ姿であると気づく。


「その鬱うつ陶とうしい口を動かせなくしてやるっ！」


「それは無理の無理無理だな。お前は俺を捕つかまえる事ができない。なぜなら俺の足は現代によみがえった韋い駄だ天てんのごとく俊しゆん足そくだからだ」


　白衣の少年の姿が階段の陰かげに隠かくれて見えなくなる。足音がどんどんと遠ざかっていく。


「……まったく近ちか頃ごろの若者は」


　と大人特有の毒を吐はいたところで、ふと疑問が過よぎった。妙に体が軽いのだ。疲ひ労ろう感はあるが、今しがた感じていた常時石いし臼うすを背負わされている感覚がない。なんとも腑ふに落ちない清すが々すがしさがあった。


　すぐにその清々しさの正体が判明する。今の今まで摑つかんでいた、咲を乗せた台車がないのだ。振り返ると、咲を乗せた台車がスロープを下っていた。


「しまったっ」


　と叫さけび手を伸ばすが、惜おしく、彼の手は台車のとっ手をかすめただけだった。虚むなしく空中をかく。さらに限界まで消しよう耗もうしていた柳田の体は足をもつれさせ、弱々しく転てん倒とうする。


　咲を乗せた台車は、シャーッと軽快な音をたてながら、スロープの輪りん郭かくをなぞるように、下の階、下の階へと下降していく。自由意思でも持っているかのような動きだった。


「おっお嬢さまあああ！」


　柳田の世にも悲しい絶ぜつ叫きようが狭せまい廊下に反はん響きようした。





　　理科雄




「ちょこまかと目障りな！」


　理科雄は、怪あやしい無む駄だにお喋しやべりな黒いコートの男を追いながら、唾つばを飛ばした。


「目障りはこっちの台詞せりふだ。お前いつまで俺の後をついてくる気だ！　俺の事が好きなのか？」


「ふん、そんな訳ないだろうが。殺してやりたいほど憎にくいっ」


　言葉を発するのと同じタイミングで白衣のポケットから取り出したメスを投げる。コートの男は、こちらを振り向くと、腕うでを乱暴に払はらってメスを叩たたき落とした。


「ちっ、またか」


「何度やっても同じだ。というかお前のその白衣はどうなってるんだ？　一体、何本メスや薬品が入ってるんだよ。それは四次元にでも繫つながっているのか？」


「…………」


　質問には答えず、いかにして奴やつを捕まえるか、ということに意識を集中させる。


「問題は、無駄に素早いあいつの動きだ。アレのせいでメスも薬品もまったく効かない」


　塩素酸カリ・硝しよう酸さんカリ・炭素・硫い黄おう・砂糖・二酸化マンガンなどを混合して作った、手製の爆ばく弾だんを使えば、コートの男を木こっ端ぱ微み塵じんにすることも可能だが、それを使えば自分まで木っ端微塵だ。


　憎にく々にくしげに、男の軽快に動く足を見る。足を見ていると、ふとアイディアが浮かんだ。


「そうだよ。あの足さえなんとか出来れば話は早い」


　理科雄は、白衣のポケットから茶色い瓶びんを取り出す。中にはやや粘ねん度どある無色透とう明めいな液体が入っている。


「ふん、流動パラフィンだ」


　理科雄は瓶をコートの男の前方へ投げた。瓶が割れて、中身が廊下の床ゆかに広がる。それを踏ふんだコートの男は盛せい大だいに転倒した。


　男は慌あわてて、立ち上がろうとするが、足場がぬるぬるとするせいかまた転ぶ。


「それは流動パラフィンだ。今のお前の体は摩ま擦さつ係数がゼロになったと思えばいい、簡単に立ち上がれると思うなよ？」


　男が理科雄を見上げる。フードで隠れた口が苦い物でも食べたように歪ゆがむ。


「ずるいぞ。何なんだこのローションは、風か邪ぜを引いたらどうしてくれる？」


「ふん、口ばかりよく動かす奴だな。そんなに口を動かしたいか」


「俺はな、泳ぐのを止めると死んでしまうマグロのように、口を止めると死んでしまうんだ」


「ちょうどいい。だったらお前の目的を吐かせてやる。どうして、俺の理科室に勝手に入ってきた？」


「いつ、お前の理科室になったかは知らないが、まあ、もうたっぷり時間は稼かせいだし、種明かしといこうじゃないか。俺はただの囮おとりだよ」


「なに？」


「俺がお前の気を引いている間に、理科準備室にある『何か』を持ち出す計画らしい。いや、もう持ち出されただろうから、計画だったが正解か？　ちなみに俺だって被害者だぞ。座りたくもない椅い子す取りゲームに無理矢理参加させられたんだ」


　男は、若干の言い訳を添そえて語った。「そうだろ？」


　男の台詞は長く分かりづらかったが、要約すると「男が囮になっている間に、残りの人間がジェニファーを拉ら致ちした」ということだろう。


　理科雄の顔に焦あせりの色が浮かぶ。時刻は五時二十分を過ぎている。男を追いかけて十分以上が経過している。ジェニファーを誘ゆう拐かいして乱暴を働くには十分過ぎる時間だ。


「じぇっ」


「じぇっ？」


「じぇにふぁあああ！」


　理科雄は尻しりに火がついたように理科室に戻もどって行った。


　その場に取り残されたローションまみれの男がポカンと理科雄の背中を見送った。





　　蒼斗




　蒼斗は緋香里から逃のがれるため、校舎の中に逃げ込んだ。単純な体力勝負だとまず間ま違ちがいなく負ける自信があるので、できる限り廊下を曲がり、階段を上って、入り組んだ逃とう走そう経路を走っている。


「うさ、とにかく落ち着こうよっ。どうしちゃったのさ？」


　蒼斗は背後から猛もう然ぜんと迫ってくる緋香里に訴うつたえた。


「私は落ち着いてるの！」


「じゃあ、なんで追いかけてくるのさ！」


「それはお兄ちゃんが逃げるからなの、お兄ちゃんこそなんで逃げるの！」


「それはうさが追いかけてくるからじゃないかっ」


　そこまで会話して、これは完全に会話のいたちごっこじゃないか、と思い至った。まずは緋香里の行動原理を解き明かさないと状じよう況きようは好転しない。


「うさは、僕を捕まえてどうするつもりなのさ？」


「…………」


　蒼斗が耳を澄すましていると、緋香里は「それは……もちろん」と溜ため、決定的な言葉を吐き出した。


「お兄ちゃんを捕まえたら、合体するの！」


　なるほど、と蒼斗は納なつ得とくした。これでようやく緋香里の背後でうごめく影が示す『危険』がなんなのか判明した。


「貞てい操そう的水みず際ぎわだ」


　口に出してみると、いよいよ自分は洒落しやれにならない立場にあることが理解できた。ここで緋香里に捕まってしまえば、兄妹きようだい仲良く社会的に、死ぬ。


　自分が緋香里と、緋香里の言うところの桃もも色いろ合体を行っている場面を思い浮うかべて、思わず赤面する。


「何を想像してるんだ？　僕はバカか？」


　蒼斗は、俄が然ぜんやる気を出して逃とう亡ぼうした。足に込める力を強める。スロープのついた階段を上っていると、不思議な箱がスロープを下りてくるのが見えた。


「なんだろうあの赤い箱？」


　目を細め、見る。無人の台車の上に大きな赤い箱が載っている。無人なのに誰だれかに操作されているように動いている。


　赤い箱とは、ちょうど三階に上ったあたりですれ違ちがった。すれ違う際、なにやら箱から「柳田？　柳田？」という鈴すずが鳴るような声が聞こえた気がした。


「じゃまなのっ！」


　背後から緋香里の怒ど声せいとドシンッ、という何かを叩く音が聞こえた。


　後ろを見やると、緋香里が赤い箱を載せた台車を無造作に振ふり払っている光景が映った。赤い箱を載せた台車は、緋香里の手によって方向転てん換かんを強しいられて、廊ろう下かを進み、壁かべに当たると静止した。


「あのあたりは僕のクラスの近くだよね？」


　自分の逃げている校舎の位置を確認する。階段を更さらに上っていくと「お嬢さまああ！」とむせび泣くような悲鳴を発する老人とすれ違った。


　鬼のような形相をしており、顔面は正体不明の液体にまみれている。何かの問題にぶち当たり、悪戦苦く闘とうしているのが手に取るように分かった。


「みんな大変だなあ」


　蒼斗は、いつもどこかで誰かが困っているんだなあ、と自分の状況を顧かえりみながら苦笑いをした。背後から影を背負った緋香里がぐんぐんと接近してくる。





　　五十嵐・マコッちゃん




　五十嵐は鬱うつ々うつとした表情で、理科雄からイルカのホルマリン漬づけを回収する方策を練っていた。生活指導室の壁に掛かけてある時計の針は五時二十分を回っていた。


「どうするんですか。あと三十分ぐらいで兄弟校の人が来ちゃいますよ？」


　マコッちゃんが白い目を向ける。だから私の言う通りにすれば良かったのに、とでも言いたげな目だった。


「だから私の言う通りにすれば良かったのに」ずばり口に出して言った。


「私は生徒を第一に考える主義なんだ」


「信念を貫つらぬいてね、結果を出せない人はいずれ両方を失っちゃうんですよ？」


「それでもこれだけは譲ゆずれない」


「もうっ。その無駄に強固な意志のせいで減給でもされたらどうするんですか？　息むす子この薫かおるくんも悲しみますよ」


　五十嵐は押し黙だまる。息子の顔を思い出す。たしかに、アレを回収しそこねれば、全すべての責任が自分にのしかかってくる。そうなると減給はないにしろ、アレの賠ばい償しようぐらいはさせられそうだ。小学校四年生の息子は、これから物入りになる。余計な出費は控ひかえたい。


　五十嵐が暗あん澹たんたる気持ちに浸ひたり、その様子をマコッちゃんが満喫していると、生活指導室の扉とびらをノックする音が聞こえた。


「もしかして兄弟校の人ですかね？」


「まさか。まだ早すぎる」


　言いながら五十嵐はマコッちゃんの言う通りかもしれないな、と緊きん張ちようする。扉に向かって「どうぞ」と声を飛ばした。


　五十嵐の声に反応するように扉がガラガラと音を立てて開く。果たしてそこには誰もいなかった。自分の負の情念が生んだポルターガイストの類たぐいかしら、とその誰もいない空間を見ていると、隣となりにいるマコッちゃんが「わあ、双葉さんだ。どうしたのお？」と声を出した。


　五十嵐は目を細めて、誰もいない空くう虚きよな空間を見つめる。すると、砂さ漠ばくで蜃しん気き楼ろうが発生するように、扉の向こうにある暗がりから少女の姿が浮かび上がってきた。


　五十嵐が、その存在感の薄うすさから、出欠を取るのにも苦労している双葉楓だった。


「双葉さんじゃないか。どうしたんだ？　もう下校時刻は過ぎてるよ」


　五十嵐は楓に近づこうとするが、マコッちゃんが五十嵐を押しのけるように突き飛ばしたせいで、壁に頭をぶつけてしまう。


　五十嵐が「何をするんだ！」と声を張るが、マコッちゃんの「ああ！」という、大声にかき消された。万事が上手くいかない。


　マコッちゃんは楓の足下を指さして、口を金魚のようにぱくぱくさせていた。指さされた先を見てみると、信じがたいものが目に入った。


「それは……」


「……ジェニファー」


　楓はあまり感情の籠こもっていない声で、足下にある物の名前を口にする。


　名前などどうでもいいが、楓が持って来たソレは、本庄理科雄から回収できなかった兄弟校に返へん却きやくする予定の『イルカのホルマリン漬け』だった。


「なんで双葉さんがソレを持ってるのお？」


「……盗とってきた」


「取ってきてくれたんだあ」


　不敵に笑う双葉楓に五十嵐は「何をしてるんだっ」と少し強い口調で言う。すぐに声を優しくして「何か危ない事はなかったか？」と尋たずねた。あの本庄理科雄からコレを取ってきて無事でいるのが不思議だった。


　楓は五十嵐の怒声を聞いた直後、その落ち着いた雰ふん囲い気きにそぐわないぐらい怯おびえた表情を作ったが、それをごまかすように端たん然ぜんと「……だいじょうぶ」と返事をする。


「……園城颯太に手伝ってもらった」


「まあ、まあ、五十嵐先生。そんなに怒おこらなくても」


「私は神々廻先生に対して怒っているんだ」


　五十嵐は適度な怒いかりを織り交ぜた視線をマコッちゃんに向ける。マコッちゃんも、これは本気だ、と感じたのかいつものように言い返すことなく、しゅんとした。


　なんとなく空気が重くなったと感じた五十嵐は「……それでもまあ」と口を開いた。


「それでも、二人には感謝してるよ。二人のおかげでこのジェニファーを回収する事ができた」


　すると、しゅんとしていたマコッちゃんがすぐさま立ち直り「そうですよ。まずはお礼を言わなくちゃいけないんですよ」と胸を張った。楓の顔もやや明るくなった気がする。


「……気をつけて」と言ったのは楓だった。「……本庄理科雄がくるかも」


「そうか……」


　五十嵐が悩なやんでいると、マコッちゃんが「そうだあ」と言って、自分のデスクの引き出しをがさごそといじり始め「これこれ」と言って赤い大きな紙を取り出した。


「それがどうしたんですか？」


「この間ね、友達の出来ちゃった結けつ婚こん式に行ったんですよ。それでその引き出物が人の大きさもあろうかというテディベアでして。この紙はその包装紙だったんです。これを使ってジェニファーちゃんをラッピングしましょう」


「いいな、その作戦」


「……あの」


　楓に目を向けると、彼女は嫌けん悪おする対象を見る目で、マコッちゃんの持っている赤い包装紙を見つめていた。


「……もういい？」


　五十嵐は、もういい、という言葉の意味を考えた。おそらく「もう帰っていいですか」という意味だと推測する。この少女との会話は想像力がいるな、と感じた。


「あ、ああ。本当に助かったよ。ありがとう」


　五十嵐が首を縦にふると、楓は生活指導室から出て行く。


　五十嵐が怪け訝げんそうに佇たたずんでいると「五十嵐先生なにしてるんですか？　早くジェニファーちゃんをラッピングしますよ」と、この場の主導権を握にぎったマコッちゃんが、言葉を投げてきた。





　　楓




　生活指導室を出た楓はため息を一つ、落とした。血を連想する赤色を見ただけで戸と惑まどうなんてどうかしている、と思ったし、それとはまた別件で楓は戸惑っていた。


「……久しぶりに怒られた」


　別に触しよく法ほう行こう為い、いや触法行為はしているのだが、表向きは悪いことをしていない。むしろジェニファー回収という褒ほめられるべきことをしているのに怒られた。


「……嫌いやじゃなかった」


　五十嵐の怒りは、子供を心配する親のような暖かみが感じ取れた。


　楓はぽつりと「……心配」と独りごちる。そして園城颯太という半なかば変質者に近いクラスメイトの言葉を思い出した。


「……心配してくれてる？」


　楓は生まれつき体が弱く、体育の授業は全て見学している。その日も体育を見学していたのだが、突とつ然ぜん、好血病の発作を起こして人ひと気けの無い校舎裏に避ひ難なんした。人を襲おそうかもしれないからだ。


　しかしそこに伊い波なみ蒼斗が現れた。「だいじょうぶですか？」と言って近づいてきたが、好血病の吸血衝しよう動どうを限界まで我が慢まんしたせいで、そのまま気を失った。


　次に目を覚ますと、白色の天てん井じようが目に入った。保健室だ、と気づき体を起こして、「目が覚めた？」と語りかけてくる養護教きよう諭ゆの女性に質問をした。


「……私、どうなったの」


「ああ、あなた校舎裏で気を失ったのよ。あなたをここまで運んでくれた伊波蒼斗っていう生徒が言ってたわ。次、会う機会があったらお礼を言いなさいね」


　養護教諭はそう言うと「私もあんな可愛かわいい男の子に、お姫ひめ様だっこされたいなあ」と羨うらやましそうに言葉をこぼした。


「……お姫様だっこ？」


「ええ、あなた伊波くんにお姫様だっこされて、ここまで運ばれてきたの。まるで、王子様に抱だかれるお姫様みたいだったわ。あなた」


　自分が、誰だれかにお姫様だっこをされたと聞いて、楓は赤面した。私がお姫様？　バカな。


「……伊波蒼斗」


　養護教諭の言う『王子様』の名前を呟つぶやき、姿を想像し、さらに照れる。


　その伊波蒼斗とは同じクラスだった。この数日間、お礼を言わなくてはいけない、と思いながら、持ち前の孤こ独どく主義と、引け目のような照れが災わざわいして、言えずにいた。昼休みに園城颯太の口から「伊波蒼斗」という名詞が出た時、とっさに知らないと言ったが、実は彼のことは知っていた。


　園城颯太との約束を律りち儀ぎに守る、というのは少しプライドに障さわるが、よく考えればこれは伊波蒼斗にお礼を言うチャンスじゃないだろうか、と考える。


　しばらく悩み、心の中で「よし」と言ってみる。


「……約束を守るわけじゃない」


　言い訳染じみた言葉を発する楓の足は校舎裏へ向いている。





　　颯太




「今日は一体どうなってるんだ……いや、俺の人生がどうなっているんだ」


　ローションの海であぐらをかきながら、颯太は愚ぐ痴ちをたれた。


「謎なぞのマッドサイエンティストにローションまみれにされるとはこれいかに？」


　誰かに対してではなく、自分に対して問いかける。なんなんだ、お前のその無様な有様は？　まるでお前の人生そのものではないか、と。


　まさか自分がここまで、落ちぶれるとは思ってもみなかった。落ちぶれるというか、そもそも落ちるほど上がっていたかどうかすら怪あやしい。


「普ふ通つう、男子高生とは、輝かがやかしい未来を想像し、期待に胸を膨ふくらませるものだ。そうだろ？」それが自分はどうだ。輝かしい未来どころか、十六歳にして、どこに目をやっても暗黒の未来しか広がっていない、という愉ゆ快かいな状じよう況きようだ。


「なんとかしなくちゃいけいない。そうだろ？」


　颯太がぶちぶちと独りごとを言っていると、携けい帯たいが振しん動どうした。


「なんだ？　俺を屋上に呼びだした奴やつか？」


　ローションが滑すべって中々上手く携帯を取り出せない。防刃コートの隙すき間まから、なんとか制服のポケットに手を突っ込み携帯を取り出す。


「意外だ。琴音からじゃないか」


　通話ボタンを押そうとするが、手についたローションがむやみに滑るので、上手く押せない。もたつきながら、なんとか通話ボタンを押した。


「もしもし。琴音か？」


『もうっ。颯太出るの遅おそいんよ。もうちょい早く出られへんの』


「おいおい、こっちはローションまみれで摩ま擦さつ係数がゼロなんだぞ？　それに若じやつ干かん、センチメンタルになってたんだ。まずは俺を慰なぐさめてみようじゃないか。『颯太、ふぁいと！』とな」


『何よう分からんこと言ってんの？　今それどころちゃうねん。非常事態、非常事態』


「どういう事だ？」


『蒼斗の貞てい操そうが危ないんや』


「話が見えないぞ」


『緋香里ちゃんが、蒼斗のことを追いかけ回しとるんよ』


「あの妹はいつも蒼斗の事を追いかけ回してるだろ。通常営業じゃないか」


『でもどうにも様子が変やった。蒼斗、悲鳴を上げて逃にげ出したんよ？』


「蒼斗が悲鳴？　それは確かに妙みようだが……まあ、それでもだいじょうぶだろ？」


『なんで言い切れるんよ？』


「だって蒼斗の奴『危険予知』ができるじゃないか。もし俺がそんな力を手に入れたら誰にも負ける気がしない」


『蒼斗をあんたと一いつ緒しよにしちゃあかんよ？　蒼斗は危険が分かるってだけで危険を避さけることはできても、迫せまり来る危険から逃げることはでけへん。うちら三人の中で一番、体力がなくて、運動神経が悪いんは蒼斗やよ？　緋香里ちゃんいう「危険」から逃げ切れるとは到とう底てい思われへん』


「お前、何気にひどいこと言ってないか？」


『ええから、颯太も早く蒼斗を捜さがすん手伝ってえよ』


「……それは無理だな。今、俺は仕事中なんだ。しかも不本意な無給労働だ」


『颯太は「仕事」と「友達」どっちが大事なん』


「もちろん、し……」


『いてまうよ？』受話口から金属が重なる音が聞こえてくる。


「ナイフを出すなナイフを」


『やったら、颯太を捜してくれるん？』


「そのな、懇こん願がんの皮を被かぶった命令はどういうつもりだ？　まるで子供に無理矢理勉強させる母親の手口じゃないか。お前は俺の保護者をきどっているのか？」


『ううん。飼主マリアきどりですよ？』


　そうか飼主マリアきどりか、と意味なく納なつ得とくして、頷うなずく。


「まあいいさ。俺は人と人との繫つながりを大切にする男だからな。人と人との繫がりを大切にしすぎてやや人生の泥どろ沼ぬまにはまってしまっている偉い大だいな男だ。もちろん、蒼斗の奴を助けてやるさ。それにまあ、どうせ無給労働だったしな」


『話が見えへん』


「とにかく蒼斗を助ければいいんだな？　『調律屋チユーナー』の俺に任せておけ」


　颯太は胸を叩たたくと通話を切った。


　おそらく蒼斗は校舎内に逃げ込んだに違ちがいない。蒼斗は体力がないから出来る限り障害物のある逃とう走そう経路を選ぶだろう。一年間も同じ釜かまの飯を食ってるので蒼斗の行動など容易に分かる。Ｌ字型の単純な校舎で、複雑な道はある程度限定される。


「よし、行くか」と気合いを入れ「今、助けてやるぞ蒼斗」と言ってコートをたなびかせて、颯さつ爽そうと駆かけだした。





　　楓




　楓が校舎裏にたどりつくと、そこには誰もいなかった。ただただ暗く湿しめった空間が広がっていた。


　時刻は五時三十分を回っている。


「……誰もいない」


　静かなため息を吐ついた。


「……ため息？」


　自分でも驚おどろいた。まるでここに伊波蒼斗が自分を待っている事を期待していたようではないか、と自じ嘲ちよう気味に笑う。


　たしかに伊波蒼斗にお礼を言いたかったが、それ以上は何も望んでいなかったはずだ。


　自分には、他人と触れあう資格などない。いつ何時、人の首筋に咬かみつくか分からない身なのだ。


「無む駄だ足あし」


　強がりを言って踵きびすを返す。すると目の端はしに地面で何かが光ったのが映った。


　光の方に目をやる。近づき、それが何かを確かめる。果たしてそれは、携帯電話だった。自分以外の人間なら見み逃のがしているな、と考える。まるで泥どろ棒ぼうの目だ、と思ったところで自分が『血液泥棒』だったことを思い出す。憂ゆう鬱うつだ。


　携帯を拾い、「……誰の？」と独りごちる。手の中で携帯を転がすが、持ち主の特定に繫がるようなものはなかった。


　裏面にある、電池パックのカバーを開けてみる。カバーの裏を見た楓は「……ビンゴ」と言った。


　カバーの裏には、プリクラが貼はってあった。蒼斗と蒼斗とよく似た顔立ちの少女が写っている。赤の他人、というわけではなさそうだ。


「……兄妹きようだい？」


　まあ、どっちでもいい。とにかく、この携帯が蒼斗のものである事は間ま違ちがいないようだ。


　このまま、この携帯を放置しておくのも忍しのびない。


　とりあえず、教室に持って帰ろうと意識を固める。


　楓は、携帯についた泥どろを払はらうと、湿った校舎裏を後にした。





　　理科雄




　理科雄は職員室に足を進めていた。コートの男が言った通り、理科雄が理科準備室を空けた隙すきをついてジェニファーが誘ゆう拐かいされていた。閉めたはずの理科準備室の鍵かぎが開いていて、室内にはジェニファーの姿がなかった。


　理科準備室の鍵を持っているのは、理科雄と、滅めつ多たに顔を出さない科学部顧こ問もんだけだ。


　職員室の前に到とう着ちやくして、荒あら々あらしく扉とびらをスライドさせる。職員室に残っていた教師が一いつ斉せいに理科雄へ視線を向けた。


　科学部顧問の姿を捜す。深夜の公園で『オヤジ狩がり』に遭そう遇ぐうしそうなサラリーマンを想像すれば、それが科学部顧問になる。


　科学部顧問はすぐに見つかった。不景気な面つらをぶら下げて、こちらを見ている。あまり友好的な雰ふん囲い気きは感じない。こちらも友好的に接するつもりはない。


　理科雄は、大おお股またで科学部顧問に近づくと間かん髪はつ入れずに首を絞しめ上げる。


「貴様！　ジェニファーをどこへやった！」


「じぇっ、じぇにふぁーっ……なんだ？」


「ジェニファーはジェニファーだっ！　それ以上でもそれ以下でもない！」


「何、言ってんだお前？」


　若手の教員が的確につっこみ、理科雄を止めようと近づいてきた。


　理科雄は「ふん」と鼻を鳴らし白衣のポケットからビンを取り出す。ビンのラベルにはＮＨ３と書かれていた。ビンの蓋ふたをはずし、いささかの躊ちゆう躇ちよも見せずに、ビンの中身を若手教師にぶちまけた。


「なんだこれ？　うわっくっせ！　え？　目がああああ！」


　若手教師は目を押さえて床ゆかを転がった。職員室に何とも言えない刺し激げき臭しゆうが充じゆう満まんする。


「騒さわぐな。失明しない程度に薄うすめたアンモニアだ」


　理科雄は床に転がる教師を見下ろしながら言い、すばやく視線を科学部顧問に戻もどした。科学部顧問は理科雄に絞め上げられて苦しそうにもがいている。


「足下のこいつには温情をかけて薄めの薬品を使ってやったが、お前には手加減はせんぞ」と言うと理科雄は白衣からまた別のビンを取り出した。


「可能な限り濃のう縮しゆくした苛か性せいソーダだ。目に入れば失明するし、肌はだだって溶とける。何ならお前の、残り少ない髪の毛を全て溶かすこともできるんだぞ」


「か、勘かん弁べんしてくれ」


「だったら正直に言えこの禿はげ。ジェニファーをどこへやった？」


「本当に知らないんだ。ジェニファーってなんなんだ？」


　科学部顧問は本当に困ったように言った。年とし甲が斐いもなく目じりから一筋の涙なみだを流している。本当にジェニファーの居所を知らないらしい。首から手を放してやると、床にくずお


れてげほげほと咳せきをした。


「理科準備室の鍵が開けられていた。あの鍵を持っているのは俺とお前だけだ」


「あ、あの鍵なら私は持っていない」


「何？」


「昼休みぐらいに、神し々し廻ば真まこと先生が理科準備室の鍵を貸してくれって言ってきたから貸したんだ。まだ返して貰もらってない」


「神々廻真？　何者だそいつは？」


「……お前のクラスの副担任だよ」


「そいつは今、どこにいる？」


「知らない……いや、待てよ。神々廻先生は五十嵐先生の副担だから、生活指導室にいるかもしれない」


「ふん、生活指導室か。それで生活指導室はどこにあるんだ？」


「そんな事も知らないのか。一階だよ、一階」


「よし、一階だな」


　理科雄は苛性ソーダを白衣のポケットにしまうと、職員室を出て行った。


　職員室にいる教師は一様に、まったく意味が分かりません、というような顔をした。





　　蒼斗・緋香里




　蒼斗と緋香里の貞操をかけた桃もも色いろ鬼おにごっこは、続いていた。債さい鬼きのごとく迫り来る緋香里は「桃色合体なの」だとか「桃色結合なの」だとか、怪あやしげな造語を口走っている。


　緋香里の様子はかなり異常だった。異常ということは分かるが、それ以外に分かることは少ない。


　唯ゆい一いつ分かることといえば、緋香里の脳は桃色魔ま神じんに支配されている、ということぐらいだ。


「うさ！　兄妹で桃色合体すると社会的に地じ獄ごくに落ちちゃうんだよ！」


「お兄ちゃんと一いつ緒しよなら地獄でも天国なのっ」


　いや、地獄は地獄だよ、と反論したくなるがしても無む駄だだろうと思い口をつぐんだ。


　普ふ段だんからスキンシップが過か剰じような妹ではあったが今日の緋香里の発言は、エロティックを通り越こし、変質者のそれに近い。


「まったく、これじゃあ琴音の飼主マリア様発言を笑えないね。今のうさは、飼主より高圧的だ。どう言えばいいんだろう……ご主人様？　はは、馬鹿げてる」


　蒼斗がそろそろどこかの階段を上がろうかと、廊ろう下かを走っていると聞き馴な染じみのある声が聞こえてきた。廊下の先にある階段からだ。


「やっぱりビンゴだ。気は強いのに力持ち、おまけに推理力も冴さえている」


　颯太は階段を一足に飛び、黒いコートをなびかせて廊下に降り立った。なぜか全身ぬるぬるしていたが間違いなく颯太だ。


　蒼斗は「颯太っ」声を上げて、颯太の背中に隠かくれるように止まった。


「よしよし、まだ生きていたようだな蒼斗。英えい雄ゆうというのは常に絶体絶命のピンチに現れるんだ」


　颯太の前で緋香里が立ち止まった。息は荒あらく顔は上気している。瞳どう孔こうは完全に開き、まともな理性が備わっているとは思えない。


「お前の妹はいつにも増しておかしいな」


「でしょ？　あれじゃあもう人間としてアウトだ。桃色マシーンだよ」


「ああ、蒼斗も人間としてややアウトだと思っていたが、まさか妹までこうだとは。血は争えないな。遺伝子の悪戯いたずらだ。神さまもおいたがすぎる」


「颯太にだけは言われたくないよ。人間としてアウトどころか、霊れい長ちよう類るいとしてアウトなくせに」


「それが、人に助けを求める人間の態度か？」


「僕の口は天あまの邪じや鬼くなんだ。本当は心底感謝しているよ。それで、あの不ふ埒らちな妹をなんとかできるの？」


「当たり前だ。暴走してても所しよ詮せんは兎うさぎのように小こ柄がらな少女。どこぞのサーカス娘むすめのようにスローイングナイフを使えば話は別だが、丸まる腰ごしでこの俺に勝てるはずがない。」


　颯太は自信を覗のぞかせる。両手をあげてヒラヒラ振ふる、という余よ裕ゆうすら見せた。「緋香里ちゃん、どこからでもかかってこい。調律屋チユーナー、園城颯太がお相手しよう」


　そして颯太は見事に倒たおされた。


　蒼斗の目の前で愉ゆ快かいな現象が発生した。


　二人の睨にらみ合いはそれほど長く続かなかった。緋香里は「邪じや魔まなのっ」と短く言うと、廊下を蹴けって颯太に接近した。獲え物ものを狩かる豹ひようを思わせる動きだ。


　颯太は「遅おそいっ」と言って緋香里の攻こう撃げきを避よけた。その時だった。颯太の体が奇き妙みような動きをした。地面に対して平行になったのだ。おそらく、体に纏まとったローションで足を滑すべらせたのだろう。


　颯太は間ま抜ぬけな顔で「あ」と言った。緋香里に顔を摑つかまれて「え」と言った。そのまま床に後頭部を強打し「ぐっ」と唸うなった。あれだけ動いていた口が１ミリも動かなくなる。


　完全に沈ちん黙もくする。


「あぁ。だ、駄だ目めだ。自じ称しよう英雄が何の結果も残さず英えい霊れいになっちゃった」


「……さあ、お兄ちゃん」


　緋香里はぼんやりとした声で言った。不気味とも妖よう艶えんともとれる妖あやしい表情をつくり、舌なめずりをする。


「ひっ」


「私と……一つになるのっ」


　蒼斗は、自分を助けにきた颯太を置き去りにして、再度、脱だつ兎とになった。


　これはもう駄目かもしれないぞ、という諦あきらめの念が蒼斗の胸に広がった。





　　楓




　颯太に電話をし終えた琴音は、蒼斗を捜さがしに行く前にもう一度、彼に電話をすることにした。


　電話帳から蒼斗の番号を呼びだしボタンをプッシュする。ほどなくして、呼び出し音がなった。今度も、数回のコールで通話が繫つながる。


「あ、蒼斗？　よかった。無事やったん？」


『……もしもし』


　受話口から、静かな声がした。少女の声だ。緋香里のものではない。ましてや、蒼斗のものでもない。けれどどこかで聞いた事のある声だった。つい最近聞いたような気がする。


「ああっ。あなたもしかして、双葉さんか？」


『……うん』


「なんで蒼斗の携けい帯たいをもってるの？」


『……校舎裏で拾った』


　なぜまだ校舎裏にいるのだろう、と疑問に思ったがあえて口にはしない。


　琴音は、ダメ元で楓にも蒼斗捜そう索さくの協力を仰あおぐことにした。今は一人でも仲間が欲しい。


「あの、双葉さんに少しお願いしたいことがあるんやけど」おずおずと切り出す。


『……お願い？』


「実は今、蒼斗が危機的な状じよう況きようなんよ。今、うちと颯太で蒼斗を捜しとって……できれば双葉さんにも蒼斗を捜すの手伝ってほしいんよ」


『………』


　楓は沈黙する。琴音は、どうせ無理だろうなあ、と思いながら彼女の返事を待つ。案に相そう違いして、楓の返事は声の質とは違ちがい明るいものだった。


『……わかった』


「へ？　ほんまに手伝ってくれるん？」


『……うん』


「ありがとお。それで双葉さん、蒼斗の顔とか分かるん？」


『携帯にプリクラが貼ってある』


「そう、それやったら安心やね。今、双葉さんどこにおるん？」


『……一号館の一階と二階の間』


　校舎はＬ字型をしており、一号館と二号館に分かれている。別に壁かべで仕切られている訳ではないので、明確な線引きはない。


「それやったら、双葉さんは、そのまま階段を上がって一号館を調べて貰ってええか。うちは今おる二号館を調べるから」


『……了りよう解かい』


　楓は静かに言うと、静かに通話を切った。これで協力者は自分を入れて三人だ。


「よし、うちも蒼斗を捜しに行くか」


　やる気を出し廊下に出て、小走り気味に階段へ向かった。


「ほんまに今日は色々とあるなあ」


　琴音はしみじみと思いながら廊下を走る。廊下のどんつきまでくると、奇妙な声が聞こえてきた。


「柳田？　柳田？」鈴すずが鳴るような、綺き麗れいな声だった。


「え？」


　思わず立ち止まり辺りを見み渡わたす。しかし人間の姿は見受けられなかった。気のせいか、と考え足を動かそうすると、また「柳田？」と来た。


「気のせいやない？」


　琴音の肌はだが粟あわ立だった。まさか幽ゆう霊れい？　という嫌いやな考えが頭をよぎる。


「ちょ、ちょっと、いややよ～」


　琴音は弱気な声を出した。物理的に対処できる痴ち漢かんや変質者は平気だが、物理的に対処できない幽霊は苦手だった。幽霊にナイフが通じるとは思えない。


「柳田？　柳田？」


「うぅ」


　怯おびえながら、きょろきょろと周囲を見渡す。やはり人の姿はない。


「柳田？　柳田？　むしろ國くに男お？」声は若干のアレンジを加えてくる。


　琴音は、幽霊の存在を全否定するべく必死に、声の発生元を探った。血ち眼まなこになって捜索すると、すぐ近くに台車に載った赤い箱があった。鈴の音ねのような声は、その箱の中から発せられているらしい。


「ほ、ほら、やっぱり幽霊なんておるはずないやない」自分を納なつ得とくさせるように言う。その後「それにしても、この箱なんやろか」と続けた。


　赤い箱からは、依い然ぜんとして「柳田？　柳田？」という声が聞こえてくる。


　恐きよう怖ふこそなくなったが、今度は「この箱の中には何が入っとるんやろ？」という好こう奇き心しんが琴音の中に台頭してきた。


　早く蒼斗を捜さなきゃいけない。


　でも、箱の中も見たい。


　最終的に勝ったのは、彼女自身の好奇心だった。


「箱を開けるくらい、大して時間もかからんし……」


　限りなくボリュームのない胸むな元もとから、スローイングナイフを取り出して、箱をラッピングしてある、赤い包装紙に切れ目をいれる。


「何が出るかな、何が出るかな」


　鼻歌交じりに、包装紙をべりべり破いていく。高価そうな厚紙で作られた箱が出てくる。蓋ふたは、テープなどでとめられた様子はなく、すんなり持ち上がった。


　直後、中から西洋人形のような少女が飛び出してきた。


　明るくふわふわとした長ちよう髪はつに、きめの細かい肌、長いまつげが印象的だった。


　自分より一回りほど小柄な少女は、琴音に抱だき付くと、とんでもないことを口にした。


「颯太くん。好きです」


「は？」





　　咲




　咲は箱の中で来るべき時が来た、と思った。


　さきほど柳田の「お嬢さまあああ！」という大声が聞こえた。


　咲は「どうしたんですか柳田？」と、返事をしたが反応はなかった。


　台車のキャスターが回転する振しん動どうを感じるので、台車が移動しているのは間ま違ちがいないようだ。


「柳田？　柳田？」


　咲は何度も柳田に問いかけるが、一向に反応がない。


　どうしたんでしょう？　と混乱していると今度は「じゃまなのっ」という少女、というよりは女の子と表現したほうがいい、幼い声が聞こえ、それと同時にバシンッという衝しよう撃げきがきた。


「きゃっ」


　衝撃に小さな悲鳴をあげる。「柳田、何が起こってるのですか？」と尋たずねるがやはり返事はこなかった。


　しばらく台車に身を任せていると、また大きな振動を感じた。台車が何かに衝しよう突とつしたらしく、前につんのめる。そのまま台車は停止したようだった。


　しばらく柳田に呼びかけていると、突とつ然ぜん、外から自分が入った箱のラッピングを破る音が聞こえてきた。


「きっと、颯太くんが破いてるんだ」


　ずっと、自分の呼びかけに答えなかった柳田だが、きっとそれは自分を屋上まで運ぶのに集中していたからだろう。咲は都合よくそう解かい釈しやくした。


　そうなると、自分が颯太に告白するまで、そう時間は残されていないはずだ。


　咲は大きく深呼吸をした。手に汗あせが滲にじんでいる。大切な場面で粗そ相そうがないようにハンカチで汗を拭ふき取った。


「賭かけ事と違って、緊きん張ちようしますね……」


　賭け事であれば、自分がかならず勝つことが分かっているので緊張はしない。しかし、恋れん愛あいとなると、また別問題だった。先が全く見えない。


　紙が破れる音が途と絶だえた。蓋一枚隔へだてた先には、颯太がいる。


　蓋が徐じよ々じよに持ち上がり、外光が箱の中に入ってくる。


　蓋が完全に持ち上がった瞬しゆん間かん、咲は心の中で「時こそ今です！」と叫さけび、飛び出した。


「颯太くん。好きです」


　そう言って、目の前の人ひと影かげに飛びつく。


　咲の鼻び腔こうにふんわりとした石せつ鹼けんの香かおりが入ってくる。颯太くん良い香りだな、と思った。ほっそりとした華きや奢しやな体を抱だきしめている。颯太くん、意外と細いな、と思った。そして、あれ？　ちょっと待って、と思った。


　いくら何でも華奢すぎませんか。


　顔を上げる。果たしてそこには、少し勝ち気そうな少女が目を点にして咲を見下ろしていた。ブラウン色の髪かみが揺ゆれている。


　どのように見ても園城颯太ではない。というよりも、男ですらない。


「「あなた誰だれ？」」


　二人の声が綺麗にユニゾンした。





　　楓




　今日の私はどうかしてる、と楓は苦笑いを浮うかべた。


　蒼斗捜索に協力している自分が、いかにも可お笑かしい。好血病を発はつ症しようしてからこっち、もう何年も他人を避さけてきたはずなのに今日の自分は何なのだ。


　園城颯太のちょっかいに始まり、マコッちゃんの依い頼らい、校舎裏での約束、そして蒼斗捜索。これだけ人と触ふれあったのはいつ以来だろうか。


「……陳ちん腐ぷ」


　ちょっと人と接しただけで心変わりをした自分の事を鼻で、笑う。不快な気分ではなかった。むしろ、今日は何か不思議なゲームに参加しているような娯ご楽らく的な気分だった。誰かが私を使ってゲームをしているのかもしれない、とさえ考える。やはり陳腐だ。


　くくっと笑いながら階段を上り、一号館の三階に到とう着ちやくすると、老人の声が聞こえてきた。


「お嬢じようさまっ。どこですか、お嬢さま！」


　声が聞こえる方向に目をやる。そこには、顔面をこれみよがしに絶望させている初老の老人が、いた。どの角度から見ても、困っている。


「……あの」と声をかけたのは楓本人だった。


「え？」


　初老の老人はこちらを振り向き、驚いたような表情をする。楓の存在に気づかなかったようだ。


　楓も驚いた表情をつくった。私が自分から人に？　バカな。取り繕つくろうように、無機質な微び笑しようを浮かべた。


「……困ってそうだったから」


　老人はスーツのポケットからハンカチを取り出し、不思議な汁しるでまみれていた顔を拭いた。その後、手て櫛ぐしで乱れた髪を整える。すると何とも気品溢あふれる老人が姿を現した。どこかの豪ごう邸ていにいそうな執しつ事じみたいだな、と思ったので、セバスチャンと勝手に名付ける。


　セバスチャンは「実はお嬢さまを捜していて」と言い「それはもう、神が依え怙こ贔ひい屓きして作ったとしか思えないほどの絶世の美女なのですが」と続ける。


　その言葉を聞いて、楓はすぐにかぶりを振った。


「……知らない」と答える。「……ごめんなさい」と謝罪もつけた。


　楓の返事を聞いて、セバスチャンもすぐにかぶりを振った。


「いえ、すいません。私の説明不足です。お嬢さまは一目見れば、網もう膜まくから離はなれないほどきめ細やかな肌、長いまつげなど、というか全てが美しい方ですが、今は事情が違ちがいます」


「事情？」


　セバスチャンは「ええ」と首しゆ肯こうすると「今、お嬢さまは赤い紙でラッピングされた箱の中にいます」と重ねた。


　セバスチャンの言葉に、楓はようやく合点がいったという様子で「ああ」と頷うなずく。「……やっぱり知ってる」


「本当ですかっ？」


「生活指導室にある」


　なんてことはない、セバスチャンの言う『お嬢さま』とはさきほど自分が回収した『ジェニファー』の事だろう。ジェニファーが、神が依怙贔屓して作った、というほど美しいというのには賛同しかねるが、たしかにきめ細やかな肌と長いまつげをしていた。


「それで生活指導室はどこにあるんですか？」


「……かなり近い」


　楓はそう言って階段を指さした。


「……一階まで降りて右手」


「そうですか、ありがとうございます」


　セバスチャンは恭うやうやしくお辞じ儀ぎをすると、足ばやに階段を下りていった。


　本庄理科雄といい、今のセバスチャンといい、どうしてそこまで『イルカのホルマリン漬づけ』に執しゆう着ちやくできるのか意味が分からなかった。


「……血液泥どろ棒ぼうのほうがマシ」


　楓は自己弁護をしてみた。





　　蒼斗・緋香里




　蒼斗の逃とう走そう劇は続いていた。とにかくがむしゃらに走っているので、今どこを走っているのか分からない。窓の外を見て、おそらく校舎の五階ぐらいだと推測する。


「だったらまずいよね」


　蒼斗は苦しそうな笑えみを浮かべた。これ以上、上には行けない。一つ上の階は屋上へ繫つながっている。上る、捕つかまる、合体、という三段論法にも似たビジョンが浮かんだ。


　とはいえ、階段を下るわけにもいかない。そんな事をしたら、すぐさま緋香里に捕まるだろう。下る、捕まる、合体、とこれまた三段論法にも似た暗黒のビジョンが浮かんだ。


「どう転んだって僕に待ち受けているのは合体じゃないか！」


　厳然たる事実に蒼斗は戦せん慄りつした。


「その通りなのっ。お兄ちゃんは私と合体する運命にあるの！」


　背後に迫せまる緋香里が事実上の勝利宣言をした。


　なんで僕がこんな目に、と蒼斗は奥歯を嚙かみしめた。体力の消費に反比例するように、やり場のない怒いかりが湧わいてきた。


「こうなればやけっぱちだ」


　蒼斗は覚かく悟ごを決めた。元々、あの妹と体力で勝負するには分が悪すぎたのだ。自分が持っている武器は口の悪さだけだ。悪あく魔まを退けたイエス・キリストのように「淫いん乱らんな雌めす豚ぶたよ去れ！」とでも言えばさすがの妹も少しは怯ひるむに違いない。怯んでもらわないと困る。


　自分を鼓こ舞ぶする蒼斗にミラクルが起きた。残念ながら悪いミラクル、だ。


　蒼斗が「うさ！　いい加減にするんだ！」と叫び、立ち止まろうとした時、突然、蒼斗の視界が反転した。世界が気まぐれでも起こして逆さか立だちしたのだろうか、と動どう揺ようするが、逆立ち状態になったのは自分の方であると気がついた。


　混乱する頭でなぜ自分が逆立ちしたのか、と原因を探す。暗くて見えなかったが、廊ろう下か一面にローションのような液体が撒まかれていた。自分はそれを踏ふんでスリップしたのだ。


「なんでこんな所にローションがっ？」


　混乱している間にも、床ゆかが着実に近づいてくる。


　そういえば、颯太もローションまみれだった気がする、と思い出したところでガツンという音がした。蒼斗の後頭部が床と接せつ触しよくする音だ。


　仰あお向むけに倒たおれる。体に力が入らない。霞かすむ視界に緋香里の姿が映った。


「うふふ、神さまは私の味方なの。さあ、お兄ちゃん一緒に桃もも色いろ遊ゆう戯ぎと洒落しやれ込こむの」


「う、うさ……桃色遊戯はタンマ……」と口にするのが限界だった。


　舞ぶ台たいに暗幕がかかるように、徐々に意識が薄れていく。


　朦もう朧ろうとする意識の中で、なんで僕はこうなんだろう、と自分に呆あきれた。
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　　琴音




　いよいよ状じよう況きようがややこしくなってきたぞ、と琴こと音ねは身構えた。浮うわついた好こう奇き心しんに負けて箱を開けてしまった自分を呪のろう。


　箱から飛び出てきた少女に目を向ける。どこか高価な西洋人形を彷ほう彿ふつとさせる容姿をしている。


　一いつ瞬しゆん、少女の容姿にみとれてしまうが、すぐに今は状況の整理が先決だと考える。


「うち冬ふゆ原はら琴音っていうんよ。あなたは？」


「私は剣けん見み崎ざき咲さきっていいます」


「咲ちゃんでええよね？」と琴音が言うと「はいっ」と綺き麗れいな笑顔で返してくる。


　琴音はさっそく、核かく心しんにせまる質問をすることにした。「咲ちゃん、『好きです、颯そう太たくん』っていうてなかった？」


　琴音の質問に、咲は顔を上気させた。みるみるうちに顔全体が真っ赤になる。そのまま沸ふつ騰とうして頭から蒸気が噴ふき上がるんじゃないかしら、と心配になる。


「は、はい。言いました」


「颯太って園その城しろ颯太のことなんか？」


「颯太くんのことご存じなんですか？」


「颯太とは同じクラスなんよ」


「そうなんですか」


　咲と会話をしていると、なぜ目の前の咲という少女は颯太に思いを寄せているのだろう、という根本的な疑問が湧いた。


　我が幼なじみをこき下ろすのは良心が痛まないでもないが、園城颯太という人間が男として魅み力りよく的かどうか、と問われれば残念ながら、ＮＯだ。


　客観的に評価して園城颯太はおおよそ魅力的とは対極に位置している人間のはずだ。


　常に忙せわしなく口を動かし、廃はい墟きよ同然のアパートを己おのが城として、人生の泥どろ沼ぬまにはまり込んで、うえうえ、と喘あえいでいる。


　咲のような清せい廉れん潔けつ白ぱくそうな美女が、なぜ颯太などという男に籠ろう絡らくされるのか、まったく理解できない。神さまもなかなかやんちゃなテロリズムをしてくれる。


　琴音は咲に「本当に颯太のことなんかが好きなん？」と聞いてみた。


「はい」


　咲の態度に噓うそ偽いつわりはないようだ。噓偽りであるべきなのだが、真実らしい。


　これはいよいよ本気で洒落にならないくらい、ややこしい事になってきたぞ、と琴音は再認識する。


　急いで蒼あお斗とを捜さがしに行かなくてはいけない局面ではあるが、とはいえ、この場に咲を置き去りにする訳にもいかない。


　琴音は、ここは一歩一歩、堅けん実じつに事を進めて行くべきだと考えた。


「咲ちゃん、うちと少しお話しせえへん？」琴音は廊下の奥にある自分の教室を指さした。


「はい、別に構いませんけど」


「ほんなら、教室に行こか？」


　琴音は咲を先導するように、咲の斜ななめ前を歩く。目の端はしに映る咲を見て、彼女はどこの学校に通っているのだろう、と思った。着ている服は制服ではなく私服だろう。ゴスロリファッションとでも言うのだろうか、白いふりふりとした服を着ている。


「咲ちゃんどこの学校、通っとるん？」


「君くん子し蘭らん女学院ですけど」


「君子蘭女学院っ！」


　君子蘭女学院といえば全国でも指折りのお嬢じようさま学校ではないか。刑けい務む所しよよりも高い塀へいに囲まれた敷しき地ちの全容は、内部の者しか知ることができず、噂うわさによれば中世ヨーロッパに建てられたようなロココ建築の宮きゆう殿でんがでんと構え、そこで優ゆう雅がに上流階級の家庭に必要な社交術を学ぶらしい。『都会の逆アルカトラズ』とも呼ばれ、外部からの侵しん入にゆうはほぼ不可能とされている。


　仮に外部から侵入しようものなら、敷地内に放たれた二十頭を超こえるドーベルマンが侵入者を血祭りに上げるとも聞いたことがある。


　どうりで、咲からは自分たち庶しよ民みんとは違ちがう気品というか、優雅さというか、やんごとなきオーラが見えると思った、と納得した。


　ますます、なぜ咲は颯太の事を好きになったのか、という解きがたい問題が生じる。


　一年Ｄ組の扉とびらを開ける。壁かべにあるスイッチを押すと、蛍けい光こう灯とうに光がともり、暗くら闇やみを追い出すように明かりが広がった。


「ここは？」


「え、教室やけど」


　琴音がそう告げると、咲は驚きよう愕がくの眼まな差ざしを琴音に向け、少し哀あい愁しゆうある表情をつくり、ややうつむき加減で「……そうですよね」と静かに言った。


　一体あなたが思い描えがいていた教室とはどういう部屋なのですか、と社会にはびこる絶対的な格差に慄りつ然ぜんとしたが、あえて口には出さなかった。


　咲に自分の席に座るように勧すすめると、咲は興味ありげに繁しげ々しげと木製の椅い子すを見つめ、ぽつりと「硬かたい」とつぶやき、ちょこんと座った。


「ここで颯太くんは毎日お勉強をしてるんですね」


　いや、主に『お喋しやべり』と『惰だ眠みん』をむさぼっているだけだ。


　もしかして、この子は園城颯太という人間について誤った認識をしているのではないか、と琴音の胸に不安が広がった。





　　五十嵐・マコッちゃん




「業者の人遅おそいですよねえ」


「まだ約束の時間じゃないからな」


　五十嵐いがらしは生活指導室の壁にある時計を指さして言った。時計の針は五時四十分を示している。生活指導室には、五十嵐とマコッちゃんの二人と、数人の教師しか残っていない。


「薫かおるくん。元気ですか？」


「ああ、元気だよ。たぶんもう家に帰ってるんじゃないかな」


「薫くん、五十嵐先生の家の家事を全部引き受けてくれてるんでしょう？」


　マコッちゃんは断定口調で言い切る。やや五十嵐を責めるようなニュアンスが感じられた。五十嵐は所在なげに「ああ」と返事をする。


「私も薫くんみたいな子供が欲しいなあ。可愛かわいいし。この間写真を見せて貰もらいましたけど、あんまり五十嵐先生に似てませんね？」


「薫は母親似なんだよ」


「ふーん。結けつ婚こん前の言葉が『気配りできるところが好き』で離り婚こん後の言葉が『細かすぎるところが嫌きらい』だった奥さんに似てるんですね」


「なんであんたはそう、余計な事ばかり付け足すんだ。ていうか、勝手な事実をつくるな」


「いえ、私には分かります。前の奥さんに今の台詞せりふを言われたはずです」


「言われてない」


　実際は、ずばり言われていた。マコッちゃんの想像力には恐おそれ入る。五十嵐がげんなりした表情をつくっていると、生活指導室の扉をノックする音が聞こえた。


「あ、兄弟校の人ですかねえ」


「さあ、まだ時間は早いが」


　五十嵐は、さっきも似たような会話をしたな、と考えながら扉にむかって「どうぞ」と言葉を投げる。五十嵐の言葉に反応するように扉がガタガタと音をたててスライドする。


　現れたのは初老の男性だった。高級そうなスーツを着て、白はく髪はつはオールバックに整えられている。口元には愛くるしい髭ひげが蓄たくわえられていた。何やらどこかの豪ごう邸ていに仕えていそうな執しつ事じのようだな、と思い、しかるにセバスチャンと命名してみる。


「セバスチャンだあ」とマコッちゃんが小声で漏もらす。


　五十嵐は隣となりの女と同じ思考を展開してしまった自分に恥はじながら、「あなたは？」とセバスチャンに聞いた。


「ここにお嬢さまが預けられていると聞いたのですが……」


「お嬢さま？」


　五十嵐が要領を得ない顔をしていると、マコッちゃんが手をポンと鳴らして「この子の事じゃないですか」と理り科か雄おから回収したジェニファーを指さした。カモフラージュのための赤い包装紙でラッピングされている。


　ジェニファーを視界に入れた柳やなぎ田たは、目に涙なみだを溜ためてジェニファーに抱だき付き「お迎むかえが遅くなって申し訳ありません」と大おお仰ぎように言った。


　何なんだこの人は、と五十嵐が怪あやしんでいるとマコッちゃんが「よかったですねえ」とセバスチャンに声をかける。


　セバスチャンは、マコッちゃんと波長が合うのか「はい、ありがとうございます」と自然に対応した。


「どなたがお嬢さまを保護して下さったのですか？」


「実は私の生徒がわざわざ届けてくれたんですよお」


「あなたはすばらしい生徒をお持ちのようですね」


「えへへ」


　完全に話に置いていかれている五十嵐は、ちょっと待ってくれ、と口を挟はさんでいた。


「どうしたんですか？」


「ちょっと色々おかしくないか？」


「全然おかしくないですよ。この人は双ふた葉ばさんが届けてくれたこの子を引き取りに来た人ですよ。そうですよね」


　セバスチャンは背せ筋すじを伸のばして「無論です」と返事をし、「申し訳ありませんが、少し時間が押してまして……」と言葉通り申し訳なさそうに重ねた。


「ああ、そうなんですか。じゃあ、この子のことよろしくお願いしますね」


「はい、どうもお世話になりました」


　ジェニファーを引き取ったセバスチャンは足早に生活指導室から出て行った。


「これで今日のお仕事は終しゆう了りようですねっ」


　全く活かつ躍やくしなかったマコッちゃんは図ずう々ずうしくも一仕事終えたような爽さわやかな顔をする。


「本当にそうだろうか？」


　理科雄に強きよう襲しゆうされる前にジェニファーを無事引き渡わたせたというのに、五十嵐はどうも釈しやく然ぜんとしない気持ちを持て余していた。





　　蒼斗




　瞼まぶたが重い、と蒼斗は感じた。懸けん命めいに開けようとする。瞼にダンベルをぶら下げられたのかな、と疑ってしまうほどの苦痛を経て、瞬まばたきをするように一いつ瞬しゆんだけ目が開いた。


　蒼斗の視界に緋ひ香か里りの小さな顔が映る。長い桃もも色いろの髪かみがリズム良く上下に、揺ゆれる。アーモンド形の瞳ひとみは嬉うれしそうに輝かがやき、目め尻じりが下がっている。微び笑しようを浮うかべて、何かの曲をハミングしている。そこでようやく、自分は緋香里にお姫ひめ様だっこされていることに気づいた。一体この小さい体のどこにそんな力が隠かくされていたのか。


　すぐに瞼が重たくなってくる。もう一度、瞼を開けようとするが今度は上手くいかなかった。


　まどろみにも似た感覚が強くなり、蒼斗は自身の貞てい操そう的水みず際ぎわを認にん識しきすることなく、再度意識を失った。





　　琴音・咲




「なんで咲ちゃんは颯太に惚ほれてもうたんや？」


　教室に入って一息してから、琴音は咲に尋たずねた。「まさか一目惚れやないよね？」


「実は……その一目惚れだったりするんです」


「うそやろ？　どうやったら颯太に一目惚れできるの？」


　琴音が尋ねると、咲は「実は」という言葉を出だしに颯太との出会いを語り出した。


「私、少し大きな声では言えないお仕事をしてまして、両親には止められているんですけど、アイデンティティというか、私が私である実感を得るためというか、とにかく両親に無理を言って、その仕事を続けてるんです」


「うん」


　琴音は相づちを入れた。実のところよく理解していない。


「それで、一週間ほど前にもお仕事をしたんですけど、その帰り道に私の事を快く思わない人に襲おそわれそうになったところを、颯太くんに助けて頂いたんです」


「なるほどねえ」


　琴音はだいたいの事情を把は握あくした。つまり、颯太は咲にとっての命の恩人なのだ。絶体絶命のピンチに颯さつ爽そうと現れて自分の命を助けてくれた少年。


　ドラマや漫まん画がでしか拝おがめないような、ベタなシチュエーション。世間知らずのお嬢さまである咲が、そんな場面に放り込まれたなら、急性の恋こいを患わずらってもこれといって不思議な事でもないかもしれないかもしれない。たぶん。


「ん？　なんかどっかで聞いた事ある話やな」


　琴音は顎あごに手をやった。この話、どこかで聞いた事がある気がする。


「思い出した！」


「何をです？」


「咲ちゃん、もしかして『博ばく徒と』とか呼ばれてない？」


「博徒をご存じなんですか」


「うん、普ふ通つうは話したらアカン裏の世界の情報を、流れ落ちる滝たきのように吐と露ろし続ける調律屋チユーナー……というか颯太がおるんよ」


「颯太くんが調律屋っていうことも知ってるんですか？」


　琴音は「知ってるも何も」と言って、手の平を上に向けた。「颯太、うちと数年ぶりに再会して第一声で『今俺、奇き妙みような仕事をしてるんだよ』て口割ってたよ。たぶん、久しぶりだな、とかの挨あい拶さつよりも先やった気がする」


「きっと琴音さんを信しん頼らいしてるんですよ。羨うらやましいです」


「たぶん違ちがうと思うよ。颯太の辞書には守秘義務という言葉が欠落してるんやろね。そやからある事ない事べらべらとしゃべってまうんよ」


「颯太くん、明るい人なんですねえ」


「明るいっていうか底そこ抜ぬけに阿あ呆ほやね。そんで底抜けに貧びん乏ぼうやし」


「清貧なんですねえ」


　この子の頭は大丈夫なのだろうか、と琴音は本気で心配していた。恋する少女は盲もう目もくだと言うが、これは少し盲目すぎじゃないだろうか？　現実が見えてない、というより現実を曲解している、と表現した方が正しい。


　心の中で「はよ、颯太の問題点を並べて咲ちゃんの目を覚まさせなきゃ」と思い、すぐに「ちょっと待って」と自分を制止した。


　ふと、自分自身に疑問を感じた。違い和わ感と言い換かえることもできるかもしれない。なぜ自分はここまで意固地になっているんだろう、と。


　目の前の問題は、言ってしまえば他人の問題だ。咲は颯太に一目惚れをし、告白しにきた。たったそれだけの話だ。


　本当にそうだろうか？


　そう考えた瞬しゆん間かん、体の中に粘ねん度どの高い液体が広がる感覚を覚えた。黒くドロリとした液体が体の内側にへばりつき、移動する。そういう不快な感覚だ。


　これ以上思考を展開するのに恐きよう怖ふを覚えた。開きたくない扉とびらを開かなくてはいけなくて、思わず尻しり込ごみするように、考えを進展させるのに二の足を踏ふむ。


　感情とは逆行して、無意識に様々な考えが頭を過よぎった。


　たぶんこれは、咲と颯太だけの問題ではないのだろう。どちらかといえば、自分の問題だ。この一年間、騒さわがしくて楽しかった。颯太が一人で勝手に人生の袋ふくろ小路こうじに迷いこんだ事を嘆なげき、蒼斗がそれを揶や揄ゆする。琴音はその様子を見て、呆あきれ、笑う。颯太に弁当を作ってやり、感謝され、満足する。


　その下らない日常が楽しくて仕方なかった。転校を繰り返しているというだけで、中学卒業まで孤こ独どくを強いられた。サーカスにも自分と同じような子供がいたが年ねん齢れいが離はなれていて、友人というよりは、年の離れた家族という感覚しかなかった。


　咲が颯太に告白し、仮に颯太が咲を受け止めてしまったら、颯太は自分の元から離れて行ってしまうかも知れない。結局、自分が危き惧ぐしているのはそこなのだろう。


　何てことはない。これはただの自分かわいさの自己保身だ。自分の立場を守るための咲に対する妨ぼう害がい工作活動以外のなにものでもないじゃないか。


　自分の生活を守るために人の恋路を邪じや魔まするなんて、不道徳を通り越こして嗜し虐ぎやく的ですらある。


「ははは」琴音は自分の性悪さに嫌いや気けが差して空笑いをした。もう笑うしかない。


「どうしたんですか？」


「ううん。なんでもないんよ。ちょっと自分に呆れとっただけや……」


　琴音がそこまで述べたところで、咲が琴音の言葉に重ねるように「……あの」と切り出した。


「ん、何？」


「その……琴音さんは颯太くんとどういう関係なんですか？　颯太くんのことよくご存じみたいですけど」


「どういう関係って……」


　今度は琴音が言いよどんだ。完全に虚きよをつかれた。咲の質問は、今まさに自分が考えていたことだからだ。


「うちと颯太の関係は……」


　なんだろう、と考える。颯太と蒼斗との申し合わせでは、一応自分たちは幼なじみということになっている。


　しかし、通常、幼い頃ころに僅わずかな時間を共有し、高校入学時に再会してようやく交流が本格化した関係を幼なじみとは言わない気がする。


　だからといって友人という言葉で片付けてしまうには、どうにも寂さびしい。親友という言葉が浮かぶが、これもしっくりこない。


　自分たちの関係を表現するにふさわしい言葉を一生懸けん命めい、探す。すると、小さい頃の颯太との思い出が想起された。


「そうやっ。約束や約束」


「約束、ですか？」


「そうなんよ、うちと颯太は小さい頃に約束をしとるんよ。『高校卒業したら家族になる』言うて」琴音は納得するように、うんうん、と顎を動かした。「うちと颯太の関係はそういう約束をした関係なんよ」


　すっきりした顔で、咲に目をやる。次の瞬間、琴音のすっきりした顔は驚きよう愕がくの顔に変化した。


　咲がぽろぽろと涙なみだを流していたのだ。綺き麗れいな真しん珠じゆを思わせる涙が床ゆかに、落ちる。


「さ、咲ちゃん。どうしたんや？　どっか痛いの？」


　心配する琴音に咲は「ごめんなさい」と言った。「颯太くんには、琴音さんみたいな素敵な恋人がいるのに私なんかがでしゃばったりして」と言い足す。


「へ？」


　状じよう況きようが上手く飲み込めない琴音に咲は「幸せになってくださいね」とこれまた上手く飲み込めない言葉を送ると、作り笑いを浮かべて、教室から出て行った。


「ちょっ、ちょっと待って」


　咄とつ嗟さに咲の背中に声を飛ばすが、咲は振り返りもせずに走り去って行く。


「うちが颯太の恋人ってどういう……」そこまで呟つぶやいて「あっ」と口を開いた。


　咲に説明した颯太との約束を勘かん違ちがいしたのだ、と合点がいった。颯太とした『高校を卒業したら家族になる』という約束を婚こん約やくか何かだと勘違いしたのだろう。いや、あながち勘違いとは言えないのだが、颯太に惚れた咲にするべき説明ではなかった。


「うち、最低の女やん」


　自然と口が動く。今の状況を客観的に評価する。すると「男を盗とられたくない独どく占せん欲よく丸出しの女が、男に惚れた少女に『自分は男の恋人だ』と噓うそをついて少女を撃げき退たいした」という極きわめて愉ゆ快かいな愛あい憎ぞう劇が浮き彫ぼりになった。


　ほれぼれするほど最低の女だな、と思う。そんな女は馬に蹴けられて死ねばいい。


　琴音は「お馬さんはどこにおるんやろう？」と馬ば鹿かげた事を呟きながらしゃがみこみ「やってもたー」と力なく言った。





　　理科雄




「ええいっ！　生活指導室はどこにあるんだ！」


　理科雄は桜さくら坂ざか学園の一階廊ろう下かをひた走っていた。生活指導室は一階にあると聞いていたが、一階のどこにあるかまでは聞かなかった。そのせいで一階全域を走り回る目にあった。


「ふん、とんだ失策だ。俺は馬鹿か？」


　二号館一階の調査を終え、一号館一階の廊下を走っていると奇妙な老人を見かけた。


　赤い紙でラッピングされた箱に熱心に「お嬢じようさま、今日のところは運が悪かったと思って、日を改めませんか？」などと語りかけている。


「なんだ、あいつは？」


　怪あやしい奴やつだな、と理科雄は自分の事を棚たなにあげて思った。


「それに、あの台車には見覚えがある」


　老人が押している台車をよく見る。どこか見覚えがあった。


「……ジェニファーを載せていた台車だ！」


　たしかに老人が押している台車は、自分がジェニファーに用意した装そう飾しよく過多な台車だった。あんな派手な台車がこの世に二台あるとは思えない。そしてあの赤い箱の大きさはジェニファーが保存されていた容器と類似している。


「つまり『お嬢さま』とはジェニファーの事か！　ジェニファーを偽ぎ装そうするとはちょこざいなことを考えおって！」


　事の真相にたどりついた理科雄は、猛もう然ぜんと怒いかりを発した。その怒りをしっかりと抱かかえて老人の前に躍おどり出る。


「おいっ！　そこの人生の搾しぼりカス！」


　老人は立ち止まり、きょろきょろと左右を見み渡わたすと不服そうに「私のことですか？」と口元をゆがめた。


「ふん、そうだ。お前だ！　手て荒あらな真ま似ねをされたくなければそこにいる彼女をこちらに渡わたしてもらおう」


　理科雄の台詞せりふを聞いた途と端たん、老人の雰ふん囲い気きががらりと変わった。明らかに理科雄の事を警けい戒かいしている。


「あなた何者です。お嬢さまにどういったご用件ですか？」


「ふん、白々しいな。いいから彼女をこちらによこせ！」


「そういう訳には参りません。お嬢さまをお守りするのはこの柳田の役目です」


「だったら。貴様を血祭りに上げて彼女を取り戻もどすまでだ！」


　理科雄は白衣からメスを取り出して、柳田を睨にらむ。柳田も柳田で理科雄を睨みつける。いくばくかの間、睨み合っていた二人だったが、突とつ然ぜん、互たがいに申し合わせたかのように走りだした。理科雄は薬品とメスを握にぎり、柳田は台車を押して校庭に出る。


　こうして、まったく意味のわからない二人の戦いの火ひ蓋ぶたはきって落とされた。





　　颯太




　颯太の深すぎる位置に埋まい没ぼつした意識をサルベージしたのは、携けい帯たいの振しん動どうだった。


「んん……」


　大の字になった状態から、上半身を起こす。後頭部に鈍どん痛つうが来た。一体何があったのか、と考えて「ああ」と納得した。


「狂戦士バーサーカーになった緋香里ちゃんに瞬しゆん殺さつされたんだ」と独りごちる。「そうだろ？」


　緋香里に余よ裕ゆうを見せて「どこからでもかかってこい」と言ったら、本当にかかってこられて、見事に瞬殺された。男としてプライドが傷つかないわけではないが、ともあれあれは、かなり幻げん想そう的な体験だった。


　携帯は根気よく振動していた。携帯を取り出してディスプレイを、見る。琴音からの着信だった。通話ボタンを押す。


「もしもし」


『もしもしやないよ。もうちょい早く出られへんの』


「なんかさっきも同じ事言われた気がするんだが、これはデジャヴか？」


『デジャヴちゃうよ。さっきも同じ事言うた。何回言わせんの？」


「おいおい、電話に出てやったのに、何で文句ばかり並べられなきゃいけないんだ。何をそんなに焦あせっているんだ？　お前が口にするべきは文句ではなく賛辞だろうが、今だって俺は狂きよう乱らんした緋香里ちゃんから蒼斗を守るために奮ふん闘とうしていたんだぞ？」


『え？　噓やろ？　蒼斗みつけたの？」


「この俺の冴さえ渡る推理のおかげでな」


『それでどうしたん』


「無論、蒼斗を救うために丁々発止の大だい活かつ躍やくをしたさ」


『で？』


「瞬殺だったな」


『誰だれがや？』


「俺だ」


『颯太、調律屋チユーナーなんやろ。強いんちゃうん。どういう事？』


「緋香里ちゃんなかなかやるぞ」


　携帯の向こうでため息を吐つく音が聞こえた。颯太が「ローションという戦力差があったんだよ」と食い下がると、ため息が舌打ちに変わる。


『……まあええよ。颯太、ちょっとお願いしたいことがあるんよ』


「お前のお願いはお願いの振りをした命令だけどな」


　颯太が苦笑い混じりに言うと、琴音は急にしおらしい態度になる。


『ごめんな』


「何かあったのか？」


『うんちょっと』


　琴音がくぐもった声を出した。いつもの快活さがない。落ち込んでいるんだろうか、勘かんぐり、出会った頃の大人しい琴音に戻ったのでは？　と邪じや推すいした。


「まあ、あえて事情はきかないでやるよ」


『ありがとう』


「気にするなよ。腐くされた肩かた書がきを持つ仲間じゃないか」


『うんっ』なぜか琴音の声が華はなやぐ。


「立ち直りが早いのは良いことだな。それで俺はどうすればいい」


『あ、うん。颯太、昼休みに「博徒」の女の子を護衛したって言ってたやろ』


「ああ」


『その博徒の女の子、剣見崎咲ちゃん言うんやけど、その子が今この学校に来てんねん。ちょっと事情があって咲ちゃんを捜さがすの手伝って欲しいんよ』


「蒼斗はいいのか？」


『今、優先すべきは咲ちゃんのほうかな思て』


「蒼斗を捜せと言ったり、博徒を捜せと言ったり、挙動不ふ審しんな奴だな。いいか、本当に偉えらい人間というのは多くを語らず多くを行わず、落ち着いてどっしりと構えているもんなんだ。この俺のようにな」


　琴音を励はげますつもりでいつも通りの態度を貫つらぬいてみる。


『颯太は一々、面めん倒どうくさいんや。とにかく咲ちゃんを捜すの手て伝つどうてよ』


　受話口の向こうで金属音がなる。こちらの意図に気付いたのかいつも通りの反応だ。


「ナイフを出すなナイフを」といつも通りの応おう酬しゆうをしていると、目の端はしに、明るい旗が映った。


　反射的にそれを注視する、旗だと見えたのは髪かみだった。ふわふわとした茶色い髪が月明かりに反射し、毛もう髪はつ一本一本が発光しているように見える。


　さらに詳しよう細さいを見ると、その髪を持った人物は西洋人形を彷ほう彿ふつとさせる美少女だった。白いドレスのような服が暗くら闇やみに浮うきでている。等身大の西洋人形に魂たましいが宿って校舎を徘はい徊かいしてるのかな、と身構えるが、よく見てみるとどこか見覚えがある少女だった。


　この間助けた博徒に似ている。博徒にうり二つだ。博徒に双ふた子ごがいるならああいう感じだろう。というか博徒本人だ。


　博徒の少女、剣見崎咲はふわふわと髪をたなびかせて階段を駆かけ上がって行った。


「おい琴音」


『なんや？』


　颯太は口角を上げると「つくづく俺は仕事の出来る人間らしい」と自分を賞賛した。





　　五十嵐・マコッちゃん




「う～ん。さあ。お家に帰ろうっと」


「私も帰るよ。まだ少し仕事が残ってるが、どっと疲つかれた」


　当然、その疲れの主たるストレス因子は本庄理科雄とマコッちゃんの二名である。今日一日、この二人に板いた挟ばさみにされ、散々な目に遭あわされた。


　ジャケットに手を通す。ショルダーバッグを手に取って「お先に失礼します」と残業している教師達に挨あい拶さつをした。


　二人が生活指導室の扉とびらまで歩いていくと、五十嵐が扉を開ける前に扉がノックされた。ノックされたということは、桜坂学園の生徒か、あるいは学園外の人物ということになる。嫌いやな予感を覚えた。時計を見る。六時五分前だ。今日の自分は徹てつ頭とう徹てつ尾びうまくいかない。そして、こういう場合、状じよう況きようは暗転するものだと、知っていた。


「ど、どうぞ」


　五十嵐が声を発した後、扉がガチャガチャと揺ゆれた。建て付けが悪いのか「知らない方が幸せなこともあるよ」と扉が訴うつたえかけているのか、なかなか扉が開かない。


　しばらくの格かく闘とうの末、扉が根負けしたように素す直なおに、開く。扉の向こうにはつなぎ姿の男性が立っている。


　男性はにこにこと愛想いい笑顔を貼り付けており、その笑顔が逆に自分の暗あん澹たんたる未来を予見しているように思われた。


「すいません。私、桜坂太たい子し学園から理科教材を引き取りにきた者ですが」


　男はにこやかに、さらりと、絶望的な事を口にした。


　つまり、さきほどのセバスチャンは兄弟校の人間ではなかったのだ。


　五十嵐はもはや、驚おどろくことすらしなかった。自分の背中では疫やく病びよう神がみがフォークダンスを踊り狂くるっている、ということがありありと理解できた。


　見てみると、危険を察知したマコッちゃんが、卑いやしくも逃とう亡ぼうを図ろうと、そろりそろりと抜き足さし足で歩いているので、すかさず襟えり元もとを摑つかんだ。地じ獄ごくには共に落ちてもらう。


「あーん。放して下さいよお。私、九時から見たいドラマがあるんですよお」


「だまれ。自分の業務上のミスは自分で償つぐなってもらうぞ」


「そんなあ」


　いまさら泣き言をいうマコッちゃんを見下ろしていると、五十嵐の席に内線が入った。生活指導室に内線が入るということは、生徒が何かしらの問題を起こしたということだ。


　五十嵐は「あのお」と申し訳なさそうに口を開く男を無視して、受話器を取った。


「もしもし」


　職員室からの内線で、若い男性職員の声で用件が伝えられる。五十嵐は、用件を復唱するように、口を動かした。


「校庭で白衣を着たうちの生徒と、見慣れない老人が暴れている？」


　疑ぎ問もん符ふをつけてみたが、その白衣の少年と老人は、本庄理科雄と本名不ふ詳しようのセバスチャンに決まっている。瞬しゆん間かん、五十嵐の堪かん忍にん袋ぶくろは激げき烈れつな音を立てて破は裂れつした。


「……すいません。今から私の指示通りに動いて下さい」


　五十嵐は、地獄の底から響いてきそうな声を受話器に発した。首根っこを摑まれたマコッちゃんは「あわわわわ」と漫まん画がのような声をだした。





　　琴音




　琴音は慌あわてた様子で、階段を駆け上がっていた。颯太の情報によれば、どうやら咲は屋上に向かっているらしい。嫌な予感しかしない。


「咲ちゃんに、ちゃんと事情を説明せな」


　言いながら、颯太との『家族になる』という約束をするまでの記き憶おくを遡さかのぼった。


　小学校中学年の頃ころ、この土地でサーカスを興行するために移動してきた。不運なことに転校先の小学校でいじめに遭あうことになった。一つ前の興行場所が京都だったのが、災わざわいした。


「関西の言葉は人に影響を与えやすいねんなあ」琴音はしみじみ言った。





　琴音が転入した小学校での初日、自己紹しよう介かいをして下さいと言われ、つい「うち、冬原琴音言います。短い間ではありますが、どうぞよろしゅう」と京都弁で挨拶してしまった。


　次の瞬間、教室で爆ばく笑しようが発生した。精神的に遅熟な男子のみならず早熟な女子も笑っており、むしろ熟しすぎて腐ふ敗はいしてるであろう担任までも笑っていた。


　その日から、見事に異分子扱あつかいを受けた。男子には、えせ関西人とバカにされ。女子からは男子の気を引こうとしていると揶や揄ゆされ無視された。


　いじめという経験を経て、めきめきと立派な根暗になっていったのは中々いい思い出だ。


　誰とも喋しやべらないので京都弁がとれず、それどころか完全に脳の細さい胞ぼうに癒ゆ着ちやくしてしまった。


　いじめがなくなったのは転入して二週間ほどたった頃だった。


　颯太が登校してきたのだ。


　二週間学校に通っていて初めて見た。黒い髪は伸のび放題で、目を隠かくすほど長くなった前髪の隙すき間まからは鋭するどい眼光が光っていた。


　あの子も転校生なのかな、と思ったがどうやら違うらしい。彼にはすでに座席が用意されていて、迷うことなくそこに座った。


「お前、誰だよ？」


　そう言ったのは自分をいじめていた男子グループのリーダー格の少年だった。柔じゆう道どう教室に通っているらしく、その腕わん力りよくをかさにきて、立場の弱い人間、というか自分をいじめる気にくわない奴やつだった。


　その時もその気にくわない少年の目は意い地じ悪く笑っていた。「こいつをどのように、いじめてやろうか」という意思がありありと見て取れた。


　少年の質問に、颯太は何も答えなかった。少年に一いち瞥べつをくれると退たい屈くつそうに、ふわわ、とあくびをした。


　いじめっ子というのは、一様にして無視されたりバカにされたりするのが嫌きらいなのか、「シカトしてんじゃねえよ！」と小学校中学年としては、やや背せ伸のびした台詞せりふを口にして颯太に襲おそいかかった。


「あぶないっ」


　と颯太に向かって叫さけんでいた。どう親切な目で見ても颯太がいじめっ子の少年に勝てるとは思えなかった。体格が違いすぎる。


　琴音の考えとは裏腹に、颯太は軽やかにいじめっ子の拳こぶしをよけると、その足を引っかけた。そして体勢を崩くずすいじめっ子の腹に蹴けりを入れたのだ。


　颯太は腹を抱かかえてうずくまるいじめっ子を無視して、こちらに振り向き「意外とそうでもない」と、笑った。


「はは」


　琴音も返事をするように笑ったが、その笑顔はすぐに消えた。


　一部始終を見ていたいじめっ子グループが颯太を取り囲みだしたのだ。男子達は意思を持った一つの岩のように一丸となって颯太に襲いかかった。


　今度こそ駄だ目めだ、と思い。ぎゅっと目を瞑つぶった。耳には男子の怒ど声せいや罵ば声せい、女子の悲鳴が聞こえて、机や椅い子すが弾はじけ合う音で一いつ杯ぱいになる。


　しばらく目を瞑っていると、ピタリと音がやんだ。


　恐おそる恐る目を開け、啞あ然ぜんとした。そこに立っていたのは颯太だけだった。颯太をいじめようとした男子達は軒のき並なみ教室の床ゆかに沈しずんでいたのだ。


　可愛かわいらしい小学校の教室が阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずに早変わりした。すぐさま女子達から連れん絡らくを受けた教師たちが現れて、そのうちの強面こわもてな体育教師が颯太の胸ぐらを摑み「どうしてこんな事をした！」と吠ほえたが、颯太は一切物もの怖おじした様子をみせずに「いえ先生。これは正当防衛なんですよ。ナポレオンも言ってたじゃないですか」とよく分からない言い訳をしていた。


　結局その日は休校になった。帰りがけ、偶ぐう然ぜん、颯太を見かけたので意を決して喋りかけてみた。


「なあなあ」


「ん？」


「君、めちゃくちゃ強いなあ」


　琴音が颯太を褒ほめると、颯太は不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめた。また京都弁を使ってしまった事に気づく。またこき下ろされるのだろうか、と怯おびえたが予想に反して颯太は「当然だよ。こっちは数年前から都会のサバイバルを生き抜いてきたんだ。野良犬たちとコンビニ弁当を奪うばい合うことに比べたら、あんな都会育ちのシティーボーイなんてハムスターみたいなもんだよ」と長々と語った。正直、話の半分も理解できていなかった。


「ハムスターってどういう意味なん？」


「いいか、ハムスターは見た目は愛くるしいが実は結構危ない奴なんだ。同じ空間に沢たく山さん仲間が集まると共食いを始めるんだよ。さっきのクラスメイトはハムスターだったんだ。もう限界ぎりぎりまで仲間が増えていたところに、俺が来たもんだから、精神のダムを決けつ壊かいさせて、共食いを始めようとしたんだな。だからまずは俺を食おうとしたんだよ。で、俺はげっ歯類に身を落としたクラスメイトの目を覚まさせてあげようと思って鉄てつ拳けん制裁で、彼らを誇ほこりある霊れい長ちよう類るいに戻もどしてやったんだ。そうだろ？」


「あはは、変なのお」


　小学生とは思えない言動をする颯太に思わず、笑った。


「お前も変じゃないか」颯太が抗こう弁べんする。「なんだその妙みような言葉は？」


　颯太の言葉に怯ひるんだ。おずおずと「やっぱへんや思う？　関西人でもないのに京都の言葉使うのは？」と尋たずねる。


「いや別にどうでもいい」と質問してきたくせにあっけらかんと答えた。「ちなみにお前の家は何をしている」と全く、ちなみに、とは思えない質問を繫つなげた。


「サ、サーカスやけど」


　すぐさま、颯太の顔が輝かがやいた。「そうかそうか」としきりに頷うなずく。


　その日の晩の内に、颯太がサーカスの簡易宿舎に訪れたのには閉口した。


「なにしにきたん？」と尋ねると「家から逃にげてきた」とニコニコと嬉うれしそうに答えた。


　それから二ヶ月、颯太は自分たちのサーカス団に入いり浸びたり、まるで昔からこのサーカスにいたんじゃないか、と言うぐらい馴な染じんだ。


　演劇部員の両親が驚くほど運動神経がよく、誰だれしも最初は飛ぶのを躊ちゆう躇ちよする空中ブランコの台からも迷いなく、飛んだ。「将来うちの社員に欲しいな」と冗じよう談だん交じりに父親が言っていたのを覚えている。


　この土地での興行が終しゆう了りようして、また新しい土地に移動することになり、颯太と別れるとき、恥はずかしながら、泣いた。


　初めてできた友人らしい友人と別れたくなかったのだ。颯太も「ああ、我が永住の楽土は流れ流れてどこへ行く」と嘆なげいていた。家出先がなくなるのが惜おしかったのだろう。


　引ひっ越こしたくないとだだをこねる琴音に颯太は「中学卒業したらここの高校に一いつ緒しよに行こうじゃないか」と提案した。


「ほんまに一緒に通ってくれるん？」と涙なみだで腫はらした目で颯太を見ると、颯太は「ああ、約束だ」と返して来た。


　両親も「それはいい」と奇き跡せきの妙みよう案あんを聞いたかのような顔をした。この場の決定事じ項こうのようにその約束は固まった。仕方がないので琴音もしぶしぶであるが了りよう承しようした。


「わかった。約束やよ？」と念を押し、いやしくも「もう一つ約束して欲しいんやけど」と切り出した。


「もう一つ約束？」


「うん、高校生なったら一緒の高校かよって、そんで、高校卒業したらその……」


「なんだ？　なんでも言ってみろよ」


「えっと、卒業したら一緒にサーカスせえへん。うちらの家族になってえよ」





「『家族になる』てこういう意味やったんやけどなあ」


　琴音は過去を振り返りながら、ぽつりと漏もらした。それから約八年間、その約束を糧かてに過ごして、そして一年前、約束通り、この桜坂学園に入学した。颯太と再会できた時はかなり嬉しかった。


「ただ、約束の事は綺き麗れいさっぱり忘れとったけどなあ」


　別に怒いかりは湧わかなかった。所しよ詮せんは子供の約束なのだ。だから、一人で勝手に颯太と賭かけをしてみた。


「学校卒業までに颯太が約束を思い出さなかったら一緒にサーカスするいうんは諦あきらめる」賭けの内容を言葉に出す。この一年間でいえば賭けは琴音の惨ざん敗ぱいだった。


「やっぱ京都弁だけやったら押しが弱いんかなあ」


　と自分の敗因を分ぶん析せきする。実は、あれから八年、様々な土地を移動した結果、標準語を自在に操る力を身につけていた。しかし、ここ一年は京都弁を使用している。


　颯太と出会った頃のままの自分でいたかったし、もしかしたら、颯太が突とつ発ぱつ的に約束を思い出すかもしれないからだ。


「いや、今は思い出に浸ひたっとる場合やない」


　琴音は我に返るように、言った。今はその約束に翻ほん弄ろうされてしまった咲に真実を教えるのが先決だ。


「いそがな」


　琴音は階段を上る足に力を込めた。





　　蒼斗




　蒼斗は嫌いやに鼻につくほこりの臭においで目を覚ました。周囲を見ると、暗い空間に跳とび箱ばこやコーン、網あみ籠かごに入ったボールなどの輪りん郭かくが見える。すぐに体育館倉庫だと分かった。


「……どうしてこんな所に？」


　マットの上に横たわる体を上げようとするが、なぜか上手くいかない。おや、っと思い目線を上に向けると、緋香里の二つの燐りん光こうがこちらを見下ろしていた。


「お兄ちゃん……」


　緋香里は妖よう艶えんに微笑ほほえむ。その背後には、『危険予知』で見ることができる危険を示し唆さする黒い影かげが黒々と渦うず巻まいていた。


　すでに桃もも色いろ遊ゆう戯ぎを行う気が満々なのか、シャツのボタンを全て外しており、きめ細かい肌はだと、年ねん齢れいの割に発育した二つのマシマロの谷間が、自己主張している。


　ああなるほど、と蒼斗は全てを理解した。つまりこれは、やっぱり、


「貞てい操そう的水みず際ぎわだ」


　すぐさま、蒼斗は全身全ぜん霊れいで緋香里から逃のがれようと体を動かすが、自分は男として非力すぎるのか、あるいは、緋香里が女として怪かい力りき過ぎるのか、はたまたその二つの負の相乗効果なのか、緋香里に押さえられた体は比ひ喩ゆなしに１ミリも動かない。


「恥ずかしがらないの。すぐに気持ちよくなるの」


「い、いや。だから兄妹きようだいでそれはまずいって！」


「かまととぶってるんじゃないの。私には見えてるの。お兄ちゃんの心温が上じよう昇しようしているのが。つまりこれはお兄ちゃんが桃色発熱している証しよう拠こなの！」


　蒼斗は顔を真っ赤にして「い、いや、それはその……」とどもり、ごまかすように「かまととぶる、なんて言葉は男が女に使う言葉だと思うんだけど」と言った。
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「男も女も関係ないの」


　蒼斗の主張を無視して、緋香里は自分の顔を蒼斗の顔に近づける。すり寄せるように体を密着させてくる。あまり男にとっては好ましくない、いや、本来であれば好ましいはずなのだが、兄妹では好ましくない感かん触しよくが胸に伝わってくる。


「まっ待て！」蒼斗は半ば投げやりに、命令口調で言った。「それ以上近づくと、うさの事を嫌きらいになるよ」と付け足す。


　突とつ然ぜん、緋香里が黙だまった。閉じていた目を開けて緋香里を覗うかがう。すると、そこには明らかに動どう揺ようしている緋香里がいた。瞳どう孔こうの開いた目が不規則に揺ゆれている。


　そういえば妹に『嫌い』はＮＧだったな、と数年前の出来事を思い出した。


　中学二年生の時だった。その頃ころの蒼斗は反はん抗こう期といわないまでも、それに近い症しよう状じようを発症しており、四六時中べたべたとひっついてくる緋香里を煩わずらわしく思っていた。


　夕飯を済ませ、蒼斗が流し台で食器を洗っていると、緋香里に背後から「お兄ちゃん」という台詞せりふと共に抱だき付かれた。


　当然の反応として蒼斗は「うさ、離はなれてよ」と言って小さく「だから嫌いなんだ」と加えた。


　蒼斗に「嫌い」と言われた瞬しゆん間かん、緋香里の顔が激変した。この世の地じ獄ごくを目もく撃げきしたような絶望的な表情を作ると、その表情を保ったまま力なく歩いていき、自室に入り、扉とびらを閉め、鍵かぎをしめた。完かん璧ぺきな籠ろう城じよう態勢に入ったのだ。


　その日から蒼斗、と蒼斗の母親は、夜な夜な聞こえてくる緋香里の嗚お咽えつに悩なやまされることになった。


　延々と家に響ひびき渡わたる、呪じゆ詛そのような緋香里の嗚咽に屈くつした母親が「あんたは何一つ悪くないけど、これも社会勉強だと思って緋香里に謝りなさい」と不本意な謝罪を強いてきた。その日以来、蒼斗はどれだけ妹を罵ののしろうとも「嫌い」という単語だけは使わないようにしていた。そのＮＧワードが今この場において絶大な効果を発揮している。


「これはなんとかなるかもしれないぞ」


　蒼斗は絶望的な状じよう況きよう下かで一筋の光明を見いだした。





　　柳田・理科雄




　柳田と理科雄の激げき闘とうは熾し烈れつを極きわめていた。理科雄が白衣からメスを取り出し、柳田に向かって投げる。柳田はそれを手で器用にいなす。理科雄は白衣のポケットから怪あやし気げな薬品を取り出すとそれを投げる。柳田は、それを流れる川のような流動する動きで回かい避ひする。


愛の力はここまで人を強くするのか、と柳田は自分自身に感心していた。


　今、柳田を動かしているのは咲を守りたいという思いだった。体力はとうに底をつき、筋肉には、あってはならない量の乳酸がたまっていた。


　だが体が動くのだ。これは咲を思うゆえの火事場の馬ば鹿か力ぢからに違ちがいない。


　校庭の隅すみに避難させた咲に視線を送った。あの赤い箱の中に、自分の主人が入っている。台車を押していて、少し重いな、と感じた。咲が突とつ如じよとして急成長したのか、もしくは、突発的に肥満になったのか、そのあたりの事情は分からないが、とにかく重かった。


　だが、咲にどのような変化があっても柳田は彼女についていく所存だ。


　よそ見をしている柳田の目に、銀色の光が映った。理科雄の投げたメスだ。


　柳田は体を後ろに反そらしなんとかメスを避よける。ところが、無理な体勢でよけたため、そのまま地面に倒たおれこんだ。


「しまったっ」


　柳田がそう言って立ち上がろうとした時には、すでに勝負はついていた。顔を上げた柳田の鼻先に、理科雄がメスの切っ先を向けていたのだ。


「はあ、はあ、ゲームオーバーだ」


「くっ」


「悪いが彼女は俺のものだ」


　柳田が絶望的な顔をしていると遠くの方で叫さけび声のようなものが聞こえた。


　声の方向に視線を向けると、そこには刺さす股またを持った男たちが叫び声を上げながら、こちらに向かって突とつ進しんしてくる姿があった。


「な、なんだ！」


　理科雄は慌あわてて白衣から何かを取り出そうとするが、さすがに多勢に無勢なのか、わずかな抵てい抗こうの後、首に刺股をはめられて、地面に押さえつけられた。


「くそ！　放せ」


　柳田は思わぬ援えん軍ぐんを得た気分だった。完全に敗北していたのに、まさかの形勢逆転だ。あの男たちはこの学校の教師だろうか？　柳田は立ち上がって、教師たちのリーダーらしき男に声をかけた。生活指導室にいた生き真ま面じ目め風な男だ。


「いやあ、ありがとうございました。おかげでお嬢じようさまを守り抜ぬくことができました」


「おい、はやくこの老人も拘こう束そくしろ！」


「なんですと？」


　柳田の口が間ま抜ぬけな形を作った。





　　咲




　ただ、がむしゃらに校舎内を走っていた咲は、屋上に来ていた。理由はない。ただ空気の広がっている所を求めていたのかもしれない。


　琴音にみっともない姿を見せたくない一心で走ったはいいものの、この先どう行動すればいいのか分からなかった。


「まさか颯太くんに恋こい人びとがいたなんて。しかもあんなに可愛かわいい。琴音さんにはみっともない姿を見せてしまいました……」


　いや、最初から最後までみっともなかった。一人で勝手に恋をして、息をするように頓とん挫ざした。あっけなさすぎる恋の幕引きだった。恋と呼んでいいのかすら怪しい。


「颯太くんも琴音さんも、両思いじゃ私が出る幕はありませんよねえ」


　教室でそう思った瞬間、二人を祝う気持ちと、失しつ恋れんした悲しい気持ちがない交ぜになって、なさけなくもぽろぽろと涙なみだを流していた。


「心弱いですね。私」


　大きく息を吐はく。今いま頃ごろになって颯太に自分をプレゼントするという作戦がひどく滑こつ稽けいなものに思えてきた。正気に戻もどったのだ。


　もう一度ため息を落とす。「やだやだ」と言いながら屋上を彷徨さまよっていると、ふと、校庭が騒さわがしい事に気づいた。屋上の端はしに移動してフェンス越ごしに校庭を見下ろす。


「なんでしょう？」


　校庭には人だかりができていた。槍やりのような棒を持った大人が誰だれかを取り押さえている。


　取り押さえられている人物が二人、いた。一人は白衣をきた少年だった。そしてもう一人は、かなり見覚えのある人間だった。白はく髪はつのオールバックに高級そうなスーツ。まるで柳田のような風ふう采さいをしている。柳田そっくりだ。というか柳田だった。


「あんな所で何をしているんでしょうか？」


　咲の頭上にクエッションマークが浮うかぶ。しかし、それもすぐにビックリマークに変化した。


「追いついたぞっ」


　振り向くと、屋上の入り口に颯太が立っていた。


「そ、颯太くん！　なんでこんな所に？」


　颯太は咲の質問には答えず「そんな所で何をやってるんだ」と言いこちらに迫せまってくる。


「こ、こないで下さい」


　こんな泣きはらした顔など颯太に見せたくなかった。だが逃にげようにも逃げ道はない。一歩後ろに下がると、背中にフェンスが当たった。登れるだろうか、と頭に過よぎる。


　颯太に自分の顔を見られたくない咲に選せん択たく肢しはなかった。不器用な動きでフェンスをよじ登り始める。


「はやまるな」


　颯太の焦あせったような声が咲の耳に張り付いた。





　　五十嵐・マコッちゃん




　地面にゴキブリよろしくへばりつく理科雄を見て、五十嵐はようやく安あん堵どの息をはいた。校庭の隅にある、赤い箱を見る。ようやく全すべてが終わったと実感した。


「妙みようにすっきりした顔をしてますね。生徒に危険が及およぶのは本意でないと言いつつ、本ほん庄じようくんを刺股で拘束している意志薄はく弱じやくの五十嵐先生？」


「あんたは常に一言多い。校庭でメスやら薬品やらをまき散らすような人物は、生徒である以前に危険人物だ。とにかく神し々し廻ば先生は本庄理科雄を見張ってくれ」


　マコッちゃんは手を綺き麗れいに挙げて「はーい」と返事をする。


　本庄理科雄の元に向かうマコッちゃんは途と中ちゆうで足を止めて「あ」と口を開いた。


「どうしたんだ？」


「あはははは……。先生は屋上を見ない方がいいと思いますよ」と言った。


「屋上？　屋上がどうしたと言うんだ？」


「屋上っていうより屋上のフェンスですかね」


　マコッちゃんの声に従って校庭にいる教師全員が屋上のフェンスに注目した。遅おくればせながら五十嵐も屋上のフェンスに注目する。


　目を細めてフェンスを見ると、フェンスの一枚に何やら黒い影かげが張り付いてもぞもぞ動いている。さらに意識を集中すると、その影の輪りん郭かくは人間のものであることが判明する。さらにさらに集中すると、影の子細も明らかになってきた。


　結果だけを端たん的てきに言えば、


　どう見ても桜坂学園の生徒ではない少女がなぜかうちの高校の屋上のフェンスを乗り越えて、今まさに飛び降りようとしているらしき光景が、暗くら闇やみの中に浮かび上がってきた。


「「「だれだお前！」」」


　校庭にいるほぼ全ての人間の声が唱和した。


「お前誰だ！　なんで他校の人間がうちの高校の屋上にいるんだよ！　何をどうしたらそうなるんだ！」


「すぐにフェンスの向こう側へ戻れ！　落ちたら冗じよう談だんじゃすまねえんだぞ」


「早まった真ま似ねはするなあ」


　教師達は口々に罵ば声せいないし、説得の言葉を口にする。屋上の少女はこちらの声に気づいたらしく、何か言葉を発しているようだが、校庭まで距きよ離りがあるのか、少女の声が小さいからなのか、こちらまで少女の声が届かない。


「聞こえねえんだよ！　もっとはっきりしゃべりやがれっ。今日は一体どうなってやがんだ。次から次へと問題ばかり降って来やがって。しかも、とうとう人が降ってくるかもしれねえ問題まで降ってきたぞっ！　責任者はだれだあ！」


「五十嵐先生！　キャラ変わってますっ」


「うるせえっ、今はそれどころじゃねえだろうが」


　五十嵐が屋上にいる少女を睨にらみつけていると、地面に這はいつくばる老人が「お、お嬢さま！　なぜそのような所に!?」と素すっ頓とん狂きような声をあげた。


「お嬢さまだと！　お前屋上にいるあいつと知り合いなのか？」


「あいつとは無礼なっ。あの方は君子蘭女学院に籍せきをおく、やんごとなき身分の方だぞ。お嬢さまに謝罪しろっ！」


「君子蘭女学院だとっ」


　君子蘭女学院といえば、社会の上流階級が一堂に会する学校ではないか。なんでそんな学校に通う御ご仁じんが、うちのような腐くされた学校におわすのだ。


　仮に、屋上の少女が飛び降りて、もしもの事があればどうなるのか、そんなこと考えたくもないがつい考えてしまう。学校から解かい雇こされ、職を失い、段ボールを片手に夜の街を彷ほう徨こうする自分の姿が脳裏を過よぎった。


　五十嵐が暗あん澹たんたる未来を想像して、生まれたての子こ鹿じかのようにプルプル震ふるえていると、若手の教師が近づいてきて「五十嵐先生っ大変です」と話しかけてきた。


「すでに大変だあ！　一体どうした！」


「い、いや。さっき捕ほ獲かくした本庄理科雄が今の騒ぎに乗じて逃とう亡ぼうしました」


「あのガキなめやがって！」


　今にも飛び降りそうな屋上の少女、逃亡して行方ゆくえをくらました理科雄、どの問題から解決していけばいいのか、五十嵐には皆かい目もく見当がつかなかった。





　　楓




　蒼斗を捜して校舎内を歩いていた楓かえでは、やけに校庭が騒がしいことに気がついた。たまたま、開け放たれたままの窓があって、そこから校庭の喧けん噪そうが聞こえてきたのだ。


「……何？」


　楓は窓から校庭の様子を覗った。誰かが悪のりして叫さけんでいるだけだろうと思ったが、どうやら違ちがうらしい。


　刺さす股またを装備した教師達が屋上を見上げながら悲ひ壮そうな叫び声を上げている。


「……奇き怪かい千せん万ばん」


　楓は即そく座ざに、できるだけ多くの情報を集めようと校庭を見み渡わたした。泥どろ棒ぼうの悪い癖くせだ、と思いつつもやらずにはいられない。職業病だな、と辟へき易えきする。


　校庭にいる人間は二種類に分かれていた。刺股を持って人を拘束している人間と拘束されている人間だ。


　拘束されている人間の一人に見覚えがあった。


　白衣を着ているので遠目でもはっきりわかる。本庄理科雄その人だ。校庭の隅すみにジェニファーをラッピングした赤い箱があった。


　おそらくジェニファーを取り戻しにきた理科雄と教師とが一ひと悶もん着ちやく起こしたのだろう。


　珍ちん獣じゆうでも見るような目で理科雄を観察していると、理科雄が怪あやしい動きを見せ始めた。


　教師達が屋上に注意を引きつけられている隙すきをついて、刺股から逃のがれたのだ。拘束から抜け出した理科雄は、ジェニファーの元へは行かず、なぜか副担任のマコッちゃんの手を引いて校舎の中に入ってきた。


「……怪しい」


　楓は理科雄の不ふ穏おんな動きに、言いしれぬ不安を覚えた。





　　琴音・颯太




　屋上に辿たどりついた琴音の目に最初に映ったのは颯太の後ろ姿だった。辺りを見渡し状じよう況きようを確認する。


　颯太はフェンスに向かって「早まるな！」と叫び、走っている。その先に目をむけ、愕がく然ぜんとした。


　咲がフェンスを乗り越えようとしているのだ。あれはもう、どのようなアクロバティックな角度から検証しようとも『屋上から飛び降り自殺をしようとしている』という結論に達した。


　琴音も颯太に続く形で、走り出す。ぎりぎり咲がフェンスを上るのを阻そ止しできるかな、と思った時、一陣の風がふき、ある事に気付いた。


　そこからの行動に迷いはなかった。胸むな元もとから、スクエア状の重りがついたロープを取り出し、前方を走る颯太の足に向かって遠えん慮りよなく、投げる。ロープは綺麗な直線を描えがき、絡からみつく蛇へびのように、颯太の足に絡みついた。


　予期せぬ出来事に、颯太は反応はできても対処ができなかったようで「どわっ」と小さな悲鳴を上げて、屋上の床ゆかと接せつ吻ぷんした。


　颯太が、なにごとか、といった様子で自分の足に絡みついたロープを見た。すぐに琴音の仕し業わざだと気付いたのか、こちらを見ることなく「琴音、何をするんだ」と苦情を言った。


「しゃあないんよ」


「しゃあないんよ、だと？　琴音、今のこの状況でお前に情状酌しやく量りようの余地があると思ってるのか？　なぜあの子の自殺に協力するような真似をする。自殺教きよう唆さ・幇ほう助じよは犯罪だぞ。刑けい法ほう２０２条だ。自殺、ダメ、ゼッタイ！」


「違うんよ。その、それ以上近づいてまうと……」


　琴音は言いよどみ、もごもご口を動かした。


　颯太が「何て言ったんだ」と質問してくる。


「……見えちゃうんや」


「何がだ？　死神か何かか？」


「その、咲ちゃんの下着が」


　琴音の言葉に颯太はきょとんとした。


　一呼吸したあと「はああ!?」と絶ぜつ叫きようする。


「咲の下着を見せたくない気持ちは分からなくないが、このままでは咲の内臓を拝むことになるんだぞ」


「だからそんな事わかっとる。うちかて歯がゆいんや」


「歯がゆいだと？　歯がゆいって言葉はな、それなりに論理的な行動を取る人間しか使っちゃいけないんだよ。下着と内臓を天てん秤びんにかけて下着の方が重いと判断するようなバカは使っちゃいけないんだ。いいからどけっ」


「きゃっ」


　颯太は琴音を押しのけて顔を上げた。咲の姿を探す。咲を視界に納めた颯太は「あーあ」と呟つぶやいていた。


　咲はフェンスの向こう側に立っていた。目測だがフェンスの向こう側の足場は三十センチもないはずだ。それより向こうの空間はあの世に繫つながっている。


　校庭から教師のものと思われる荒あらい声が聞こえてくる。咲の行動に慌あわてているようだ。


　颯太は立ち上がると琴音を睨んだ。


「ほらみろ言わんこっちゃない。琴音が俺の邪じや魔まするから咲はいつ星になってもおかしくない状況になってしまった」


　これ見よがしに非難する颯太に対して、琴音は開き直るように颯太を指さした。


「元をただせば、颯太が悪いんやない」


　心の中で「颯太があの子に惚ほれられるからだめなんだ」と言い足す。


「とんだ居直りだな。責任転てん嫁かはなはだしい。人を指さす時はな、残りの三本の指は自分を指さして一本の指は別の所を指さしてるんだよ」


「どういう意味や？」


「だからこの状況に至るまでに発生した責任の割合は、俺が二割、琴音が六割ってことなんだ。そうだろ？」


「残り二割は誰だれの責任なんよ？」


「俺が知るわけないだろ。まあ、天の神さまとかじゃないのか」


「神さまなんかおるわけないやん」


「それじゃあ、神の二割の責任もお前が肩かた代がわりするのか？　その場合、咲が自殺を完かん遂すいしてしまうと八割がた琴音の責任になるぞ？」


「神のやつ許されへんわ！」


「ちっ。都合のいい奴やつめ。……とにかく咲の自殺を食い止めるぞ」


「了りよう解かいや」


　琴音は体を硬かたくさせながら、言った。





　　マコッちゃん・理科雄




　マコッちゃんは、なぜか放送室で放送機材のコードにぐるぐる巻きされていた。


「ちょっとお、本庄くんこれはどういう事なのお？」


　自分をこのような目に遭あわせた張本人である理科雄に声を飛ばした。理科雄は放送機材をいじっているようで、マコッちゃんに振り返ることなく返事をする。


「ふん、あんたには悪いがジェニファーを奪うばい返すために人ひと質じちになってもらう」


「ああ。だから付き合ってもらうぞ、になるわけねえ」


　マコッちゃんは、なるほど、と納なつ得とくする。


　校庭で屋上から飛び降りようとしている少女を見ていると、突とつ然ぜん手を引かれた。誰かしら、と目を向けると自分の手を引いているのは本庄理科雄だった。


　マコッちゃんが「ちょっとどうしたのお！」と言うと、理科雄は冷然とした口調で「ふん、俺と付き合って貰もらうぞ」と返事をしたのだ。


　それを聞いてマコッちゃんは、あらやだ愛の告白かしらん、と狼ろう狽ばいした。そして、悪いが本庄くんの思いには応えられないの、と申し訳ない気持ちにもなった。教師と生徒との禁断の愛はごめんこうむるし、そもそも私には五十嵐先生が人生の泥沼に足をとられていく様子を見届けるという使命があるのだ。


　放送室につれてこられたマコッちゃんは、まずその事を理科雄に話そうとした。


　しかし、マコッちゃんが言葉を発する前に、理科雄はマコッちゃんの体をコードで縛しばっていた。


「なんで校庭で直接ジェニファーちゃんを取り戻もどさなかったのお」


　マコッちゃんは素そ朴ぼくな疑問を口にする。わざわざ人質を取るなんて、効率的ではない。


「最初は俺もそう考えたが、それじゃあ駄だ目めだ」


「どうしてえ？」


「俺があの場でジェニファーを奪い返しても、教師どもは何度でもジェニファーを誘ゆう拐かいしようとするだろう？　それではイタチごっこだ。彼女に安住の地を与あたえる事ができない。教師どもには俺との歴然たる戦力差を見せつけてやる必要がある」


「ジェニファーちゃんのためにそこまでできるなんてすごいねえ」マコッちゃんは感かん嘆たんするように言う。どうしてアレのためにそこまで懸けん命めいになれるのか、マコッちゃんには理解できなかった。


「ふん、ではそろそろ行動に移ろうか」


　理科雄は、白衣のどこにそんな物しまっていたのだ、というほどの大きな箱を白衣のポケットから取り出した。
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　　楓




　本当に今日の私はどうかしている、と楓かえではほとんど混乱していた。


「……人助け？　私が？」


　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思いながら楓は、放送室の前にいた。マコッちゃんを救出しようとしているのだ。校庭でマコッちゃんの手を引く理り科か雄おを怪あやしんだ楓は、理科雄の姿を捜さがしてみた。校舎に入ってきたタイミングは分かっていたので、理科雄とマコッちゃんはすぐに見つけることができた。


　理科雄はマコッちゃんの手を引いたまま放送室に入って行き、そのまま放送室の扉とびらを閉め、ついでに鍵かぎも閉めた。


「……インテグラル」


　楓はあまりに簡素過ぎる放送室の鍵に驚きよう愕がくした。


　放送室の扉はマイナスドライバー一本で簡単に解かい錠じようできるインテグラルという物だった。はっきり言って鍵としての用をなしていない。なぜ誰も疑問を持たなかったのか。


　扉の向こう側からマコッちゃんの声が聞こえてくる。内容から察するにマコッちゃんはどうやら理科雄の人ひと質じちにされたようだ。


「その割にはのんびりしてる」


　マコッちゃんの声には怯おびえのようなものが含ふくまれていなかった。楓が想像しているより神し々し廻ば真まことという教師は器が大きいのか、もしくは、底そこ抜ぬけの阿あ呆ほうなのか、と呆あきれる。


「……今日は色が多い」


　財布から一円玉を取り出しながら独りごとを言う。本当に今日は色が多いと思った。普ふ段だんから人との接せつ触しよくを拒こばんできたので、自分の目に映る世界は灰色だった。まるで昔の音声のない白黒映画を見ているようだった。


　しかし、今日の昼休みから少しずつ自分の世界に色がつき始めた。園その城しろ颯そう太たという邪じや悪あくな色しき彩さいに始まり、冬ふゆ原はら琴こと音ね、マコッちゃん、五十嵐いがらし、不思議な老人、そしてまだ出会っていないが。


「……伊い波なみ蒼あお斗と」


　今日という日のきっかけとなった人物を想像して口角を上げた。


　人との交流は色を集めるのと似ているな、と考えてみる。自分一人では白黒の絵しか描けないが、人との交流を通じて使える色を増やしていく。色を増やせば増やすほど、鮮あざやかな絵が描けるようになる。


「……伊波蒼斗は何色」


　そんな事をぽつりと言って、すぐに噴ふき出した。今日の自分は徹てつ頭とう徹てつ尾び、陳ちん腐ぷだ。


　気を取り直して一円玉を鍵かぎ穴あな、と呼んでいいのかすらわからない溝みぞに入れて、音が出ないように回す。


　ドアノブに手をかけて回すとき少し緊きん張ちようした。中には理科雄がいる。


　ゆっくりと慎しん重ちように扉を開けた。十六畳じようほどの空間は放送機材やケーブルなどで雑然としている。理科雄は窓辺に立ち、正体不明の大きな箱を校庭に投下しようとしていた。こちらに気づく気配はない。


　放送室を見み渡わたすと、左手にカラーボックスがいくつか並べられていた。中には漫まん画が雑誌や音楽雑誌らしきものが無造作に詰つめ込まれている。


　そのカラーボックスとカラーボックスの間に、マコッちゃんがいた。黒いコードでぐるぐる巻きにされているため、カラーボックスの真ま似ね事ごとでもしているのか、と考えてしまいそうになるが、彼女はれっきとした人質だ。


　気配を消してマコッちゃんに近づく、理科雄とは直接顔を合わせたことはないので、気づかれる事はないだろう。


　マコッちゃんは何度も顔を合わせているせいか、楓の姿を見るコツを知っているらしく、こちらを見上げていた。


　マコッちゃんと視線が交差する。するとマコッちゃんの瞳ひとみは電気がついたように輝かがやいた。


「双ふた葉ばさんだあっ！　助けに来てくれたのお！」


「誰だれだ貴様っ！」当然のごとく理科雄が振り向く。


「……バカ……」


　楓は脱だつ力りよく気味に呟つぶやくと、軽く両手を挙げた。姿を見られた泥どろ棒ぼうは潔く降こう伏ふくするしかない。理科雄にコードで拘こう束そくされながら、今日はつくづく色が多い、と微び笑しようした。





　　咲




　これは自殺防止のための説得のふりをした、自殺奨しよう励れいの言葉ではないのでしょうか、と咲さきは校庭にいる大人たちと、屋上にいる颯太たちに交こう互ごに目をやって、困り果てていた。咲は別に自殺なんてするつもりはない。ただ颯太に泣いている顔を見られたくないから、やむなくフェンスを乗り越えただけだった。


　しかし、他人から見たら自分は立派な自殺志願者に映るらしい。咲を宥なだめるような責めるような大声が、いたる所から飛んでくる。そのたびに「私は自殺をしようとなんて思っていません」と弁解しようとするのだが、彼女が言葉を発する前に次々と大きな声が上がり、彼女の言葉をかき消すので、弁解の余地がないのだ。


　そしてとうとう、颯太まで「自殺なんて早まった真似はよせ」と言ってくるという案配だった。この学校全体が、あくまでも自分を、自殺志願者にしたてあげようとする頑かたくなさがあった。屋上から飛び降りる事を望んでいるとすら思われた。


「どうしましょう。私本当に飛び降りなきゃいけないの？」


　咲はもう、何をどうしたらいいのか分からなかった。





　　柳田




　柳やなぎ田たは地面にへばりつきながら、調律屋チユーナーを統とう括かつする元締めオーナーの連絡窓口である秘書カポタストに電話をかけていた。ややこしい話だが、これだけ回りくどくしなければいけない事情があるのだろう。呼び出し音が数回なり、通話が繫つながる。


『お電話ありがとうございます。全国調律師派は遣けん協会です。本日はどのようなご用件でしょうか？』


　オペレーターの声が受話口から流れてくる。明るいが温度はなく、事務的な声だ。『全国調律師派遣協会』は現実に存在している。業務内容はそのものずばりで、全国津つ々つ浦うら々うら、どこでも調律師を派遣する協会である。ただこの場合の調律師は楽器をチューニングする調律師であり、調律屋とは異なる。


　調律屋を派遣して貰もらうには、この段階で合い言葉を言う必要がある。


「ノーミュージック、ノーライフです」


『……それはなぜですか？』


「トゥモロー・ユー・シャル・ダイ」


　柳田が物ぶつ騒そうな言葉を口にするとオペレーターの女性は怯おびえもせずに『少々お待ち下さい』と通話を保留にした。保留中に流れる音楽に耳を傾かたむける。なぜか曲は『美しき青きドナウ』だった。フォークダンスなどで流れるアレだ、一体何を踊おどれというのか。


　先ほど、柳田が口にした言葉は秘書に電話を取り次いで貰うための合い言葉だった。アメリカマフィアの乾かん杯ぱいの言葉をもじったものらしいが、柳田もよく知らない。


　美しき青きドナウが途と中ちゆうで切れて、通話が繫がった。


『お電話ありがとうございます。調律屋派遣協会です。本日はどのようなご用件で──』


　先ほどと、ほぼ同じ台詞せりふだが協会名が若干変わっており、応対する声も一層、冷たく無機質なものになっている。秘書カポタストの声だ。


「先日、博ばく徒との護衛を依い頼らいした剣けん見み崎ざき家のものですが」


『ご依頼ありがとうございます』


「依頼内容は剣見崎咲を外部の危険から護衛する、というものだったはずです。それなのに今お嬢じようさまは屋上からっ」


『はい、報告は受けています』


「だったらなぜ、お嬢さまの自殺を阻そ止ししてくれないのですか？」


『自殺は外部の脅きよう威いではなく自由意思による選せん択たくだと判断しました。この場合、契けい約やく内容に包ほう括かつされません』


「では依頼内容を変へん更こうして下さい」


『少々お待ち下さい』


　またもや保留にされ、美しき青きドナウが流れ出す。じれったい曲調にいらいらさせられた。今はこんな物聞いている場合ではない。今にも咲が屋上から飛び降りそうなのだ。


『お待たせしました』


「どうですか」おもわず息を飲む。


『無事、依い頼らい審しん査さを通過しました。いますぐ依頼に適した調律屋チユーナーを派遣します』


「そうですかっ」


『ただし、元締めオーナーから一つ条件が追加されました』


「条件？」


『今後、そちらの不都合さえなければ博徒にも調律屋として活動してほしいのですが』


　秘書の言葉を聞いて、柳田は、なるほど、と思った。確かに賭かけ事では絶対に負けない咲の力は、調律屋という駒こまとして欲しいに違ちがいない。


「あざとい真似をしてくれますね」


『どうでしょうか？　条件をのんで頂けるのでしょうか？』


「……断ることのできる理由がありません」


『ありがとうございます。それでは失礼します』


　通話が切れた携けい帯たいを見つめながら、柳田は苦く渋じゆうに満ちた顔する。


「お嬢さまに調律屋などという危険な仕事をさせるわけにはいきませんが、今はお嬢さまの命が最優先」柳田は言い訳を言うような口調で独りごちた。首には依い然ぜんとして刺さす股またがあり、自分の体の自由を奪うばっている。





　　颯太・琴音




「それで、どうやって咲を救出する？」


「さあ、さっぱりや」


　咲に目をやる。咲からは、今すぐにでも飛び降りようという意思は感じられない。そこがせめてもの救いだった。だが、いつ何時、咲が心変わりをするとも限らない。


　どうにかしないといけない。ようは発想の問題なのだ、と颯太は比較的皺しわが薄うすいと思われる脳を回転させた。何も咲をこちら側に移動させる必要はない、こちらがフェンスの向こうへ赴おもむき可及的速すみやかに咲を押さえつければいい。


「なあ」


「なんよ？」


「琴音の得意な曲芸で、咲をフェンスに固定できないか？　ロープとかスローイングナイフとか使って」


　颯太の質問に琴音は即そく座ざに「無理やね」と断じた。しかし、無理と言い切るのが不快だったのか「一人やったらの話やけど」とプライドを覗のぞかせるような言葉で言い直す。


「なんで一人じゃ無理なんだ？」


「そらそやろ。咲ちゃんをフェンスに固定するには、咲ちゃんの体を囲うようにロープを回さなあかんわけやろ。ナイフとロープはあるにしても、ナイフはまっすぐにしか飛ばんしね。誰か咲ちゃんのところでロープのついたナイフの軌き道どうを変えてくれる人がいるんよ」


「現役女子高生がナイフとロープを常時所持していること自体がすでに奇き跡せきみたいなもんだな」颯太は幼おさななじみに呆あきれながら言い「よしその作戦で行こう」と続けた。


「その作戦って、今うちが言うたやつ？」


「今のところその作戦以上にいい方策は見つからない」


「誰が私のナイフの軌道を変えてくれるの？」


　琴音に言われ、颯太は鬱うつ々うつとした息を吐はいた。


「琴音がナイフを投げる以上、軌道を変えるのは俺しかいないだろうな」


「颯太にできんのお」


「まあ、体にまとわりつくローションにはじまり、不安要素だらけだがやるしかないだろ」


「そういえば何でそんなにぬるぬるしとるん？」


「色々あったんだよ」


　二人が、どうにも緊きん張ちよう感のない自殺阻止作戦を練っていると、突然颯太の携帯が振しん動どうした。携帯を取り出す。ディスプレイを見ると冷血エレベーターガールとある。颯太が秘書カポタストの印象をそのまま言語化したものだ。つまり、このタイミングで自分に仕事が入ったことになる。


「颯太、タイミング悪いなあ」だいたいの事情を察した琴音が憮ぶ然ぜんと言った。


「これは俺のタイミングが悪いわけじゃないだろうが。この非常時に仕事を寄よ越こす秘書カポタストの奴やつがいけないんだ」颯太はむきになり言い返す。「俺がタイミング悪いわけじゃないからな」と釘くぎを刺さすように繰り返した。


　普ふ段だんは不自然なほどに仕事を回さないくせにどういう了りよう見けんだ、と心の中で憤いきどおる。無視してやろうか、とも考えたが、そんな事をしても減給に繫がるだけだろう。相手はあの感情のないホモ・エコノミクスの代表選手だぞ、と冷静な自分が指し摘てきする。結局、その冷静な自分の説得に負ける形で通話ボタンを押した。


「もしもし」


『もしもし、ではありません。電話に出るのが遅おそすぎです。もっと迅じん速そくに対応して下さい』


「俺の電話相手はみんな同じ事を言うんだが、それは電話に出たときの挨あい拶さつか何かなのか？」


『いえ、ただの私のクレームです』


「ふん、それであんたが電話をかけて来たってことは当然……」


『仕事です』


「だわな」とうなだれた。「仕事内容は？」とせかし気味に質問する。


『今、学校にいますね？　桜さくら坂ざか学園の屋上で先日あなたが護衛した博徒が自殺しようとしています。その自殺を阻止して下さい』


「ちっ。調律屋チユーナーは『いのちの電話』じゃないんだぞ」


　と表向きは憤ふん慨がいしつつも、内心では快かい哉さいを叫さけんでいた。個人的な目的が、賃金が伴ともなう社会的な仕事へと変へん貌ぼうしたのだ。何か未知なる錬れん金きん術じゆつに遭そう遇ぐうしたような感動を覚える。


『仕事を選より好みできる立場ですか？』


「ふん。わかったよっ。やればいいんだろう。やれば。給料ははずんでもらうからな」


　秘書は短く『結果次し第だいです』と言うと電話を切った。極きわめてふてぶてしい奴だ。


「神が降臨した」


「どういうこと？」


「今秘書カポタストから仕事が入った。その仕事内容とは、咲の自殺を阻止しろ、だ」


「なんでそんなむちゃくちゃな依頼が入るの？」


「咲が博徒である事が関係してるんだろうな」


「そんなもんかなあ」


「これはきっと神さまのプレゼントだろうな。今まで送ってきた腐くさった人生の帳ちよう尻じりを合わせてくれたんだ。神さまはよく見ている。幸と不幸をきっちり取りはからってくれる。たった今から俺の人生に追い風が吹ふくはずだ」颯太ははしゃぐように言った。「そうだろ？」


「どやろかあ」


「神には感謝しないとな。俺に給料を恵めぐんでくれるんだ」


「現金な奴やなあ」


「俺はな、キャッシュな人間なんだよ。とにかく、咲の自殺を阻止するぞ」


「どうやって？」


「さっきの作戦でだよ」


「無理や。颯太がバカみたいに大きな声で電話してもうたせいで咲ちゃんがこっちの様子を覗うかがっとる。颯太が咲ちゃんに飛びかかった瞬しゆん間かん、もしかしたら飛び降りてまうかも知れへん」


　颯太は慌あわてて咲に視線を向けた。確かに秘書との通話前は校庭にばかり意識を集中させていた咲が、今はこちらに探りを入れるような目を向けている。


　颯太が夜空を見上げて「神も仏もありゃしない」と嘆なげくと、「さっきまで神に感謝してたのは何ど処このどいつや？」と琴音が睨にらんできた。


「言葉のあやだろうが」


「颯太はその言葉のあやが多すぎなんや」


　顔をつきあわせて下らない応おう酬しゆうをし続ける颯太の視界に、ごま粒つぶのような黒い影かげが通り過ぎた。颯太の視界を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回っている。重度の飛ひ蚊ぶん症しようを患わずらったのかと思ったが、目の前にいる琴音も自分と同じように黒い影を追っている。


「蚊かやね？」


「蚊だな」


　自分たちの視界に映っているのは紛まごう方なき蚊だった。季節外れの蚊だ。そういえば、昼間に蚊に血を恵んでやったことを思い出す。もしかしたら同じ蚊かもしれないな、と考え、あるいはその蚊の近きん縁えんに属する蚊かもしれないな、とも想像してみる。


「きっと恩返しにきてくれたんだ」


「なに下らんこと言うとるんよ。そんなわけないやない。ていうか、蚊に恩返しされて嬉うれしいん？」


「俺はどんな恩返しでも嬉しいよ」


「プライドないなあ」


　颯太が眼前に浮ふ遊ゆうする蚊を見つめていると、蚊は自分の存在を誇こ示じするように大きく旋せん回かいした。その後「今こそ恩に報いよう」とでもいうように上下に動くと、颯太から離はなれていき、すぐに夜の闇やみに溶とけ込んだ。


　颯太と琴音がぼんやりと、蚊が飛んでいった方向、つまり、咲に注目していると、咲は片手で耳元の空気をかき回しだした。


「おい見ろ！　咲のあの動きは、鬱うつ陶とうしい蚊を追い払う動きだ。鶴つるの恩返しならぬ、蚊かの恩返しだ」


「う、噓うそやろ？」


　颯太は「情けは他人のためならず、というがあれは本当だな。人間は常に慈じ愛あいに満ちた行動を取らねばならない。その辺りで人間の深みが決定するんだ」と言うと「琴音、作戦通りに頼たのむぞ」と続けて屋上の床ゆかを蹴けった。


　家出時代、野良犬との決けつ闘とうで鍛きたえられた走力で一気にフェンスまで近づくと、カラスたちとの攻こう防ぼうで鍛えた跳ちよう躍やく力でフェンスを駆かけ上がり、フェンスの上部に手をつき転回する。それと同時にひねりを加えて、フェンスと向かい合うような姿勢を取る。三十センチもない足場に器用に着地すると、咲を抱かかえ込むようにフェンスに押しつけた。


　場所が場所なら変質者に間ま違ちがえられてもやむなし、といった光景が広がるが、場所が場所だけに校庭から歓かん声せいが上がる。


「そ、颯太くん。顔が近いですっ」


「さあ、咲。残念ながら君の自殺計画もここまでだ。自殺というのはひっそりと計画的に行わないといけない。それでも俺が阻そ止しするがな。俺は仕事の出来る人間なんだ」


　その言葉を聞いて咲は「私は別に自殺なんか…………」と何か言い返そうとしたが、颯太はそれを無視して「琴音っ！」と叫んだ。


「もうやっとる」


　見てみると、琴音の手から一直線に銀線が走っている。彼女が投げたスローイングナイフだ。柄えの部分に長いリボンのような物がついている。あれがナイフの軌道をまっすぐにしてるのだろうと、考える。


　ナイフはフェンスの編み目を見事に抜ぬけて颯太と咲の左手を通過した。あと数十センチずれていたら咲が串くし刺ざしになるか、あるいは颯太の手が届かない所を通過するか、という絶ぜつ妙みような位置だった。琴音の「二十メートル以内の的を百発百中で命中させられる」という言葉を思い出す。


　颯太は「……末すえ恐おそろしいな」と呟つぶやきながらスローイングナイフの柄についているロープを摑つかんだ。ロープというよりもスカーフのような素材で薄うすく、柔やわらかい。そのロープを自分の背中に回して、ナイフを琴音に投げ返した。


　見よう見まねの不器用な投とう擲てきだったため、狙ねらいがそれて琴音から数メートル離れた位置に飛んでいく。琴音は、はなから颯太の腕うでに期待をしていなかったのか、初めからそこに立っていたかのように、ナイフの軌道に合わせ、移動し、飛んできたナイフの柄を器用にキャッチした。その後、キャッチしたナイフの柄についたロープと繫つながるナイフを取り出し、両手で二本同時に投げる。


　投げられたナイフはフェンスの両りよう端たんにあるフェンス同士の接合部分に深々と突つき刺さった。颯太と咲は、ロープでフェンスに貼り付けられたような格好になる。


「やるじゃないか琴音！」


「とうぜんやろ。うちを誰だれや思っとるん？」


「颯太くん。か、顔が近いです」


「ぬるぬるしてるが我が慢まんしてもらうしかない。そもそも君が自殺なんてしようとするからこうなったんだ」


「ち、違いますっ。私は自殺なんて……」と咲が口を開けた時だった。彼女の言葉を遮さえぎるように、無機質な、たとえていうなら何かネジのような物が弾はじける音が、さらに詳くわしくいうならフェンスの接合部分が外はずれる音がした。


　背筋に冷たいものが走る。同時にフェンスがわずかながら校庭側に傾かたむき始めた。体はロープで固定しているので動かない。明らかにフェンスが外れた原因は琴音の投げたナイフだった。校庭の歓声が悲鳴に変わる。


「颯太っ！」


　颯太は咄とつ嗟さに琴音の方に視線を向ける。心配してるのだろうか、と期待する。


「うちのせいやないから！」琴音は弁明するように言った。


　死ぬ一歩手前の幼なじみにかける言葉がそれなのか、貴様は。この辺りが、切れかけの輪ゴムの強度にも匹ひつ敵てきする我々の絆きずなの限界なのだろう、と颯太はしみじみ思った。


　灰色の人生の走そう馬ま燈とうが過よぎる。そういえば小さい頃ころ、琴音と何か約束をしたな、とも思った。





　　五十嵐




　校庭に喝かつ采さいが湧わいた。屋上で自殺をしようとしている少女を、黒いコートを来た少年が押さえつけたのだ。


「おいおい、すごいな」


　五十嵐は気の利きかない感想を漏もらす。校庭にいる教員たちも、五十嵐と大差のない、ひねりのない感想を漏らしている。


　ただ校庭にいる誰か一人だけが「危ない！　落ちるぞっ」という奇き抜ばつな感想を言った。


　その言葉に汚お染せんされるように、校庭の歓声が悲鳴に変わった。その原因を探ると、それはすぐに判明した。少女と少年が摑まっているフェンスが、傾き始めたのだ。ゆっくりと、じらすように、しかし、確実にフェンスは校庭側に倒たおれていく。


「おいおいおいおい、あれはまずいぞ！」


　結果を言えば死ぬのが一人から二人に増えただけだ。残念な現実に思わず目を逸そらした。逸らした目の先にはさらに残念な結果が待ち受けていた。


　校舎にある教室の殆ほとんどは消灯され、外からみれば廃はい墟きよの親しん戚せきにも見えなくない。


　その黒く染まる校舎に数カ所だけ光がともっており、その数カ所のうち一カ所から、見たことのある顔が見て取れた。


　鋭するどい三白眼に眼鏡、そして白衣。見間違いようがない。本ほん庄じよう理科雄だ。手にはソフトボール大の箱が握にぎられている。


「あの野や郎ろうっ。一体何をするつもりだ？」


　理科雄は、アンダースロウでその箱を、投げた。


　箱は綺き麗れいな放物線を描えがいて校庭の隅すみにある体育倉庫の近くに落ちていく。箱が体育倉庫の近くにある水道にぶつかった瞬間、五十嵐の視界が真っ白になった。


　すぐに轟ごう音おんが鳴り響ひびき、強きよう烈れつな爆ばく風ふうと、爆ばく炎えんが上がった。爆発か、という考えに至るまで数秒かかった。


　校庭で起こる悲鳴が爆音でかき消され、爆風が校庭に立っている教師達を押し倒した。体育倉庫のトタンの屋根は紙切れのように舞まい、水道管も破は壊かいされたのか大きな水柱を上げている。爆発が収まると、校庭にいる全員が混乱気味に頭をあげた。


「っ、何が起きた？」


　最初に屋上を見た五十嵐は、神が奇き跡せきを起こした、と思った。


　ゆっくり校庭側に倒れていたフェンスが、いましがた起こった爆風に押されて「俺やっぱこっちに倒れるわ」と心変わりするように、倒れる方向を反転させたのだ。教師達もそのことに気づいたのか、顔を綻ほころばせる者もいれば、今の爆発はなんだったんだ、と目をぱちくりさせる者もいる。


　五十嵐はどちらかといえば後者の人間で、爆発の起きた場所に目をやった。爆発は収まったが、水柱は上がり続けており、舞い上がった水は、近くにある体育倉庫に降り注いでいた。はっきり言って、もう目も当てられない状じよう況きようだった。


　しかし、今の爆発で二人の命が救われたのも事実。


「今の爆発はなんだったんだ」


　理科雄が投げた箱が爆発したのか、と仮説をたて、まさかそんなわけあるはずない、とすぐに否定した。


「そんなわけないよな？」


　五十嵐は自信なさげに呟いた。





　　蒼斗・緋香里




　蒼斗と緋ひ香か里りの貞てい操そう的水みず際ぎわを懸かけた押し問答は、終しゆう了りようの兆きざしを見せていた。蒼斗の最後の武器たる「緋香里の事嫌きらいになるよ」という言葉の効果が薄れてきたのだ。


「それ以上近づくと緋香里の事を嫌いになるよ？　この猥ひ褻わい兵器」


「……お兄ちゃん、ごめんなさい」


「うさっ。ようやく分かってくれたんだ。理解するのが遅おそすぎる」


「……もう、我慢できないのっ！」


「へ、ちょっと待ってっ！　それ以上近づくと緋香里のこと……」


「勝てば官軍なの！」


　緋香里が血走った目で、蒼斗に襲おそいかかった。体を密着させてくる。緋香里の柔らかい胸の感かん触しよくが伝わってくる。緋香里の唇くちびるが急速に接近してきた。


　蒼斗は目をぎゅっと閉じて「きゃあああ」と情けない声を上げた。


　蒼斗が叫さけんでいると、その叫び声に反応するように体育倉庫の外で大きな爆音が響いた。それとほぼ同時に、体育倉庫のトタンの屋根が吹き飛び、紺こん色いろの夜空が真っ赤に染まった。早くも夜が明けたのかな、と思ったが、すぐに炎ほのおだと気づく。


「も、燃えてる！」


「それはいいことなの、一いつ緒しよに燃え上がるの」


　蒼斗は妹の発言を無視して、無意識のうちに「み、水を！」と叫んでいた。


　すると、神が蒼斗の願いを聞き入れたように、空から大量の水が降り注いでくる。あまりに大量すぎて、蒼斗は内心「いや多すぎ。人のことをバカにしてるの？」と思った。


　滝たきのように降り注ぐ水に、悪戦苦く闘とうしながら這はい出る。


「うさ、だいじょうぶ？」


　蒼斗はそう言いいながら、桃もも色いろ怪かい獣じゆう・固有名詞・伊い波なみ緋香里を引き出した。水圧のせいなのか、高ぶる理性に体がついていかなかったのか、完全に目を回している。


「ちょっとっ、本当にだいじょうぶなの？」


　蒼斗が緋香里の頰ほおをぺしぺし叩たたくと、緋香里は「むふふ、お兄ちゃんそこは駄だ目めなの」と卑ひ猥わいな笑顔を浮うかべた。


　呆あきれた蒼斗が「うさ、いい加減に起きてよっ」と、さらに力を込めると、緋香里は「ううん」と唸うなり、ゆっくりと目を開けた。


「あれ、お兄ちゃんどうしたの？」


「どうしたのは僕の台詞せりふさ。うさこそどうしたんだよ。なんで、あんなに発情してたのさ？」


　問われた緋香里は、きょとんとした様子で目を上に向けた。すぐに顔色を変え「なんでもないの」と挙動を乱して、言った。


「なんでもないわけないだろ？」


　執しつ拗ように質問を重ねる蒼斗に緋香里は「なんでもないったら、なんでもないの」と女だけが習得しうる『土ど壇たん場ばでの逆ギレ』を巧たくみに使い、話題に終しゆう止し符ふを打った。


「きっとあれなの、桃色の妖よう精せいさんがやんちゃを働いたの」と幻げん想そう的な言い訳をする。


「はあ、もういいや」


「そういえばこの間も水を被かぶって沈ちん静せい化したの」


　要領をつかめない緋香里のつぶやきが聞こえた。





　　颯太・琴音・咲




「奇跡だ」


　絶体絶命の境地から生せい還かんした颯太は咲に馬乗りになりながら、言った。「奇跡としか言いようがない」


「そ、そ、颯太くん。手が……」咲は、顔を上気させて何かを訴うつたえようとするが、颯太は構わず言葉を続ける。


「あの『死ぬ』というコマンドしか残されていない状況で、突とつ然ぜん『奇跡』というコマンドが出現したんだ。普ふ通つう、あの場面でフェンスの倒れる向きを変えさせるほどの爆発が起きるか？　起きるわけない。そうだろ？」


　颯太は地面につく手に力を込めた。妙みように柔やわらかい地面だな、と思う。颯太は「あの薄はく情じような幼おさななじみはどこだ？」と呟つぶやきながら琴音の姿を捜さがす。


　首をきょろきょろと振ふると、猛もう然ぜんとこちらに駆かけてくる琴音が目に入ってきた。


「おい琴音っ。今起こった奇跡を見ただろう？　あんな出来事が起きる確率は天文学的な数字と言ってもいい。俺は興奮を隠かくしきれない」


「颯太は一体何に興奮しとるんよ！」


　言いながら、琴音は駆けてくる勢いをそのままに、大きくジャンプをした。琴音も、今起きた奇跡を目の当たりにして興奮しているのだろうか、と考えたが。どうやら、違うようで、琴音は片かた脚あしをこちらに突つき出して、どんどん接近してくる。


　琴音の突き出された足が、自分の胸に当たった。単純に蹴けりを入れられた、といった案配だ。


「ぐふっ」


　颯太はうなり声を上げて、後ろに飛ばされる。元々フェンスのあった場所を通過して、翼つばさもないのに空中に投げ出されそうになるが、屋上のへりに摑つかまり、なんとか琴音が発作的殺人犯になるのを阻そ止しした。


　へりに手と足をかけてよじ登り、屋上へ戻る。琴音に目をやると、彼女は咲を抱かかえ起こして「だいじょうぶやった？　あの変態やったら星になったから安心してええよ」と言っている。


「おいっ。せっかく拾った命を何だと思っているんだ。この数分間でお前は俺のこと二回も殺害しようとしたんだぞ」


「あ、颯太、生きとったん？　女の子の胸を揉もみしだく破は廉れん恥ちな男なんて死んでもうたらよかったのに」琴音は冷然と応じ、胸むな元もとに手を入れた。なぜだか、怒おこっている。


「ナイフを出すなナイフを」と颯太は琴音を叱しつ責せきし、その後「胸を揉みしだくって何の話だ？」と我に返るように聞いた。


「なんでもないですっ。なんでも。気にしないで下さい」


「そうか」


「まあ、咲ちゃんが言うんやったら……」


「それにしても、咲はどうして自殺なんてしようとしたんだ」


　三人の話題は結局のところ、咲の自殺動機に着地した。


　咲は大きく首を横手にふった。濡ぬれた犬が体を揺ゆすって水を弾はじく動作に似ている。十分に首を振ったあと、咲は「だから違ちがうんです。私は自殺なんて……」と言葉を発した。


　しかし、彼女の言葉に重ねるように、校内放送用のスピーカーから鉄てつ琴きんをリズムよく叩く音色が聞こえてきた。放送が始まる合図だ。


「こんな時間に、こんな状況で、放送？」


「……いつになったら、私の言葉を聞いて頂けるんでしょう？」


　咲のもどかしそうな声が、颯太の耳に入ってきた。





　　五十嵐




「おい、消防車を呼べ！」


「火事じゃないんだから、警察に連れん絡らくするのが先じゃないか？」


「けが人がいるかもしれないから、救急車も必要かもしれないぞ！」


「なんでもいいから手当たり次第に連絡入れろ！」


　校庭は騒そう然ぜんとしていた。当然と言えば当然だ。なんの脈みやく絡らくもなく、突然校庭で爆ばく発はつが起きたのだ。その副産物として、屋上にいた二人の命が救われたのだが、校舎の惨さん憺たんたる光景をみると、決して割の良い結果ではなかった。


　校舎にある窓という窓は割れており、校庭の隅すみからは、逆流する瀑ばく布ふよろしく空に向かって水柱が噴ふき出ている。


「なにがどうなってるんだ！」


　校庭にいる教師は、統率者を失った軍隊のように右往左往している。五十嵐が立ち尽つくしていると、校内放送用のスピーカーから、この場には不ふ釣つり合いなほど綺き麗れいな鉄琴の音色が響ひびいてくる。


「こんな時に放送？　どういうことだ」五十嵐はスピーカーを見上げる。今の爆発で放送機材のシステムに問題が発生したのだろうか。


　校庭にいる教師達も忙せわしなく動いていた足を止めて、一様にスピーカーを見上げている。しばらくの間があき、スピーカーから、五十嵐の聞き慣れた声が聞こえてきた。





『教員諸君ごきげんよう』





「この声はっ！」聞き間ま違ちがうはずがない、本庄理科雄の声だ。





『今の爆発は俺が塩素酸カリ・硝しよう酸さんカリ・炭素・硫い黄おう・砂糖・二酸化マンガンなどを混合して作った特製の爆ばく弾だんによるものだ。お気に召めしていただけだろうか？』





　理科雄の言葉を聞いて、五十嵐は言葉を失った。この場にいる全員が綺麗に口をあけている。


　五十嵐は深呼吸をして脳に酸素を送った。胃がきりきり痛むのを我が慢まんしながら、考えを整理する。


　あのバカは今なんと言った？　今の爆発は本庄理科雄が作った爆弾のせいだとか言ったか。やっぱりさっき理科雄が窓から投げた箱は爆弾だったんだ。つまり、この爆発はガス管が爆発しただとか、そういう事故ではなく、一人の生徒による──。


　立派なテロだ。


「ほんじょうりかおおおおおっ！」五十嵐は闇やみ夜よに咆ほう哮こうした。





『まず説明しておこう。今の爆発はただの挨あい拶さつだ。今から俺の言う要求が受け入れられない場合、さらに恐おそろしい事になる』





「もうすでに恐ろしいことになってんだよ！　警察も消防もここに向かってんだよ。てめえ、自分の人生なんだと思ってんだ！」





『要求は至し極ごく単純だ。五分だけ待ってやる。五分以内にジェニファーをこちらに引き渡わたせ。彼女が魅み力りよく的過ぎて独占したくなるのも分かるが、彼女は俺のものだ！』





「アレは学校の所有物だ！　誰だれが理科教材に欲情するんだよ。そんな変態お前以外いるわけねえだろ！」





『いいか。あと五分だ。五分以内にジェニファーを引き渡せ。見返りもきっちり用意してある。神し々し廻ば真まことという教師と双ふた葉ば楓かえでという生徒を進しん呈ていしよう。以上だ』





「そういうのは見返りじゃなくて人ひと質じちっつうんだよ。つうかあの副担任なにやってんだっ」


　五十嵐の叫さけび声は、夜の闇やみに虚むなしく木こ霊だまする。完全に放送が途と絶だえた。


「おいっ。早く。そこにある赤い箱を放送室に運べ！」


　五十嵐は近くにいる新人の教師に命令した。普ふ段だんの様相を留めていない五十嵐に恐きよう怖ふした、新人教師は背筋を伸のばして「はい！」と返事をすると、大おお慌あわてでジェニファーを載のせた台車を押して行った。


　もうすぐ警察と消防が来てしまう。それまでにあの変態をどうにかしなければ、確実に人生が終わる。


　自分のクラスの生徒が、自分のクラスの副担任と生徒を人質にして、理科教材の引き渡しを要求している。


「なんの冗じよう談だんだ？」五十嵐は自分の境きよう遇ぐうを呪のろうことしかできなかった。





　　颯太・緋香里




　謎なぞの放送を聞いた蒼斗と緋香里は、楓を救出すべく放送室に向かっていた。


「琴音から、校舎裏で双葉楓って女と会う約束をしてるって聞いたけど、どんな用事だったの？」緋香里がやや棘とげのある声で、尋たずねる。


「颯太が勝手に呼び出したんだよ。僕も双葉さんの事は前から心配だったから、行くことにしたんだ。うさの方こそなんで発情してたのさ？」


「……噓うそは言っていないみたいなの。でも用心して雌めす豚ぶたリストに登録しておくの」


「やっぱり答えてくれないみたいだね。あと、なんでもかんでも『おもちゃ』を使って人の噓を見み抜ぬくのはやめなよ？」


　蒼斗が苦情を言いながら、走っていると、すぐに『放送室』と書かれたプレートが見えてくる。プレートの下で立ち止まり、思わず蒼斗は「うわあ」と漏もらした。


　放送室の扉とびら一面に黒々とした影かげが見えた。蒼斗の『おもちゃ』である『危険予知』で見える影だ。


「どうしたのお兄ちゃん？」


「いやあ、どうにもこの部屋の中は随ずい分ぶん危険みたいだね」


　当たり前といえば当たり前だ。この中には爆弾魔がいるのだ。


「扉は体当たりですぐに突とつ破ぱできそうだけど、そうするとすぐに、ドカンッ、だろうね」


「お兄ちゃんと心中するなら本望なの！」


「この場合は二人きりでの心中じゃなくて、五、六人での集団心中になるけどね」


「それは嫌いやだから、作戦を考えるの」


　緋香里はすぐに意見を変える。


　蒼斗は顎あごに手を当てて考える。相手は爆弾を持っている。正せい攻こう法ほうでは勝てそうにない。正攻法、と考えてなぜか颯太の顔が頭に浮うかんだ。なんとなく颯太ならこの状じよう況きようをなんとかできる気がする。


　蒼斗は颯太に電話しようとするが、携けい帯たいを持っていない事に気づいた。校舎裏で落としたんだと、舌打ちをする。


　仕方がないので緋香里の携帯を借りた。自分と緋香里の携帯のアドレス帳は定期的に同期するという、奇き怪かいな取り決めがなされているため、颯太の電話番号も登録されている。携帯を開くとディスプレイに自分の姿があった。壁かべ紙がみとして登録されているようだ。


「誰にするの？」


「調律屋チユーナーとかいう怪あやしい仕事をしている友人にだよ」


「ああ。颯太のこと？」


「まあね」と答えて携帯を耳に当てた。コール音が鳴る。なかなか繫つながらない携帯に苛いら立だちを覚えた。八回ほどコール音が続き、ようやく通話が繫がる。


『もしもし』


「あっ颯太。もうっ出るの遅いよ。もうちょっと早く出られないの？」


『どいつもこいつも代わり映えのない台詞せりふばかり言うんだな』颯太のため息が聞こえた。


「颯太、さっきの放送きいた？」


『あれをきいていない人間がいるなら、そいつはすぐにでも耳鼻科に行くべきだな』


「今、放送室の前にいるんだけど……」と蒼斗が言うと、颯太の声が急に明るくなる。


『いいぞ。蜃しん気き楼ろう少女を救出しようというんだな。そうだろ？』


「うん。でも双葉さんを人質にしている犯人は爆弾を持ってるみたいなんだよ」


『なるほどな。だから放送室に踏ふみ込めないのか』


「そうなんだ……」


『この世界にはな、解決できない問題なんて殆ほとんどないんだよ。しかも難問なものほど意外に簡単な答えが用意されている。無駄に長い数式を解いてみたら「＝２」だったみたいにな。ようは連想や連れん鎖さゲームみたいなものなんだよ。風が吹ふけば桶おけ屋やが儲もうかるってね』


「人生の問題を大量に抱かかえ込んでる颯太がよく言う」


　蒼斗は颯太をちゃかしながら目を閉じて考えを巡めぐらせた。相手は爆弾を持っている。爆弾は火薬だ。火薬は水に弱い。でも駄だ目めか、爆弾に水をかけても中まで浸しん透とうして火薬を湿し気けらせるとは思えない。水っていえばさっき体育倉庫に降ってきた水の水圧はすごかった。何か聞いた事のあるフレーズだな、と思う。目を開ける。廊下を暗い廊下を見み渡わたすと、暗くら闇やみの中に煌こう々こうと赤いランプが灯っていた。


「……室内消しよう火か栓せん」赤々と光るランプを見ながらぽつりと言った。


　次の瞬間「あっ」と口が動いていた。「颯太、放課後になってすぐに、日本刀を振り回して捕つかまったアメリカ人の話してなかったっけ？」


『ん？　ああ。あの消防車の放水で鎮ちん圧あつされた哀あわれな男のことか？』


「それだっ」蒼斗は我が意をえたり、という顔をした。電話の向こうで颯太が『なるほどねえ』と感心している。


「颯太、電話を切るね」


『どうだ、俺のおしゃべりには無駄な事が何一つないことが証明されただろ？』


「その言葉自体がすでに無駄だと思う。じゃあね」


　蒼斗は通話終しゆう了りようボタンを押し、携帯を緋香里に返した。


「うさ、僕の話を聞いて」蒼斗は自分の思いついた楓救出計画を緋香里に説明した。





　　颯太・琴音・咲




「あのマッドサイエンティストめっ」


　謎の放送を聞いて颯太は苦い物でも食べた顔をした。


「なんなん。颯太、放送室に立て籠こもってる変なやつ知っとるん？」


　颯太は肯こう定ていするように「ああ」と返答し、すぐに眉まゆを寄せ「ああ？」と疑問形で言った。


「どうしたんや？」


「携帯が振しん動どうしてる」颯太は携帯を取り出しながら言った。「知らない番号だ」


　颯太は、その着信を無視しようとしたが、すぐに耐たえきれなくなったらしく、渋しぶ々しぶといった様子で電話に出た。


「もしもし」と言うや否いなや、なぜか表情が明るくなった。


　颯太は電話相手と会話しながら、その合間に琴音に顔を向け、「あ・お・と」と声に出さず口を動かした。


「蒼斗？　よかったあ、無事やったんやね」


「蒼斗さんってどなたですか？」と咲が聞いてくる。


「颯太の幼おさななじみやよ、まあ、友達やね」


「友達ですかあ」咲はうらやましがるような、祝詞のりとをあげるような声をだす。


「それより、双葉さん、だいじょうぶかなあ？」


「双葉さんってどなたですか？」


「蒼斗の友達になる予定やった、蜃気楼のような女の子やよ」


「友達ですかあ」


　なんとなくあの少女の事だから、人質になっても他ひ人と事ごとのようにすましているのだろう、と想像した。


　颯太を見やる。彼は蒼斗と楽しそうに会話している。そういえば、なぜ颯太は蒼斗からの電話を「知らない番号だ」と言ったのだろう、という疑問が過よぎった。


「そうや。蒼斗の携帯は双葉さんが持っとたんや」


　琴音は、もし楓が携帯に出ることができれば、放送室の中の様子が分かるかもしれない、と打算した。楓なら人質になっていても難なく携帯の通話ボタンを押してくれそうだ、という根こん拠きよのない信しん頼らいもあった。


　早さつ速そく、蒼斗の携帯に電話をかけてみる。緊きん張ちよう気味に携帯を耳にあてる。呼び出し音がなり、息をのむ。呼び出し音が途と切ぎれ通話が繫がった時、思わず小こ躍おどりをしそうになるが、女性の慎つつしみを鑑かんがみて、自じ粛しゆくした。楓が電話に出ることに成功したのだ。しかもこちらの意図を理解しているように、通話を切る気配はない。


　携帯を耳に押し当てて、意識を集中させると、放送室で交わされている会話が聞こえてきた。不ふ明めい瞭りようだが聞きとれないほどではない。





『すごい爆ばく発はつだったねえ』


　これは副担任のマコッちゃんの声だ。


『……ええ』


　この薄うすく冷たい印象の声は双葉楓のものだろう。


『こういうのってワクワクするよね』


『……げんなりする』


『ふん、あと数分の我が慢まんだな。ジェニファーさえ俺の元に戻もどればお前らは解放してやる』


　犯人の声が会話に入ってきた。


『本ほん庄じようくんって本当にジェニファーちゃんの事、好きなんだね』


『当たり前だ。彼女さえ傍そばにいてくれれば後はなにもいらない』


『……それでもしジェニファーが引き渡わたされなかったら私たちはどうなるの？』


『ふん、どうにもならんさ。人ひと質じちを傷つけるメリットはどこにもないからな』


『……それは何？　その中に銀色の塊かたまりが入った二重構造のガラス瓶びんは』


　楓は、説明口調で言った。こちらに状況が伝わり易いための配はい慮りよだろう。


『ふん。これはルビジウムというアルカリ性金属だよ。水と劇的に反応して爆発する。爆ばく弾だんを使って水道を破は壊かいしたのは、これだけの量のビリジウムを反応させられるだけの水を確保するためだ。これをあの水柱の中に放り込めばかなり愉ゆ快かいな爆発がおきる』


『……アレのためにそこまでするの？』


『双葉さん。愛の形にはねえ、貴き賤せんはないんだよ』


『ふん。その通りだ』


『……先生どっちの味方？』





　なんとも緊きん張ちよう感のない会話だったが、だいたいの状況が飲み込めた。唯ゆい一いつ、ジェニファーが何なのかということだけが理解できなかったが、まあ、大した問題ではないだろう。


　本庄という立て籠もり犯の奥の手が判明したのは、かなりのアドバンテージになる。


　見ると、颯太の方も蒼斗との通話が終わったらしく、携帯をコートのポケットに直しているところだった。


「颯太、特ダネを仕入れたで」


「ほう、奇き遇ぐうだな。俺もなかなかの福音をお前に届けられそうだ」


　琴音と颯太は交こう互ごに口を開いた。


「放送室の犯人の奥の手がわかったよ。犯人の奥の手は水と劇的に反応して爆発するルビなんとかっていうアルカリ性金属や！」


「今、蒼斗が双葉楓を助けるために放送室の前にいるんだが、蒼斗のやつ室内消火栓をつかって本庄理科雄を鎮圧するつもりだ。これが成功すれば蒼斗と双葉楓の距きよ離りは一気に近づく。そうすれば我々は青春の糸口を手に入れることができる」


　お互たがいの報告が終わり、二人は一仕事終えたような清すが々すがしい顔をした。そして数秒の沈ちん黙もくの後、二人は笑顔を保ったまま顔色を蒼そう白はくに変えていく。


　咲が二人の間に入って「あのお、今の話を統合すると、とっても不ま味ずい状況じゃないですか」と言った。咲の言葉が二人の心に突つき刺ささる。


「不味いだろっ！　それ！」


「不味いやろっ！　それ！」


「どうすんだよ。本庄理科雄の武器は爆弾じゃなかったのか？　なんでいきなり、そんな科学的な物が出てくんだよ！　話が違ちがうだろうがっ。何だよ水と劇的に反応するって。冗じよう談だんじゃすまないぞ」


「うちが知るわけないやろ。今日はどないなっとんのよ、もういやや！」


　二人は仲良く声を荒あららげた。肩かたで大きく息をする。


「颯太！　今から放送室に向かわれへんの？」


「もう時間がない。今から放送室に行っても間に合うわけがない。お手上げだよ」


　颯太は有言実行するように両手を挙げた。


　琴音は一いつ瞬しゆん押し黙だまったが「いや、だいじょうぶや」と言って満面の笑えみで、颯太にある物を手て渡わたす。


「これはどういう事だ」


　颯太はげんなりしながら尋たずねた。颯太の手には十ミリほどの青いロープが握にぎられている。


「クライミング用のロープやよ。伸しん縮しゆく性があるから、飛び降りた時の衝しよう撃げきを軽減できるよ」


「俺にここから飛び降りろって言うのか？」


　琴音は「せやせや」ニコニコと答える。まさに妙みよう案あん、といった顔をしている。


「なんで現役女子高生がクライミング用のロープなんて持ち歩いているんだ」


「ふつう、持っとるやろ？」


「持っていない！」


「今みんなを救えるんは颯太だけや」


　颯太は、ぐっ、と奥歯をかみしめた。「くそっ。別に琴音に乗せられた訳じゃないぞ。俺は俺の自由意思で屋上からバンジーするんだ」とやけくそ気味に叫さけび、屋上のフェンスにロープを結び、放送室突とつ入にゆうの準備を始める。


　咲は颯太にとことこ近づくと、申し訳なさそうに「あのう」と呼びかける。


「なんだ？」


「お急ぎのところ申し訳ないんですけど、すこしだけいいですか」


「手短に頼たのむぞ。今から蒼斗の自爆を止めなくちゃいけないんだ」


　咲は、きょろきょろと所在なげに視線を動かした後、意を決したように颯太を見つめた。


　そこに来て琴音はようやく咲に「自分は颯太の恋こい人びとである」という誤解を与あたえたままだということを思い出した。


「わ、私とお友達になって下さい！」


　咲は目を瞑つぶっている。琴音は全身を脱だつ力りよくさせた。


「別にいいぞ」


　颯太は咲に手を差し出す。咲は繁しげ々しげとその手を見つめて「おいくらですか？」と言った。


「は？」


「いえ、手を出してきているので、お友達になるにはお金がいるのかな、と思って」


　咲は斬ざん新しんな推理をした。「違う違う」と首を横に振ふって、強引に咲の手を摑つかんだ。


「これは握あく手しゆの催さい促そくだ。咲ちゃんのような美少女と友達になれるなんて光栄だな」


「ちょっとっ。なに、鼻の下伸のばしとるんよっ、もうっ」


　琴音がすねた声を颯太に飛ばすと、颯太は顔を上気させる咲から目を離はなしてこちらを向いた。


「失礼な奴やつだな。俺ほどエロスと無む縁えんな人間はこの地球上にはいないぞ。それとも、何か、それは嫉しつ妬とというやつか？」


「そ、そんなんちゃうよっ」琴音は焦あせり気味に否定した。「とにかく、頑がん張ばってきいや」と颯太を半ば無理矢理、屋上から送り出す。


　颯太はにやりと微笑ほほえむと、屋上のへりを蹴けって、飛び降り、見えなくなった。


「ちょっと咲ちゃん」


　未だに頰ほおをほんのりと染める咲に駆かけよる。咲は琴音を見ると、はっとした顔をして「琴音さん、ごめんなさい」と謝ってくる。


「なんで謝ってくるん？」


「だって、琴音さんが颯太くんの彼女だって知ってて、颯太くんのお友達になりたいなんて……」


　申し訳なさそうに目を伏ふせる咲を目の前に、琴音は思わず噴ふき出してしまった。この子はどこまで純じゆん粋すいなのか。


「何が可お笑かしいんですか？」


「い、いや、ごめんなあ。あまりに咲ちゃんが素直やったから」と笑いを嚙かみ殺しながら言い、真ま面じ目めな顔をつくり「ごめんねえ」と謝った。


「なんで琴音さんが謝るんですか？」


「うち、颯太の恋人でもなんでもないんよ」


「え？　だって琴音さん颯太くんと家族になるって約束……」


「あれはほんまの事なんやけど、なんて言ったらいいんやろ……まあ、とにかく、うちは颯太の恋人やないし、咲ちゃんはうちに遠えん慮りよすることあらへんよ？」


　琴音の説明に咲は安あん堵どしたような釈しやく然ぜんとしないような、曖あい昧まいな表情をした。「結局、琴音さんは颯太くんとどういう関係なんです」と来た。


　またその質問か、と慌あわてる。さっきは回答をミスしたせいで咲の人生の終しゆう焉えん一歩手前まで発展した。


「うちは颯太の……」


「琴音さんは颯太くんの？」


「マ、飼主マリア様ですよ？」


　自然と口が動いていた。我ながら阿あ呆ほうの優等生らしい回答だと思う。


　咲は最初、ぽかん、と琴音を見ていたが、すぐに表情を緩ゆるめて「あはは、凄すごいですね。それ」と笑った。「それなら」と続ける。


「私も颯太くんの飼主マリア様になれるように頑張りますね」


「ふぇ？」琴音の口から間ま抜ぬけな息が漏もれる。


「今は私、まだ颯太くんのお友達ですから、一日でもはやく琴音さんに近づけるように頑張ります」と咲は花を咲かせたような笑みを浮うかべる。


「そ、そやね。一いつ緒しよに頑張ろね」


　琴音はそう答えるのが、やっとだった。





　　楓・マコッちゃん・理科雄




　冬原琴音に上手く情報が伝わっただろうか、と楓は放送室の床ゆかに座り込みながら考えた。大して有益な情報だとは思えなかったが、まったくの未知なる存在を相手にするよりはマシだろう。少なくとも理科雄に水はＮＧだということは分かる。


「……あり得ない」楓は誰にも聞こえない声で呟つぶやき、含ふくみ笑いをする。


「何が可笑しいのお？」


「……なんでもない」


　楓は笑みを絶やさず、言った。本当のところを言えば、誰かが扉とびらを蹴け破やぶって、大きな放水ノズルを構えている姿を思い描えがいたのだが、あまりに馬ば鹿か馬ば鹿かしすぎて話す気にもなれなかった。


　楓かえでの笑みが消えたのは、理科雄が「さあ、じきに五分経たつな」と言った時だった。


　突とつ然ぜん、放送室の扉が「よいしょ！」と叫んだ。扉が動くべきではない方向に動き、床に倒たおれ込む。


　扉が叫んだのではなく少年が叫んだのだと、遅おくればせながら気がついた。


「双ふた葉ばさんっ、とあと神々廻先生だいじょうぶ？」


　壊こわれた扉から、栗くり色いろの少年が姿を現した。


「え？　私はオマケなの？」


「……あなたは……」


　楓は目を見開いた。廊ろう下かから現れたのは伊波蒼斗だった。なぜ彼がここにいるのだろうか、と考え、まさか私を助けに、と想像した瞬間、無意識に「王子が姫ひめを助けにやってくる」という言葉を考え、頰を染めた。なぜだか胸が熱くなる。


「なんだ貴様らっ！」


　理科雄は白衣からメスを取り出そうとしてピタリと、止まった。理科雄の視線が蒼斗の手元に釘くぎ付づけになっている。


　楓も理科雄の視線を追うように蒼斗の手を見て、固まる。蒼斗の手には今この場に最もあってはいけない物が握られていた。


「……消火ホース」


　蒼斗が握っていたのは間ま違ちがいなく消火用のホースだった。ごつごつした金属のノズルにポリエステルのホースという組み合わせは、断固として放水してやろうという、頼もしい意気込みを感じさせられる。


　楓の頭に放水、反応、大だい爆ばく発はつ、という流れがありありと浮かんだ。


「緋香里！　バルブを回して」蒼斗が廊下にいると思われる人物に声を飛ばした。


　廊下から「んん？　これどっちに回せばいいの？」という少女の声が聞こえてきた。


「くそ！」


　理科雄は放送室にいるよりも、地上三階から飛び降りた方が生存率が高いと判断したのか、放送室の窓に足をかけて飛び降りようとする。


「まてっ！」蒼斗は勇ゆう敢かんに言うが、正直、待つべきは蒼斗の方だ。


「……まって」と楓は言ってみるが、彼女の薄うすい声は放送室の騒さわぎにかき消されてしまう。


「待つわけあるまい」


　理科雄がそう言って、窓から飛び降りようとすると窓の外から大声が聞こえてきた。


「ちょっと待った！」


　窓の外から颯さつ爽そうと登場したのは颯太だった。颯太は理科雄を蹴るように窓から飛び込んでくる。理科雄は放送室に逆ぎやく戻もどりするように床に転がる。


「蜃しん気き楼ろう少女！　あとついでにマコッちゃん、だいじょうぶだったか？」


「またついでえ？」


「……園城颯太」


　颯太も私の事を助けにきたのか、と思った。ただ蒼斗の時とは違い、まったく感かん慨がいが湧わかないというのは何とも不思議な話だ。


「あはは、常に空気の読めない颯太が空気を読んだ」


「いや、俺は常に空気の読める男だ。蒼斗！　よく聞け。すぐに放水を中止するんだ」


「どうしてさ？」蒼斗はホースの照準を理科雄に向けたまま尋たずねる。


「こいつが持っているのは爆ばく弾だんじゃなくて、水と反応して爆発する何かだ。そんな奴に放水なんてしたら……」


　理科雄が顔を上げ、颯太の言葉を引き継ぐように「こんな部屋吹っ飛ぶぞ！」とそう遠くない未来を叫んだ。


　廊下から「やった。お兄ちゃん！　バルブを回したの」という事実上の死し刑けい宣告が聞こえてくる。


　放送室にいる全員が蒼斗を見つめた。蒼斗は絶望的な表情で、首を力なく横に振った。


　ホースを見てみると蒼斗に向かって、平たかったホースが蛇へびの胴どう体たいのように膨ふくらんできていた。


　蒼斗の持つノズルから大量の水が放出された。理科雄は立ち上がり、悪あがきするように窓に向かって走る。


「ちっ」


　颯太は不ま味ずい物でも食べたような顔して駆けだした。理科雄を庇かばうように蒼斗の持つホースの前に立ち放水を受ける。


「うわっ！」


　想像以上に放水の水圧が強かったのか、颯太は後ろにバランスを崩くずして勢いよく後ずさっていく。


　楓は今見た光景を一生忘れないだろう、と思った。


　放水を受けた颯太はどんどんと後ずさり、窓から飛び降りようとしている理科雄にぶつかった。偶ぐう然ぜんなのか神のおいたなのか、颯太の着ている黒いコートと理科雄が着ている白衣が絡からまり、窓の外に投げ出された。二人は「ああああああ」と仲良く叫さけびながら、放送室から落下していった。


　外から、どしんっ、という鈍にぶい音が聞こえてくる。


　その音を聞きながら楓は「……なにこの喜劇？」とあまりにも間抜けな事件の終焉にそう呟いた。





　　五十嵐




　五十嵐は憔しよう悴すいしきった体をむりやり動かして、颯太、蒼斗、琴音、楓、緋香里、咲、柳田、そして理科雄を見下ろしていた。八人とも校庭で正座をしている。




[image: ]


　時刻はもう夜の十二時を回っていた。


　理科雄の放送室立て籠こもり事件から数時間、桜坂学園の教師達は、警察と消防に対して事件の言い訳ともとれる説明で大おお騒さわぎだった。


　まさか、自分たちの高校の生徒が爆弾を爆発させたとは言えずに、口裏を合わせて「理科実験中の事故」という苦しすぎる説明をした。


　幸い、けが人もおらず、事件性もないと判断される幸運に恵めぐまれ、警察は割れた窓ガラスなどを少し調べるだけで帰っていった。


「お前たちはどういうつもりなんだ！」五十嵐は正座をする生徒たちを叱しつ責せきする。


「まあまあ、五十嵐先生おちついて」隣となりに立っているマコッちゃんがなだめてくる。


「あんたは黙だまっていろ」


　八人の人間はふてぶてしくも全員が全員そっぽを向いていた。


「おいそこのペドフィリア臭くさい教師よ」理科雄が憮ぶ然ぜんと言った。


「俺の名前は五十嵐だ！　このド変態！」


　五十嵐は悪態をつきながら事件の発ほつ端たんとなったジェニファーを叩たたく。


「貴様っ。ジェニファーに乱暴をするなっ」理科雄が腰こしを浮かせて主張する。「殺されたいのか？」


「お前が殺されてえのか！　何がジェニファーだ。どうやったらこんなもん愛せんだよ。これ、ただのイルカのホルマリン漬づけだぞ！」


「先生。愛の形にはね。貴き賤せんなんて存在しないんですよ」


「うるせえんだよっ。貴賤がないにもほどがあんだろう」


「五十嵐先生、今日一日で随ずい分ぶん性格が変わりましたね。薫かおるくん、悲しみますよ」


「ぐっ。少し興奮していただけだ……だよ」


　五十嵐とマコッちゃんが言葉を交かわしていると、足下にいる君くん子し蘭らん女学院の生徒、剣見崎咲が「うう」と唸うなった。


「どうかしましたかっ。お嬢じようさま！」


「いえ、少し足が痺しびれてしまって」


「おいそこの教師。正座のせいでお嬢さまの足が一ミリでも縮んだらどうしてくれる」


　柳田のその言葉を皮切りに、今まで沈ちん黙もくを守っていた生徒たちが一いつ斉せいにしゃべり出した。


「……私は被ひ害がい者しや」


「僕だってそうですよ先生。それをこんな不ふ遇ぐうに扱あつかうなんて。苦しんで死ねばいいんだ」


「お兄ちゃん。あのインテリ教師が怖こわくて体が震ふるえるの。抱だきしめてほしい」


「うちは人命救助したんよ。それやのになんで正座させらなならんの。なっとくできひん」


「ナイフを出すなナイフを。この世にナイフで解決できることはないんだよ。そうだろ？」


「黙ってろ！　問題児ども」


　五十嵐が額に手を当ててうなだれていると、理科雄が意味ありげに「おい、一つだけ気がかりな事があるんだが」と来た。


「気がかりなこと？」


「さっき放送室から転落した時、ルビジウムというアルカリ性金属を紛ふん失しつしてな。アレは水と反応して爆発するんだ。ルビジウムは二重瓶びんで厳重に保護されているが、もし落下の衝しよう撃げきで瓶が割れていたら大変なことになるんじゃないのか？」


　理科雄は校庭の壊れて水が出続ける水道を指さした。


　すると、その言葉を待ってました、とでもいうようなタイミングで校庭に爆音が轟とどろいた。校庭の中央からやや離はなれた位置で青い炎柱があがる。


　幻げん想そう的な光景に五十嵐は絶句する。感動したのではない絶望したのだ。おそらくまたすぐに警察と消防がやってくるだろう。


「なんて事をしてくれたんだっ！」


　五十嵐が理科雄たちに向き直ると、そこには誰だれもいなかった。誰もどころかイルカのホルマリン漬けのジェニファーの姿すらなかった。校門に目を向けると、八名の男女が風のように走りさっていく後ろ姿が見え、校門を抜ぬけると蜘く蛛もの子を散らすように解散した。


「なっ」啞あ然ぜんとする五十嵐にマコッちゃんは「ドンマイです」と肩かたに手を置いた。


　マコッちゃんの手の重さに耐たえきれなかったのか、五十嵐は校庭の土に膝ひざをついた。





　　颯太・琴音




　学園からの逃とう亡ぼうに成功した颯太と琴音は、家路につくために駅に向かっていた。二人とも同じ駅を利用しているため、必然的に同じ道を歩く事になる。


「みんな逃げ切れたんかなあ」


「だいじょうぶじゃないか？　みんなばらばらに逃げたし咲に至っては車を使っていた」


　颯太はそう言って、琴音の左ひだり腕うでを持ち上げて腕時計を見た。深夜の零れい時じ十五分を指し示している。「おいおい、もうすぐ終電なくなるぞ」


「ほんまや。颯太、急ごう」


　少し歩調を速めて、暗い路地を進む。しばらく進むと、暗い住宅街から浮うき上がるように駅の光が見えて来た。


「今日は散々な目にあった」


「まあきっかけは、颯太なんやけどねえ」


　琴音がしみじみ言った。「まさか、校舎裏に双葉さん呼び出した、いうだけで校舎が爆発するなんて思えへんけどねえ」


「昼休みに話しただろ？　蝶ちようが羽ばたけば遠く離れたところでトルネードが起きるんだ。バタフライ効果だよ。そうだろ？」


「はいはい」


　駅に到とう着ちやくし、改札を抜ける。


「そういえばな、屋上から落ちそうになった時なんだが、人間って本当に走そう馬ま燈とうを見るんだな。お前との約束を思いだしたよ」


　颯太の言葉を聞いて、琴音は「えっ！」と大きな声を上げた。


　颯太の顔を見て「どんなん？」と食いついてくる。驚きよう愕がくするような、何かに期待するような眼まな差ざしだ。


「あ、ああ。お前とさ、小さい時に同じ高校に通おうって約束してたな。完全に忘れてた」


「ああ、そっちの約束な」琴音は肩を上げて言う。何かに納なつ得とくしている風でもあった。


「そっち？」


「なんでもないんよ」


「約束を忘れていたのにきっちりと桜坂学園に進学するなんて、俺は有言実行という言葉が服を着て歩いてるような男だな。そうだろ？」


「どやろかあ」


　琴音は微び笑しようを浮かべて、曖あい昧まいな返事をした。普ふ段だん、颯太には見せることのない柔にゆう和わな笑えみだった。


「どうしたんだ。似合わない笑みを浮かべて？」


　琴音は数歩歩いてからこちらに振り返ると、やはり見慣れない笑みを浮かべて、


「アーホ」と唄うたうように言った。


　駅に止まっている電車が琴音に同意するように、ぶー、と警笛を鳴らした。
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　　颯太




　四月の後半、桜の花びらが完全に散って、新緑が目にしみるのは、なんとも気持ちがいい。


　などと考えながら園その城しろ颯そう太たは長すぎる自宅謹きん慎しん期間を終えて、数ヶ月ぶりに桜さくら坂ざか学園に登校してきた。ついに桜坂学園の桜の花をみることはなかった。


「よくよく考えれば、あの場から逃げたとしても、学校には通わなきゃいけないんだから意味はないわなあ」


　二月十四日に担任の五十嵐いがらしから逃亡した。当然、その翌日、あの事件に関かかわった桜坂学園の生徒は呼び出しを受けた。


　理事長、校長、教頭の三連続で説教をうけ、有無を言わさず停学処分を食らった。弁解の余地は皆かい無むだった。というかあの時、逃亡してしまったせいで弁解の機会を完全に失ってしまった。


　春休みをまたいだ停学は実に二ヶ月にも及およんだ。新学期が始まって二週間が経過しているというのに、一度も学友と顔を合わせていないというのは、いかがなものか。


　停学処分中に整備されたのか、理り科か雄おが破は壊かいした校舎の窓ガラスや水道、体育倉庫の屋根は綺き麗れいに修復されている。


　颯太は正面玄げん関かんを抜け、靴くつ箱ばこでスリッパに履はき替かえて、鼻歌交じりに階段を上った。新年度を迎むかえた新しいクラスは二年Ｂ組だと、五十嵐から連れん絡らくを受けている。今年の担任もこの世の不幸を一人で背し負よい込んでくれている五十嵐だ。


　二年Ｂ組の扉とびらを開ける。


　見み渡わたしてみると、まるで明暗を分けるようにクラスの人間は二つに分かれていた。和気藹あい々あいと楽しそうに雑談する人間と、居い心ごこ地ち悪そうに教室の隅すみで静かにしている人間だ。


　自分が所属すべきは後者だな、と颯太は察した。


　なぜなら後者のグループの全員と面識があったからだ。


「よっ、久しぶり」と頰ほお杖づえをついて憮ぶ然ぜんとしている琴こと音ねに挨あい拶さつをした。


「久しぶりやね」


「また同じクラスだな」


「僕も同じクラスだよ。極きわめて遺い憾かんなことだけど」


「それに、蜃しん気き楼ろう少女も同じクラスのようだな」


　窓辺の空席を意識を集中させて見てみると、ゆっくりと双ふた葉ば楓かえでの姿が浮かび上がる。楓は窓の外の風景を見ていた。


　蒼あお斗とが「今年もよろしくね双葉さん」と言うと、視線をこちらにやり「え、ええ」と不器用に返事をした。


「お前、蜃気楼少女には優やさしいんだな」


「僕は人によって態度を変えるんだ」


「嫌いやなやつだな。それにしても蜃気楼少女もまったく人を寄せ付けなかった時から比べれば、わずかに進歩したな」颯太は満足げに顎あごを引いた。「我々の青春も目の前だ」


「お兄ちゃんと他の女を引っ付けようとしたら殺すの」


　そう言ってきたのは伊い波なみ緋ひ香か里りだった。


　彼女は、中等部だったため、というあまりなっとく出来ない理り屈くつで自宅謹慎を免まぬかれていた。そのため四月の初めからきっちりと桜坂学園に通っている。


「なんで緋香里ちゃんがここにいるんだ」


「お兄ちゃんがここにいるからに決まってるの」


「登山家みたいな事言わないでよ。母さん怒おこってたよ。『娘むすめチェンジで』って言ってた。僕も妹をチェンジしたい」


「親は子供を選べないの」


「それは自分で言うたら、あかん思うよ？」


　と琴音が指し摘てきすると、緋香里は怨おん念ねんの籠こもった目で琴音を睨にらんだ。すぐさま琴音が「か、かんにんやでっ」と謝罪する。


　つくづく、琴音は緋香里に弱い。


　颯太は腕うでを組むと、ううむ、と唸うなり「しかしまあ」と言った。「新年早々、見事な浮うきっぷりだな俺たち」


「そらそうやろ。停学処分を受けてた生徒が一いつ斉せいに登校してきたんやよ。浮いちゃうんはしょうないんちゃう？」


「琴音はなんだか嬉うれしそうだね？　あ、そうか。颯太との関係が変わらないのがそんなに嬉しいんだ」


「そ、そんなんちゃうよっ」


　蒼斗は琴音のうろたえ具合を楽しそうに見ながら「そういえば、さっき名めい簿ぼで確認したら、あの頭いっちゃってそうな白衣の人も同じクラスだったよ」と伝えてくる。


「本ほん庄じよう理科雄もか。クラスにいないという事はまた理科準備室に引き籠もっているんだろうな。これであの事件に関わった人間はほぼ全員同じクラスに所属したわけだ。これはきっと神の見えざる手が働いているぞ」颯太は冗じよう談だん交じりにそんな事を嘯うそぶく。「そうだろ？」


「颯太はいつも、よう分からへんこと言うなあ？」


「たぶん僕たちが集まったのは、厄やつ介かいな生徒は一カ所に集めようっていう学校の思おも惑わくのせいじゃないかな」


「全くもって夢がない」と颯太が嘆なげくと、外を見ていた楓が「……夢見過ぎ」と言う。


「そんな事はない。たぶんもうすぐ咲さきが転校してくるはずだ。神の力によって」


「そう言うたら、咲ちゃんとは会ってへんよね。今いま頃ごろどうしとるんやろ」


「俺も会ってないなあ」


　颯太と琴音が博ばく徒との少女を回想していると、その会話に入り込むように緋香里が「咲って名前の転校生はいないけど、別の転校生ならいるの」と言葉を飛ばしてくる。


「どういう事だ？」


　緋香里は教室にできあがっている人ひと垣がきを指さした。


「一年の間でも『綺麗な先せん輩ぱいが転校してきた』って噂うわさになってたの、すでに雌めす豚ぶたノートに登録済み」


　緋香里の恐おそろしい発言を無視して、人垣を見る。


　確かにそこには男子女子の隔へだてなく人が集まって楽しそうにやっている。男子女子の隔てなく、人が遠巻きになるこちらとの差は埋うめがたい。


「なんで転校生があんなに人気があるんだ。俺たちは一年以上前からこの学校に所属してるんだぞ」颯太は不満を漏もらした。「俺のあずかり知らぬ間に転校してきて、人気者になるとはどういうつもりだ？」


「なんで颯太に逐ちく一いち、転校生の案件を預けないかんのよ。颯太こそどういうつもりなんや？」


　颯太は琴音の言葉に構わず、人垣に向かう。


「ちょっと、どうするつもり？」


「どんな転校生なのか確かめてくる」


「やめといたほうがええ思うよ。また停学処分になりたいん？　颯太が動くとろくな事にならへん。今度は校舎が全ぜん壊かいするかもしれへんえ」


「今度こそだいじょうぶだよ」


「はあ」琴音は重い息を吐はく。


　颯太は堂々と人垣に入り込む。群がる生徒をかき分けて、転校生の姿を確認する。転校生は女子生徒だった。すっきりとした容姿をしている。目鼻立ちは整っているし、たしかに性別の垣かき根ねを越こえた人気にも頷うなずける。


　だが少しばかり顔面の皮の造形が優すぐれているからと言って、この人気はいかがなものか、何かしらの法律に触しよく法ほうしてはいまいか。


　颯太が怨念をふんだんに練り込んだ視線を転校生に浴びせていると、その情熱的な視線に気づいたのか、転校生が颯太の方に顔を向けた。


　社交辞令的な笑みを浮かべたかと思うと、すぐに驚おどろいたような表情を作り、立ち上がった。座席がガタリと倒たおれる。


「な、なんだよ？」


　万人を不快にさせる我が視線に憤いきどおったのかと、思わず構える。


　転校生はおもむろに両手を振ふり上げた。クマが人を襲おそう瞬しゆん間かんにも似ている、と思い一瞬怯ひるむ。次の瞬間、颯太の体に衝しよう撃げきが走った。


　目を開けると、なぜか転校生に抱だき付かれていた。むろん、啞あ然ぜんとした。周囲の人間も啞然としている。琴音たちも啞然としている。啞然としていないのは転校生ばかりだ。


「ひさしぶり」転校生はぽつりと言った。


「今度こそ大丈夫だよな？」


　颯太は確信のいっさい籠こもっていない疑問を口にした。






　あとがき




　初めましてマナベスグルです。


　とうとう『俺の彼女は飼主マリア様、妹はご主人様』が世に出てしまいました。我ながら、どういうつもりでこのタイトルを考えたのか、疑問が尽きません。おそらく当時の僕の脳みそは桃色一色に染まっていたのでしょう。


　せっかくのあとがきなので、この謎の書物が生まれることになった経緯でも、書かせて頂きます。


　本作は、第二回ネクストファンタジア大賞で銀賞を頂いた作品を大幅に魔改造したものです。余談ですが、その時の僕の作品の選評は「こんなもの、小説と呼べる代しろ物ものではない」という、なかなかパンチの効きいたものでした。


　そういう選評を受けつつ、銀賞を頂いたものですから、受賞作を刊行するにあたり「最悪でも小説と呼べるもの」になるまで改稿する必要があります。


　受賞後はじめての担当編集者さんとの打ち合わせで、僕は次のような改稿案を提示させて頂きました。


「せっかくの青春群像劇なので、こう、フワフワとした物語にしたいです」


　僕の言葉を、担当編集者さんは快かい諾だくしてくださり、ハチミツのように甘くて、川辺に咲くクローバーのように爽さわやかな、青春群像劇を目指すことになりました。


　しかし、いざ完成した小説のフタを開けてみると、そこにはハチミツもなければ、クローバーも咲いていませんでした。この小説で見えてくるのは、少数の阿あ呆ほ学生と多数の美少女がお祭り騒ぎをするシーンばかりです。


　結果を述べると「小説と呼べる代物ではない」と言われた作品は、大幅な改稿を経へて「もう、なんだかよくわからない文字の羅ら列れつ」になっただけでした。


　しかし、安心して下さい。この作品はライトノベルと呼ばれるものです。ライトノベルにおいて、最も重要なものは何でしょうか。


　キャラクターでしょうか？　ストーリーでしょうか？　文章でしょうか？


　どれも違います。正解は、


　イラストです。


　今回、イラストレーターのＢｏｕさんに素敵なイラストを描いて頂きました。人は見た目が九割という言葉があります。僕は、ライトノベルも見た目が九割だと思います。


　何が言いたいのか、というと、この書物の魅力の九割はＢｏｕさんの美び麗れいなイラストだということです。


　イラストを楽しむついでに、僕の書いたお話を「ちょっとは面白いな」と感じて頂けたならこれほど嬉しいことはありません。


　そういえば、本作を最後まで読んでくださった読者の方は薄うす々うすおわかりかと思うのですが、この小説は二巻が出ます。びっくりです。富士見書房さんも冒険がお好きと見える。


　次回予告というわけではありませんが、二巻のキーワードを書いておこうと思います。


　もし、担当ドＳ編集者のＭさんの魔の手から逃のがれることができたなら、次巻のキーワードは『許嫁いいなずけ』と『ピエロ』と『デレる』になる予定です。


　この関係なさそうな三つのキーワードがどうお話に絡からむのか、僕もよくわかっていませんが、読んでくれる方々に喜んで頂けるような作品になるように頑張りますので、生暖かく見守って頂ければ幸いです。





　一つ書き残しがありました。僕の容姿についてです。僕の作品を最初に読んだ担当編集のＭさんは、「こういう話を書く人はきっとデブいに違いない」と直感したようです。それは大きな誤解です。しかし実際にお会いするまで、なかなか誤解がとけなかったのも事実なので、読者様には一応、僕という人物の容姿をご説明しようと思います。


　簡単に表現しますと、ロシア文学、ツルゲーネフの『はつ恋』が似合う、そういう、文学的な黒くろ髪かみの美青年。そういう人物を想像して頂ければ、僕個人としては非常に嬉しく思います。


　ただし、僕は噓うそや虚きよ飾しよくを織おり交まぜた話を書くことを仕事としている、ということだけは、あらかじめお断りを入れておきます。




二〇一一年八月　マナベスグル　







この本を書くにあたり、様々な本を参考、引用、誤用などに使わせて頂いております。


『毒と薬のひみつ』　齋籐勝裕著（ソフトバンク　クリエイティブ）


『裏社会の密売人』　神崎純也著（彩図社）


『図解　アリエナイ理科ノ教科書』　文・監修　薬理凶室 （三才ブックス）


『ヤバい経済学』　スティーヴン・Ｄ・レヴィット／スティーヴン・Ｊ・ダブナー著、 望月衛訳 （東洋経済新報社）





※この作品は、第２回ネクストファンタジア大賞において、銀賞を受賞した「恋心ハイウェイ」を改題・改稿したものです。




俺おれの彼かの女じよは飼主マリア様さま、妹いもうとはご主しゆ人じん様さま





マナベスグル
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